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(57)【要約】
　本発明は、ユーザに合わせてカスタマイズされたアイ
テムおよび／または提供者情報のサブセットをユーザに
表示するように設計された、複数のユーザを有するシス
テムに関連する方法、システム、およびコンピュータ読
み取り可能媒体に関する。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　グラフィカルユーザインターフェースでユーザと対話するためのデータオブジェクトを
選択する、コンピュータによって実行される方法であって：
　アイテム提供者から入手可能なアイテムを識別するデータストリームを、アイテム提供
者から受け取る工程と；
　アイテム提供者を一意的に識別する提供者識別子と共にデータオブジェクトをグローバ
ルデータベースに記憶する工程と；
　データストリーム中のアイテムごとに、アイテムを一意的に識別するアイテム識別子と
共にデータオブジェクトを記憶する工程と；
　ユーザデバイスのグラフィカルユーザインターフェースでアイテムまたはアイテム提供
者のデータオブジェクト表現に対して行われるユーザの対話を検出し、ユーザを一意的に
識別するユーザ識別子と共にユーザデータオブジェクトを作成する工程と；
　該ユーザデータオブジェクトとアイテムおよび／またはアイテム提供者のデータオブジ
ェクトとの関連付けを追跡データベース内に作成する工程と；
　該追跡データベースを使用して、追跡データベース中の関連付けに基づいて、グラフィ
カルユーザインターフェースに提示するためのデータオブジェクトのカスタマイズされた
データセットを選択する工程と
を含む前記方法。
【請求項２】
　各データオブジェクトはそのオブジェクトを一意的に識別するオブジェクト識別子と共
に記憶され、ユーザデータオブジェクトとアイテムおよび／またはアイテム提供者データ
オブジェクトとの関連付けは、それらのオブジェクトのオブジェクト識別子間の関連付け
である、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　関連付けは関連付けのデータ構造に準拠し、該関連付けのデータ構造は、それらのオブ
ジェクト識別子に対応する個々のフィールドを含む、請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　関連付けはさらに、それらのオブジェクト識別子とユーザ識別子との関連付けである、
請求項２または３に記載の方法。
【請求項５】
　請求項３に従属し、関連付けのデータ構造はユーザ識別子のためのさらなるフィールド
を含む請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　各データオブジェクトはオブジェクトデータ構造に準拠し、該オブジェクトデータ構造
は、そのオブジェクトのオブジェクト識別子；そのデータオブジェクトの作成者のユーザ
識別子または提供者識別子；そのデータオブジェクトが関連するユーザ、アイテム、また
は提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、または提供者識別子；および、グラフィカル
ユーザインターフェースで前記提示を行うための追加的な情報：の少なくとも一部のため
の個々のフィールドを含む、請求項１～５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項７】
　アイテム提供者が、アイテムおよび／またはアイテム提供者のデータオブジェクトに関
連付けられた新しいデータオブジェクトを作成した後に、カスタマイズされたデータセッ
トを更新して該新しいデータオブジェクトを含める工程を含む、請求項１～６のいずれか
１項に記載の方法。
【請求項８】
　グローバルデータベースは、アイテムおよび／またはアイテム提供者のデータオブジェ
クトに関連付けられたカテゴリデータオブジェクトを保持し；
　選択されたデータオブジェクトの少なくとも１つは、追跡データベース中でカテゴリデ
ータオブジェクトにも関連付けられ、そのデータオブジェクトは、そのことに基づいて、
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カスタマイズされたセットに含めるために選択される、請求項１～７のいずれか１項に記
載の方法。
【請求項９】
　アイテム提供者が、カテゴリデータオブジェクトに関連付けられた新しいデータオブジ
ェクトを作成した後に、カスタマイズされたセットを更新して該新しいデータオブジェク
トを含める工程を含む請求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　コンピュータシステムであって：
　ユーザが利用可能な表示インターフェースを各々が有する複数のユーザデバイスと；
　複数のアイテム提供者と；
　データオブジェクトのグローバルデータベースであって、各データオブジェクトは、そ
のオブジェクトの一意的なオブジェクト識別子と、そのデータオブジェクトが関連するユ
ーザ、アイテム、または提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、または提供者識別子と
を含む、グローバルデータベースと；
　（ｉ）各アイテム提供者について、その提供者の一意的な提供者識別子と、その提供者
によって提供されるアイテムの１つまたはそれ以上のアイテム識別子とを含む個々の提供
者データテーブル；（ｉｉ）各ユーザについて、そのユーザの一意的なユーザ識別子と、
そのユーザが嗜好を表明しているアイテム、提供者、および／またはカテゴリの１つまた
はそれ以上のアイテム識別子、提供者識別子、および／またはカテゴリ識別子とを含む個
々のユーザデータテーブル；ならびに、（ｉｉｉ）第１のユーザのデータテーブルに保持
されているアイテム識別子および／または提供者識別子に基づいて、ユーザデータテーブ
ルおよび提供者データテーブルから選択される、少なくとも第１のユーザについて選択さ
れたデータテーブルのカスタマイズされたセット：を記憶するコンピュータストレージと
；
　第１のユーザが関連付け命令を自身のユーザデバイスで発することによりある提供者ま
たはアイテムに対する追加的な嗜好を表明するのに応答して、その第１のユーザのユーザ
識別子を、その提供者またはアイテムの提供者識別子またはアイテム識別子を含むデータ
オブジェクトのオブジェクト識別子に関連付けるように構成されたグローバル追跡データ
ベースと；
　第１のユーザがアイテムまたは提供者に対する追加的な関心を表明するのに応答して、
１つまたはそれ以上の追加的な提供者データテーブルおよび／またはユーザデータテーブ
ルを、第１のユーザのカスタマイズされたセットに含めるために選択してそのセットを更
新し、かつ、第１のユーザの更新されたセットに基づいて、第１のユーザのユーザデバイ
スの表示インターフェースを介して第１のユーザに表示するための少なくとも１つのデー
タオブジェクトを選択するように構成された情報交換コンピュータと
を含む前記コンピュータシステム。
【請求項１１】
　グローバルデータベースはカテゴリデータオブジェクトを保持し、該カテゴリデータオ
ブジェクトは、ユーザが後に関心を表明した提供者またはアイテムの提供者識別子または
アイテム識別子を含むデータオブジェクトに関連付けられ、選択されるデータオブジェク
トは、追跡データベース内でカテゴリデータオブジェクトにも関連付けられる、請求項１
０に記載のコンピュータシステム。
【請求項１２】
　コンピュータシステムであって：
　ユーザが利用可能な表示インターフェースを各々が有する複数のユーザデバイスと；
　複数のアイテム提供者と；
　データオブジェクトのグローバルデータベースであって、各データオブジェクトは、そ
のオブジェクトの一意的なオブジェクト識別子と、そのデータオブジェクトが関連するユ
ーザ、アイテム、または提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、または提供者識別子と
を含み、データオブジェクトは、対象ユーザの対象ユーザ識別子と、対象ユーザをフォロ



(4) JP 2016-522466 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

ーしているユーザのフォロワーユーザ識別子とを含むユーザ関連付けデータオブジェクト
を含み、該グローバルデータベースは、対象ユーザが自身のユーザデバイスで追跡命令を
発することによりデータオブジェクト表現に追跡の関心を表明するのに応答して、そのデ
ータオブジェクトに基づく新しい派生データオブジェクトを作成するように構成される、
グローバルデータベースと；
　対象ユーザがデータオブジェクト表現に追跡の関心を表明するのに応答して、対象ユー
ザのユーザ識別子と、そのデータオブジェクトのオブジェクト識別子と、作成された派生
データオブジェクトのオブジェクト識別子との関連付けを記憶するように構成されたグロ
ーバル追跡データベースと；
　対象ユーザがデータオブジェクト表現に関心を表明するのに応答して、グローバルデー
タベースおよびグローバル追跡データベースにアクセスし、フォロワーユーザのユーザデ
バイスの表示インターフェースを介してフォロワーユーザに派生データオブジェクト表現
を表示するように構成された情報交換コンピュータと
を含む前記コンピュータシステム。
【請求項１３】
　１つまたはそれ以上の放送方式で放送されるフレームのストリームとして編成されたデ
ータオブジェクト表現のセットを表示する、請求項１０または１２に記載のシステム。
【請求項１４】
　放送は、電波、ケーブル、光ファイバ、および／または衛星を介して送信される請求項
１３に記載のシステム。
【請求項１５】
　放送はテレビに直接受信され、テレビ画面に表示される請求項１４に記載のシステム。
【請求項１６】
　ストリームは、動作的にテレビ画面に接続されたテレビデコーダによって直接受信され
、テレビデコーダは、ユーザが、テレビ画面で放送される１つまたはそれ以上のフレーム
を閲覧し、該フレームと対話することを可能にする、請求項１５に記載のシステム。
【請求項１７】
　テレビデコーダは、ケーブルデジタル映像レコーダ（ＤＶＲ）、ＴｉＶＯ、Ｒｏｋｕ、
ＤｉｒｅｃｔＴＶ、ＧｏｏｇｌｅＴＶ、Ａｐｐｌｅ　ＴＶ、ＸＢＯＸ３６０、ＸＢＯＸ１
、ＰＳ３、ＰＳ４、ＷｉｉＵ、および／または他のプログラム可能デコーダである請求項
１６に記載のシステム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　関連出願の相互参照
　２０１３年３月１５日に出願された米国仮出願第６１／７８８，１１６号を参照し、そ
の開示内容はすべて参照によって本明細書に組み入れられる。
【０００２】
　本発明は、ユーザがオンライン体験を自身に合わせたものにすることができ、コンテン
ツ提供者がユーザ情報を収集してユーザに的を絞ったオンライン体験を生み出すことがで
きる、カスタマイズ可能なデータ管理システムに関する。
【背景技術】
【０００３】
　ユーザのオンライン体験を向上させるためにオンラインコンテンツ提供者によって各種
の高度な方法が開発されているにも関わらず、ユーザの個人的な嗜好に基づいて個々に合
わせたインターフェースをユーザに提供する単純で有用なシステムは依然として実現が難
しい。詳細には、ユーザの嗜好に関連するデータを効率的に選択し、管理し、表示するシ
ステムが強く必要とされている。さらに、個々のユーザの個人的な嗜好に関連する情報と
、そのユーザとそのユーザのオンラインソーシャルネットワーキングコミュニティの１人
またはそれ以上のメンバに共有される嗜好に関連する情報の両方を含むデータセットを合
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成することにより、ユーザのオンライン体験をさらに豊かにことが望まれる。
【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明は以下の具体的実施形態を考えている。本明細書に記載される実施形態には、当
業者により、本発明の主旨および範囲から逸脱することなく、各種の変更、追加、および
改変を加えることができる。そのような変更、追加、および改変は特許請求の範囲内にあ
ることが意図される。
【０００５】
　本発明の実施形態は、アイテム（item）の提供者から入手することが可能なアイテムに
ついての莫大な量のデータを管理する文脈で発生する技術的問題を解決することを対象と
し、特定のアイテムまたは特定のアイテムの提供者を見つけようとするユーザが、自身の
ユーザインターフェースで簡略化された体験を得る。本発明の一態様によると、データ構
造が設定され、このデータ構造は、データ構造中のデータオブジェクトのより効率的なデ
ータ処理を可能にして、選択されユーザに合わせて生成された視覚的表現を１人またはそ
れ以上のユーザのグラフィカルユーザインターフェースで利用できるようにする。
【０００６】
　本発明の別の態様は、複数のアイテム提供者と複数のユーザを持つシステム内でアイテ
ム提供者とユーザの双方を追跡する設備を提供し、それにより、他のユーザおよび／また
は提供者が行う活動に基づいて、ユーザに合わせて生成される豊富な視覚的表現をユーザ
の一人に提供することができる。
【０００７】
　したがって、本発明は、実施形態（ａ）：グラフィカルユーザインターフェースでユー
ザと対話するためのデータオブジェクトを選択する、コンピュータによって実行される方
法を提供し、この方法は：アイテム提供者から入手可能なアイテムを識別するデータスト
リームを、アイテム提供者から受け取る工程と；アイテム提供者を一意に識別する提供者
識別子と共にデータオブジェクトをグローバルデータベースに記憶する工程と；データス
トリーム中のアイテムごとに、アイテムを一意に識別するアイテム識別子と共にデータオ
ブジェクトを記憶する工程と；ユーザデバイスのグラフィカルユーザインターフェースで
アイテムまたはアイテム提供者のデータオブジェクト表現に対して行われるユーザの対話
を検出し、ユーザを一意に識別するユーザ識別子と共にユーザデータオブジェクトを作成
する工程と；ユーザデータオブジェクトとアイテムおよび／またはアイテム提供者のデー
タオブジェクトとの関連付けを追跡データベース内に作成する工程と；追跡データベース
を使用して、追跡データベース中の関連付けに基づいて、グラフィカルユーザインターフ
ェースに提示するためのデータオブジェクトのカスタマイズされたデータセットを選択す
る工程とを含む。一例では、実施形態（ａ）の各データオブジェクトはそのオブジェクト
を一意に識別するオブジェクト識別子と共に記憶され、ユーザデータオブジェクトとアイ
テムおよび／またはアイテム提供者データオブジェクトとの関連付けは、それらのオブジ
ェクトのオブジェクト識別子間の関連付けである。さらに、実施形態（ａ）の関連付けは
関連付けのデータ構造に準拠し、関連付けのデータ構造は、それらのオブジェクト識別子
に対応する個々のフィールドを含む。関連付けはさらに、それらのオブジェクト識別子と
ユーザ識別子との関連付けである場合があり、場合により、関連付けのデータ構造はユー
ザ識別子のためのさらなるフィールドを含む。実施形態（ａ）のさらに他の例では、各デ
ータオブジェクトはオブジェクトデータ構造に準拠することができ、オブジェクトデータ
構造は、そのオブジェクトのオブジェクト識別子；そのデータオブジェクトの作成者のユ
ーザ識別子または提供者識別子；そのデータオブジェクトが関連するユーザ、アイテム、
または提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、または提供者識別子；および、グラフィ
カルユーザインターフェースで前記提示を行うための追加的な情報：の少なくとも一部の
ための個々のフィールドを含む。実施形態（ａ）の方法はさらに、アイテム提供者が、ア
イテムおよび／またはアイテム提供者のデータオブジェクトに関連付けられた新しいデー
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タオブジェクトを作成した後に、カスタマイズされたデータセットを更新して新しいデー
タオブジェクトを含める工程を含むことができる。実施形態（ａ）のグローバルデータベ
ースは、アイテムおよび／またはアイテム提供者のデータオブジェクトに関連付けられた
カテゴリデータオブジェクトを保持することができ；選択されたデータオブジェクトの少
なくとも１つは、追跡データベース中でカテゴリデータオブジェクトにも関連付けられ、
そのデータオブジェクトは、そのことに基づいて、カスタマイズされたセットに含めるた
めに選択され；場合により、方法はさらに、アイテム提供者が、カテゴリデータオブジェ
クトに関連付けられた新しいデータオブジェクトを作成した後に、カスタマイズされたセ
ットを更新して新しいデータオブジェクトを含める工程を含む。
【０００８】
　さらに、本発明は、実施形態（ｂ）：コンピュータシステムを提供し、このコンピュー
タシステムは：ユーザが利用可能な表示インターフェースを各々が有する複数のユーザデ
バイスと；複数のアイテム提供者と；データオブジェクトのグローバルデータベースであ
って、各データオブジェクトは、そのオブジェクトの一意的なオブジェクト識別子と、そ
のデータオブジェクトが関連するユーザ、アイテム、または提供者のユーザ識別子、アイ
テム識別子、または提供者識別子とを含む、グローバルデータベースと；（ｉ）各アイテ
ム提供者について、その提供者の一意的な提供者識別子と、その提供者によって提供され
るアイテムの１つまたはそれ以上のアイテム識別子とを含む個々の提供者データテーブル
；（ｉｉ）各ユーザについて、そのユーザの一意的なユーザ識別子と、そのユーザが嗜好
を表明しているアイテム、提供者、および／またはカテゴリの１つまたはそれ以上のアイ
テム識別子、提供者識別子、および／またはカテゴリ識別子とを含む個々のユーザデータ
テーブル；ならびに、（ｉｉｉ）第１のユーザのデータテーブルに保持されているアイテ
ム識別子および／または提供者識別子に基づいて、ユーザデータテーブルおよび提供者デ
ータテーブルから選択される、少なくとも第１のユーザについて選択されたデータテーブ
ルのカスタマイズされたセット：を記憶するコンピュータストレージと；第１のユーザが
関連付け命令を自身のユーザデバイスで発することにより、ある提供者またはアイテムに
対する追加的な嗜好を表明するのに応答して、その第１のユーザのユーザ識別子を、その
提供者またはアイテムの提供者識別子またはアイテム識別子を含むデータオブジェクトの
オブジェクト識別子に関連付けるように構成されたグローバル追跡データベースと；第１
のユーザがアイテムまたは提供者に対する追加的な関心を表明するのに応答して、１つま
たはそれ以上の追加的な提供者データテーブルおよび／またはユーザデータテーブルを、
第１のユーザのカスタマイズされたセットに含めるために選択してそのセットを更新し、
かつ、第１のユーザの更新されたセットに基づいて、第１のユーザのユーザデバイスの表
示インターフェースを介して第１のユーザに表示するための少なくとも１つのデータオブ
ジェクトを選択するように構成された情報交換コンピュータとを含む。実施形態（ｂ）の
グローバルデータベースは、カテゴリデータオブジェクトを保持することができ、カテゴ
リデータオブジェクトは、ユーザが後に関心を表明した提供者またはアイテムの提供者識
別子またはアイテム識別子を含むデータオブジェクトに関連付けられ、選択されるデータ
オブジェクトは、追跡データベース内でカテゴリデータオブジェクトにも関連付けられる
。
【０００９】
　実施形態（ｃ）：コンピュータシステムも提供され、このコンピュータシステムは：ユ
ーザが利用可能な表示インターフェースを各々が有する複数のユーザデバイスと；複数の
アイテム提供者と；データオブジェクトのグローバルデータベースであって、各データオ
ブジェクトは、そのオブジェクトの一意的なオブジェクト識別子と、そのデータオブジェ
クトが関連するユーザ、アイテム、または提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、また
は提供者識別子とを含み、データオブジェクトは、対象ユーザの対象ユーザ識別子と、対
象ユーザをフォローしているユーザのフォロワーユーザ識別子とを含むユーザ関連付けデ
ータオブジェクトを含み、ここで、グローバルデータベースは、対象ユーザが自身のユー
ザデバイスで追跡命令を発することによりデータオブジェクト表現に追跡の関心を表明す
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るのに応答して、そのデータオブジェクトに基づく新しい派生データオブジェクトを作成
するように構成される、前記グローバルデータベースと；対象ユーザがデータオブジェク
トに追跡の関心を表明するのに応答して、対象ユーザのユーザ識別子と、そのデータオブ
ジェクトのオブジェクト識別子と、作成された派生データオブジェクトのオブジェクト識
別子との関連付けを記憶するように構成されたグローバル追跡データベースと；対象ユー
ザがデータオブジェクトに関心を表明するのに応答して、グローバルデータベースおよび
グローバル追跡データベースにアクセスし、フォロワーユーザのユーザデバイスの表示イ
ンターフェースを介してフォロワーユーザに派生データオブジェクト表現を表示するよう
に構成された情報交換コンピュータとを含む。
【００１０】
　実施形態（ａ）～（ｃ）を使用して本明細書に記載される各種方法を実施すると共に、
それらの方法を実施するように設計されたシステムおよびコンピュータ読取り可能媒体も
実装する。例えば、以下の実施形態（（１）～（１３））は、実施形態（ａ）～（ｃ）を
どのように使用できるかに関する：
【００１１】
　実施形態（１）：システム上でブランド情報を交換する方法であって、システムは、（
ｉ）第１の消費者ユーザおよび１人またはそれ以上の他の消費者ユーザを含む複数の消費
者ユーザと、（ｉｉ）第１のブランドを含む複数のブランドと、を有し、方法は：（ａ）
第１のブランド情報を受け取る動作；（ｂ）第１の消費者ユーザが第１のブランド情報に
対する嗜好を表明したことを示す第１のブランド嗜好情報を受け取る動作；（ｃ）第１の
ブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される第１のブランド情
報のサブセットを作成する動作；（ｄ）第１のブランド情報のサブセットに関連する１つ
またはそれ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する動作；（ｅ）
第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表
現との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る動作；（ｆ）第
１のブランドに：第１のブランドに関連し、１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有で
ある対話データ；システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、第１のブランド
に関連する対話データ；システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、第
１のブランドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；またはそれらの組み合
わせ、を表示する動作、を含む。
【００１２】
　実施形態（１）はさらに：複数のブランドから追加的なブランド情報を受け取る工程と
；第１の消費者ユーザが追加的なブランド情報の追加的なサブセットに対する嗜好を表明
したことを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報および
追加的なブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される追加的な
ブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットを作成する工程と；追加的なブラン
ド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する工程と；追加的なブランド情報の１つま
たはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現
との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る工程と；追加的な
ブランドそれぞれに：（ｉ）１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、１つまた
はそれ以上の追加的なブランド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消
費者ユーザに固有である対話データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザについて
集約された、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（ｉｉｉ）
システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以上の追加
的なブランドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ）それら
の組み合わせ、を表示する工程を含むことができる。
【００１３】
　さらに、実施形態（１）はさらに、システム上でこれまでに第１の消費者ユーザに表示
されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユーザに表示する工程を含むことができ
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る。表示工程（ｄ）は、第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上
のデータオブジェクト表現を１人またはそれ以上の他の消費者ユーザに表示する工程も含
むことができ、１人またはそれ以上の他の消費者ユーザは第１の消費者ユーザと関係を有
する。
【００１４】
　実施形態（１）の対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１人ま
たはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好
を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第１の
ブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１
のブランドの商品アイテム（commercial item）に対する嗜好を表明しているシステム上
の１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数
および／もしくはそれらのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み
合わせを含む。
【００１５】
　実施形態（１）におけるデータオブジェクト表現のサブセットとの第１の消費者ユーザ
による１つまたはそれ以上の対話は：サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に
対する嗜好を表明すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表
現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上の派生データオブジェ
クト表現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現に関する会話に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現に関する意見を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクト表現の評価を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータ
オブジェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、サブセット中の１つまたはそ
れ以上のデータオブジェクトをクリックして第１のブランドに置かれている情報を見るこ
と、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する調査に参加す
ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関してさらに多
くの情報を第１のブランドに要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータ
オブジェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入する
こと、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品ア
イテムを直接第１のブランドから購入すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデ
ータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入すること、サブセット中
の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する競売に参加すること、サブセッ
ト中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、
貸し付け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供すること、サブセット中の１
つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を申請する
こと、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された取り扱
いが中止された（discontinued）商品アイテムを第１のブランドおよび／もしくはその公
認小売業者／再販業者が再開することを要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以
上のデータオブジェクトに関する製品（product）のアイデア、改良、および／もしくは
改善を第１のブランドに提案すること、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００１６】
　実施形態（１）の対話データは、第１のブランドのデータオブジェクトの消費者による
クリック数、第１のブランドのデータオブジェクトの消費者によるインプレッション数、
第１のブランドの派生データオブジェクトの消費者によるクリック数、第１のブランドの
派生データオブジェクトのシステム消費者によるインプレッション数、システム消費者に
よる合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費者のクリック数、システム消費者
による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者のインプレッション
数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごとの動向データ、平均
コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含む。
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【００１７】
　実施形態（１）の人口統計情報は、性別、人種、年齢、収入、教育、自宅の所有権、居
住地、雇用状況、買い物の履歴、個人的な興味関心事、および／もしくは趣味、またはそ
れらの組み合わせを含む。
【００１８】
　実施形態（１）の比較対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１
人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する
嗜好を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第
１のブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）
第１のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明しているシステム上の１人またはそれ
以上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数および／もしくは
それらのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含む。
【００１９】
　実施形態（１）の比較対話データはさらに、第１のブランドのデータオブジェクト表現
の消費者によるクリック数、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消費者によるイ
ンプレッション数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるクリッ
ク数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるインプレッション数
、システム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費者のクリック
数、システム消費者による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者
のインプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごと
の動向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００２０】
　実施形態（１）の比較対話データは場合により、定義された時間間隔にわたって収集さ
れる。例えば、定義された時間間隔は、第１のブランドおよび／または第１のブランドの
競合社がシステムに参加している期間である。
【００２１】
　実施形態（１）の比較対話データはさらに、複数のブランドと関連した、第１のブラン
ドのブランド順位データ；および／または、複数のブランドのうち１つまたはそれ以上の
競合ブランドと関連した、第１のブランドのブランド順位データを含む。
【００２２】
　実施形態（１）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つま
たはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報
、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランドの
購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラン
ドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの
組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含む。例えば、ブランド媒体は、ブランド固
有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、もしくは印刷媒体を含み、かつ／また
は、ブランド固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー
、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わ
せを含む。また、実施形態（１）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上の商品ア
イテム商標、商品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商
品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品
、またはそれらの組み合わせ、に関連する情報を含む第１のブランドの商品アイテム情報
を含む。
【００２３】
　実施形態（１）の商品アイテムの説明情報は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上の
アイテム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商
品アイテムの評価、またはそれらの組み合わせを含む。例えば、商品アイテム媒体は、商
品アイテム固有の映像ファイル、商品アイテム固有の音声ファイル、または印刷媒体を含
み、；商品アイテム固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レ
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ビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組
み合わせを含む。
【００２４】
　実施形態（１）の第１のブランド嗜好情報は、第１のブランド情報に対するシステム追
跡嗜好を含み、上記方法はさらに、第１のブランド情報をフィルタリングして、第１のブ
ランド情報に対してシステム追跡嗜好を表明した第１の消費者ユーザに提供される第１の
ブランド情報の第１の補助サブセットを作成する工程と；第１のブランド情報の第１の補
助サブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を第１の消費
者ユーザに表示する工程を含み、１つまたはそれ以上の派生データオブジェクトはシステ
ム内で上記１つまたはそれ以上のデータオブジェクトに関連付けられる。
【００２５】
　実施形態（１）の方法はさらに、他の消費者ユーザが第１の消費者ユーザに対してシス
テム追跡嗜好を有することを示す第１の消費者ユーザ嗜好情報を受け取る工程と；第１の
ブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表
明している他の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報の第２の補助サブセットを
作成する工程と；第１のブランド情報の第２の補助サブセットに関連する１つまたはそれ
以上のデータオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現を他の消費者
ユーザに表示する工程を含む。実施形態（１）の方法は、第１のブランドユーザが第１の
消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を有することを示す第１の消費者ユーザ嗜好情報
を受け取る工程と；第１のブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに対
してシステム追跡嗜好を表明している第１のブランドユーザに提供される第１のブランド
情報の第３の補助サブセットを作成する工程と；第１のブランド情報の第３の補助サブセ
ットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および／または派生データ
オブジェクト表現を第１のブランドユーザに表示する工程も含むことができる。
【００２６】
　実施形態（１）のシステム追跡嗜好は、データオブジェクト表現および／または派生デ
ータオブジェクト表現をフォローする、かつ／またはリストに入れることによって表明さ
れる。
【００２７】
　実施形態（１）の方法はさらに、複数のブランドのうち他のブランドが第１の消費者ユ
ーザに対する嗜好を有することを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１
のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を
上記他のブランドに表示する工程を含むことができる。実施形態（１）の一例では、嗜好
は、データオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現をフォローする
、リストに入れる、友達になる、ならびに／または「いいね（liking）」することとして
表明される。システム追跡嗜好は、データオブジェクト表現および／または派生データオ
ブジェクト表現をフォローすること、かつ／またはリストに入れることから選択すること
ができる。例えば、第１の消費者ユーザがあるデータオブジェクト表現に対してシステム
追跡嗜好を表明すると、そのデータオブジェクトに基づく派生データオブジェクトが生成
され、派生データオブジェクトはシステム内でそのデータオブジェクトおよび第１の消費
者ユーザに関連付けられる。第１のブランドユーザがあるデータオブジェクト表現に対し
てシステム追跡嗜好を表明すると、そのデータオブジェクトに基づく派生データオブジェ
クトが生成されることができ、派生データオブジェクトはシステム内でそのデータオブジ
ェクトおよび第１のブランドユーザに関連付けられる。特定の例では、データオブジェク
トに変更を加えると、そのデータオブジェクトのすべての派生データオブジェクトの変更
が生成される。変更は、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の編集、データオ
ブジェクトへの追加、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の削除、データオブ
ジェクトに関するコメントの追加、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００２８】
　実施形態（１）のシステムは第１のブランドユーザを含むことができ、上記方法はさら
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に、第１のブランド情報に対して嗜好を表明している複数の消費者ユーザに関連する対話
データを、第１のブランドユーザに表示する工程と；第１の消費者ユーザに表示されるデ
ータオブジェクト表現のサブセットを第１のブランドユーザに表示する工程と；第１のブ
ランドユーザがサブセットの中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対する
嗜好を表明したことを示すサブセット嗜好情報を受け取る工程と；第１の消費者ユーザお
よび第１のブランドユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセットとの対話を
、第１のブランドユーザに表示する工程とを含むことができる。
【００２９】
　実施形態（１）の方法はさらに、第１のブランド対話データおよび／または第１のブラ
ンド比較対話データに応答して追加的な第１のブランド情報を受け取る工程を含むことが
できる。追加的な第１のブランド情報は、ブランド媒体、ブランドの購入情報、小売り情
報、ブランドの販売促進情報、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報
、１つまたはそれ以上のブランドレビュー、ブランドの評価、商品アイテム媒体、商品ア
イテムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、１つまた
はそれ以上のアイテム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムの
レビュー、商品アイテムの評価、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００３０】
　実施形態（１）（ａ）は、実施形態（１）の方法で作成される第１のブランド情報のサ
ブセットに関し、実施形態（１）（ｂ）は、実施形態（１）の方法で第１の消費者ユーザ
に表示されるデータオブジェクト表現のサブセットに関する。
【００３１】
　実施形態（２）：少なくとも１つのプロセッサ：を含むシステムであって、プロセッサ
は：第１のブランド情報を受け取り；第１の消費者ユーザが第１のブランド情報に対する
嗜好を表明したことを示す第１のブランド嗜好情報を受け取り；第１のブランド情報をフ
ィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報のサブセットを
作成し；第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現を第１の消費者ユーザに表示し；第１の消費者ユーザに表示されたデータオブ
ジェクト表現のサブセットとの、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を
受け取り；第１のブランドに：第１のブランドに関連し、１人またはそれ以上の消費者ユ
ーザに固有である対話データ；システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、第
１のブランドに関連する対話データ；システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと
比較した、第１のブランドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；またはそ
れらの組み合わせ、を表示する、ようにプログラムされる。
【００３２】
　実施形態（２）のプロセッサはさらに、複数のブランドから追加的なブランド情報を受
け取り；第１の消費者ユーザが追加的なブランド情報の追加的なサブセットに対する嗜好
を表明したことを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取り；第１のブランド情報および
追加的なブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される追加的な
ブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットを作成し；追加的なブランド情報の
１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現を第１の消費者ユーザに表示し；追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補
助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現との、第１の消費
者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取り；かつ、追加的なブランドそれぞれ
に：（ｉ）１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、１つまたはそれ以上の追加
的なブランド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有
である対話データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、１つ
またはそれ以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（ｉｉｉ）システム上の１つ
またはそれ以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関
連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ）それらの組み合わせ、を
表示する、ようにプログラムすることができる。プロセッサはさらに、システム上でこれ
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までに第１の消費者ユーザに表示されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユーザ
に表示するようにプログラムすることができる。プロセッサはさらに、第１のブランド情
報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を１人またはそ
れ以上の他の消費者ユーザに表示するようにプログラムされ、１人またはそれ以上の他の
消費者ユーザは第１の消費者ユーザと関係を有する。
【００３３】
　実施形態（２）の対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１人ま
たはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好
を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第１の
ブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１
のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明しているシステム上の１人またはそれ以上
の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数および／もしくはそれ
らのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含むことがで
きる。
【００３４】
　実施形態（２）で、データオブジェクト表現のサブセットとの第１の消費者ユーザによ
る１つまたはそれ以上の対話は：サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対す
る嗜好を表明すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に
ついてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト
表現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現に関する会話に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現に関する意見を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現の評価を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブ
ジェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以
上のデータオブジェクト表現をクリックして第１のブランドに置かれている情報を見るこ
と、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する調査に参加す
ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関してさらに多
くの情報を第１のブランドに要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータ
オブジェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入する
こと、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品ア
イテムを直接第１のブランドから購入すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデ
ータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入すること、サブセット中
の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する競売に参加すること、サブセッ
ト中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、
貸し付け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供すること、サブセット中の１
つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を申請する
こと、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された取り扱
いが中止された商品アイテムを第１のブランドおよび／もしくはその公認小売業者／再販
業者が再開することを要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現に関する製品のアイデア、改良、および／もしくは改善を第１のブランドに提
案すること、またはそれらの組み合わせを含む。
【００３５】
　実施形態（２）で使用される対話データは、第１のブランドのデータオブジェクト表現
の消費者によるクリック数、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消費者のインプ
レッション数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるクリック数
、第１のブランドの派生データオブジェクト表現のシステム消費者のインプレッション数
、システム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費者のクリック
数、システム消費者による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者
のインプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごと
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の動向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含む。同様に、実施
形態（２）で使用される人口統計情報は、性別、人種、年齢、収入、教育、自宅の所有権
、居住地、雇用状況、買い物の履歴、個人的な興味関心事、および／もしくは趣味、また
はそれらの組み合わせを含む。
【００３６】
　実施形態（２）における、システム上の複数のブランドおよび／またはシステム上の複
数のブランドのサブセットと比較した第１のブランドの比較対話データは、（ｉ）システ
ム上の複数の消費者ユーザのうち１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまた
はそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システ
ム上の複数の消費者ユーザのうち第１のブランドに対する嗜好を表明している１人または
それ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明し
ているシステム上の１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消
費者ユーザ、の数および／もしくはそれらのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖ
ｉ）それらの組み合わせを含む。また、比較対話データは、第１のブランドのデータオブ
ジェクト表現の消費者によるクリック数、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消
費者によるインプレッション数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者
によるクリック数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるインプ
レッション数、システム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費
者のクリック数、システム消費者による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシ
ステム消費者のインプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴ
リの季節ごとの動向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含む。
この特定の例で使用される人口統計情報は、性別、人種、年齢、収入、教育、自宅の所有
権、居住地、雇用状況、買い物の履歴、個人的な興味関心事、および／もしくは趣味、ま
たはそれらの組み合わせを含む。
【００３７】
　実施形態（２）における比較対話データは、定義された時間間隔、例えば第１のブラン
ドおよび／または第１のブランドの競合社がシステムに参加している期間にわたって収集
することができる。
【００３８】
　さらに、実施形態（２）における比較対話データはさらに、複数のブランドと関連した
、第１のブランドのブランド順位データを含むことができ、例えば比較対話データはさら
に、複数のブランドのうち１つまたはそれ以上の競合ブランドと関連した、第１のブラン
ドのブランド順位データを含む。
【００３９】
　実施形態（２）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つま
たはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報
、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランドの
購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラン
ドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの
組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含む。この特定の実施形態では、ブランドの
説明情報は、ブランドの画像、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報
、１つまたはそれ以上のブランドレビュー、ブランドの評価、またはそれらの組み合わせ
を含む。ブランド媒体は、ブランド固有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、
もしくは印刷媒体を含み；ブランド固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の
文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、ま
たはそれらの組み合わせを含む。
【００４０】
　実施形態（２）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上の商品アイテム商標、商
品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小
売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品、またはそれら
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の組み合わせに関連する情報を含む第１のブランドの商品アイテム情報を含むことができ
る。この例では、商品アイテムの説明情報は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上のア
イテム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品
アイテムの評価、もしくはそれらの組み合わせを含み；商品アイテム媒体は、商品アイテ
ム固有の映像ファイル、商品アイテム固有の音声ファイル、もしくは印刷媒体を含み、；
かつ／または、商品アイテム固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の
参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、もしくは
それらの組み合わせを含む。
【００４１】
　実施形態（２）の第１のブランド嗜好情報は、第１のブランド情報に対するシステム追
跡嗜好を含み、上記プロセッサはさらに、第１のブランド情報をフィルタリングして、第
１のブランド情報に対してシステム追跡嗜好を表明した第１の消費者ユーザに提供される
第１のブランド情報の第１の補助サブセットを作成し；第１のブランド情報の第１の補助
サブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を第１の消費者
ユーザに表示する、ようにプログラムされ、１つまたはそれ以上の派生データオブジェク
トはシステム内で上記１つまたはそれ以上のデータオブジェクトに関連付けられる。
【００４２】
　実施形態（２）のプロセッサはさらに、他の消費者ユーザが第１の消費者ユーザに対し
てシステム追跡嗜好を有することを示す第１の消費者ユーザ嗜好情報を受け取り；第１の
ブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表
明している他の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報の第２の補助サブセットを
作成し；第１のブランド情報の第２の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデ
ータオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現を他の消費者ユーザに
表示する、ようにプログラムすることができる。この実施形態（２）のプロセッサはさら
に、第１のブランドユーザが第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を有すること
を示す第１の消費者ユーザ嗜好情報を受け取り；第１のブランド情報をフィルタリングし
て、第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表明している第１のブランドユーザ
に提供される第１のブランド情報の第３の補助サブセットを作成し；第１のブランド情報
の第３の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および
／または派生データオブジェクト表現を第１のブランドユーザに表示する、ようにプログ
ラムすることができる。
【００４３】
　実施形態（２）で使用されるシステム追跡嗜好は、データオブジェクト表現および／ま
たは派生データオブジェクト表現をフォローする、かつ／またはリストに入れることによ
って表明される。
【００４４】
　実施形態（２）のプロセッサはさらに、複数のブランドのうち他のブランドが第１の消
費者ユーザに対する嗜好を有することを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取り；第１
のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を
上記他のブランドに表示するようにプログラムすることができる。例えば、嗜好は、デー
タオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現をフォローする、リスト
に入れる、友達になる、ならびに／または「いいね」することとして表明される。嗜好は
、データオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現をフォローするこ
と、ならびに／またはリストに入れることから選択されるシステム追跡嗜好とすることが
できる。
【００４５】
　実施形態（２）のプロセッサはさらに、第１の消費者ユーザがあるデータオブジェクト
表現に対してシステム追跡嗜好を表明するのに応答して派生データオブジェクトを生成し
、その派生データオブジェクトをシステム内でそのデータオブジェクトおよび第１の消費
者ユーザに関連付けるようにプログラムすることができる。この実施形態のプロセッサは
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、第１のブランドユーザがあるデータオブジェクト表現に対してシステム追跡嗜好を表明
したのに応答して派生データオブジェクトを生成し、その派生データオブジェクトをシス
テム内でそのデータオブジェクトおよび第１のブランドユーザに関連付けるようにプログ
ラムすることもできる。
【００４６】
　実施形態（２）のシステムは第１のブランドユーザも含むことができ、上記プロセッサ
はさらに、第１のブランド情報に対して嗜好を表明している複数の消費者ユーザに関連す
る対話データを、第１のブランドユーザに表示し；第１の消費者ユーザに表示されるデー
タオブジェクト表現のサブセットを第１のブランドユーザに表示し；第１のブランドユー
ザがサブセットの中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対する嗜好を表明
したことを示すサブセット嗜好情報を受け取り；第１の消費者ユーザおよび第１のブラン
ドユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセットとの対話を、第１のブランド
ユーザに表示する、ようにプログラムされる。
【００４７】
　さらに、実施形態（２）のプロセッサはさらに、第１のブランド対話データおよび／ま
たは第１のブランド比較対話データに応答して追加的な第１のブランド情報を受け取るよ
うにプログラムすることができ、例えば追加的な第１のブランド情報は、ブランド媒体、
ブランドの購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、１つまたはそれ以上のブラ
ンド固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上のブランドレビュー、ブランドの評
価、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、商品アイ
テムの販売促進情報、１つまたはそれ以上のアイテム固有の解説文書および情報、１つま
たはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品アイテムの評価、またはそれらの組み合わ
せを含む。
【００４８】
　実施形態（２）（ａ）は、実施形態（２）のシステムで作成される第１のブランド情報
のサブセットである。実施形態（２）（ｂ）は、実施形態（２）のシステムで第１の消費
者ユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセットである。
【００４９】
　実施形態（３）：少なくとも１つのコンピュータによって実行されるとシステム上でブ
ランド情報を交換する方法を行う命令が記録された少なくとも１つのコンピュータ読取り
可能記憶媒体であって、システムは、（ｉ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユー
ザと、（ｉｉ）第１のブランドを含む複数のブランドと、を有し、方法は：第１のブラン
ド情報を受け取る動作；第１の消費者ユーザが第１のブランド情報に対する嗜好を表明し
たことを示す第１のブランド嗜好情報を受け取る動作；第１のブランド情報をフィルタリ
ングして、第１の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報のサブセットを作成する
動作；第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェ
クト表現を第１の消費者ユーザに表示する動作；第１のブランド情報のサブセットに関連
する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現との、第１の消費者ユーザによる１つ
またはそれ以上の対話を受け取る動作；第１のブランドに：第１のブランドに関連し、１
人またはそれ以上の消費者ユーザに固有である対話データ；システム上の複数の消費者ユ
ーザについて集約された、第１のブランドに関連する対話データ；システム上の１つまた
はそれ以上の他のブランドと比較した、第１のブランドに関連する複数の顧客ユーザから
の比較対話データ；またはそれらの組み合わせ、を表示する動作、を含む。
【００５０】
　実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体の方法はさらに：
複数のブランドから追加的なブランド情報を受け取る工程と；第１の消費者ユーザが追加
的なブランド情報の追加的なサブセットに対する嗜好を表明したことを示す追加的なブラ
ンド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報および追加的なブランド情報をフィ
ルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される追加的なブランド情報の１つまたはそ
れ以上の補助サブセットを作成する工程と；追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上
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の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費
者ユーザに表示する工程と；追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセッ
トに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現との、第１の消費者ユーザに
よる１つまたはそれ以上の対話を受け取る工程と；追加的なブランドそれぞれに：（ｉ）
１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、１つまたはそれ以上の追加的なブラン
ド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有である対話
データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、１つまたはそれ
以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（ｉｉｉ）システム上の１つまたはそれ
以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する複数
の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ）それらの組み合わせ、を表示する工
程を含むことができる。さらに、上記方法は、システム上でこれまでに第１の消費者ユー
ザに表示されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユーザに表示する工程も含むこ
とができる。
【００５１】
　実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体の表示工程は、第
１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現
を１人またはそれ以上の他の消費者ユーザに表示する工程も含むことができ、１人または
それ以上の他の消費者ユーザは第１の消費者ユーザと関係を有する。
【００５２】
　実施形態（３）の対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１人ま
たはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好
を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第１の
ブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１
のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明しているシステム上の１人またはそれ以上
の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数および／もしくはそれ
らのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含むことがで
きる。
【００５３】
　実施形態（３）のデータオブジェクト表現のサブセットとの第１の消費者ユーザによる
１つまたはそれ以上の対話は：サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対する
嗜好を表明すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現につ
いてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表
現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現に関する会話に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェ
クト表現に関する意見を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブ
ジェクト表現の評価を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上
のデータオブジェクトをクリックして第１のブランドに置かれている情報を見ること、サ
ブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する調査に参加すること
、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関してさらに多くの情
報を第１のブランドに要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入すること、
サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテム
を直接第１のブランドから購入すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入すること、サブセット中の１つ
またはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する競売に参加すること、サブセット中の
１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、貸し付
け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供すること、サブセット中の１つまた
はそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を申請すること、
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サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された取り扱いが中
止された商品アイテムを第１のブランドおよび／もしくはその公認小売業者／再販業者が
再開することを要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現に関する製品のアイデア、改良、および／もしくは改善を第１のブランドに提案する
こと、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００５４】
　実施形態（３）の対話データは、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消費者に
よるクリック数、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消費者によるインプレッシ
ョン数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるクリック数、第１
のブランドの派生データオブジェクト表現のシステム消費者によるインプレッション数、
システム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費者のクリック数
、システム消費者による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者の
インプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごとの
動向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み合わせも含むことができる。
【００５５】
　実施形態（３）に関連して使用される人口統計情報は、性別、人種、年齢、収入、教育
、自宅の所有権、居住地、雇用状況、買い物の履歴、個人的な興味関心事、および／もし
くは趣味、またはそれらの組み合わせを含む。
【００５６】
　さらに、実施形態（３）で使用される、システム上の複数のブランドおよび／またはシ
ステム上の複数のブランドのサブセットと比較した第１のブランドの比較対話データは、
（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉ
ｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好を表明している消費者ユーザ、（ｉ
ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第１のブランドに対する嗜好を表明してい
る１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１のブランドの商品アイテムに対する
嗜好を表明しているシステム上の１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上
のすべての消費者ユーザ、の数および／もしくはそれらのユーザに関連する人口統計情報
、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含む。さらに、比較対話データは、第１のブラン
ドのデータオブジェクト表現の消費者によるクリック数、第１のブランドのデータオブジ
ェクト表現の消費者によるインプレッション数、第１のブランドの派生データオブジェク
ト表現の消費者によるクリック数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費
者によるインプレッション数、システム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごと
のシステム消費者のクリック数、システム消費者による合計インプレッション数、興味カ
テゴリごとのシステム消費者のインプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー
率、興味カテゴリの季節ごとの動向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み
合わせを含むことができる。実施形態（３）の一例では、比較対話データは定義された時
間間隔にわたって収集され、例えば、定義された時間間隔は、第１のブランドおよび／ま
たは第１のブランドの競合社がシステムに参加している期間である。
【００５７】
　実施形態（３）の比較対話データはさらに、複数のブランドと関連した、第１のブラン
ドのブランド順位データを含み、例えば比較対話データはさらに、複数のブランドのうち
１つまたはそれ以上の競合ブランドと関連した、第１のブランドのブランド順位データを
含む。
【００５８】
　実施形態（３）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つま
たはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報
、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランドの
購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラン
ドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの
組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含む。
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【００５９】
　実施形態（３）のブランドの説明情報は、ブランドの画像、１つまたはそれ以上のブラ
ンド固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上のブランドレビュー、ブランドの評
価、またはそれらの組み合わせを含む。例えば、ブランド媒体は、ブランド固有の映像フ
ァイル、ブランド固有の音声ファイル、もしくは印刷媒体を含み；ブランド固有の解説文
書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレ
スリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わせを含む。
【００６０】
　実施形態（３）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上の商品アイテム商標、商
品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小
売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品、またはそれら
の組み合わせに関連する情報を含む第１のブランドの商品アイテム情報を含む。例えば、
商品アイテムの説明情報は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上のアイテム固有の解説
文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品アイテムの評価、
またはそれらの組み合わせを含む。さらに、商品アイテム媒体は、商品アイテム固有の映
像ファイル、商品アイテム固有の音声ファイル、または印刷媒体を含み、；商品アイテム
固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブログへの
リンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わせを含む。
【００６１】
　実施形態（３）の第１のブランド嗜好情報は、第１のブランド情報に対するシステム追
跡嗜好を含み、上記方法はさらに、第１のブランド情報をフィルタリングして、第１のブ
ランド情報に対してシステム追跡嗜好を表明した第１の消費者ユーザに提供される第１の
ブランド情報の第１の補助サブセットを作成する工程と；第１のブランド情報の第１の補
助サブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を第１の消費
者ユーザに表示する工程とを含み、１つまたはそれ以上の派生データオブジェクトはシス
テム内で上記１つまたはそれ以上のデータオブジェクトに関連付けられる。
【００６２】
　実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体はさらに、他の消
費者ユーザが第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を有することを示す第１の消
費者ユーザ嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報をフィルタリングして、第１
の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表明している他の消費者ユーザに提供される
第１のブランド情報の第２の補助サブセットを作成する工程と；第１のブランド情報の第
２の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および／ま
たは派生データオブジェクト表現を他の消費者ユーザに表示する工程とを含む。
【００６３】
　さらに、実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体はさらに
、第１のブランドユーザが第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を有することを
示す第１の消費者ユーザ嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報をフィルタリン
グして、第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表明している第１のブランドユ
ーザに提供される第１のブランド情報の第３の補助サブセットを作成する工程と；第１の
ブランド情報の第３の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現および／または派生データオブジェクト表現を第１のブランドユーザに表示する工
程とを含む。実施形態（３）のシステム追跡嗜好は、データオブジェクトおよび／または
派生データオブジェクトをフォローする、かつ／またはリストに入れることによって表明
することができる。実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体
はさらに、複数のブランドのうち他のブランドが第１の消費者ユーザに対する嗜好を有す
ることを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報のサブセ
ットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を上記他のブランドに表示
する工程を含むことができる。この例では、嗜好は、データオブジェクトおよび／または
派生データオブジェクトをフォローする、リストに入れる、友達になる、および／または
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「いいね」することとして表明される。特定の一例では、嗜好は、データオブジェクトお
よび／または派生データオブジェクトをフォローすること、ならびに／またはリストに入
れることから選択されるシステム追跡嗜好である。さらに、別の例では、第１の消費者ユ
ーザがあるデータオブジェクト表現に対してシステム追跡嗜好を表明すると、そのデータ
オブジェクトに基づく派生データオブジェクトが生成され、派生データオブジェクトはシ
ステム内で、そのデータオブジェクト、第１の消費者ユーザ、および第１の消費者ユーザ
と関係を有する１人またはそれ以上の他の消費者ユーザに関連付けられる。それに加えて
、またはそれに代えて、第１のブランドユーザがあるデータオブジェクト表現に対してシ
ステム追跡嗜好を表明すると、そのデータオブジェクトに基づく派生データオブジェクト
が生成される、派生データオブジェクトはシステム内で、そのデータオブジェクト、第１
のブランドユーザ、ならびに第１のブランドユーザと関係を有する１人またはそれ以上の
他の消費者ユーザおよび／またはブランドユーザに関連付けられる。例えば、データオブ
ジェクトに変更を加えると、そのデータオブジェクトのすべての派生データオブジェクト
の変更が生成され、例えば、変更は、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の編
集、データオブジェクトへの追加、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の削除
、データオブジェクトに関するコメントの追加、またはそれらの組み合わせを含む。
【００６４】
　実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体のシステムは第１
のブランドユーザを含み、上記方法はさらに、第１のブランド情報に対して嗜好を表明し
ている複数の消費者ユーザに関連する対話データを、第１のブランドユーザに表示する工
程と；第１の消費者ユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセットを第１のブ
ランドユーザに表示する工程と；第１のブランドユーザがサブセットの中の１つまたはそ
れ以上のデータオブジェクト表現に対する嗜好を表明したことを示すサブセット嗜好情報
を受け取る工程と；第１の消費者ユーザおよび第１のブランドユーザに表示されるデータ
オブジェクト表現のサブセットとの対話を、第１のブランドユーザに表示する工程とを含
む。
【００６５】
　実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体は、（ａ）一般的
な第１のブランド情報および／または第１のブランドの商品アイテムに関連し；かつ（ｂ
）第１のブランド対話データおよび／または第１のブランド比較対話データに応答した、
追加的な第１のブランド情報を受け取る工程も含むことができる。例えば、追加的な第１
のブランド情報は、ブランド媒体、ブランドの購入情報、小売り情報、ブランドの販売促
進情報、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上
のブランドレビュー、ブランドの評価、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商
品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、１つまたはそれ以上のアイテム
固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品アイテ
ムの評価、またはそれらの組み合わせを含む。
【００６６】
　実施形態（３）（ａ）：実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記
憶媒体によって作成される第１のブランド情報のサブセット。
【００６７】
　実施形態（３）（ｂ）：実施形態（３）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記
憶媒体によって第１の消費者ユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセット。
【００６８】
　実施形態（４）：第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザを有するシステム上で
情報を交換する方法であって、この方法は：第１の消費者ユーザがある商品アイテムおよ
び／またはブランドに対する嗜好を有することを示す情報を受け取る動作；その商品アイ
テムおよび／またはブランドに関連する複数の消費者ユーザおよび／またはブランドの少
なくとも一部によって提供されたアイテムおよび／またはブランド情報を受け取る動作；
アイテムおよび／またはブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供
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されるアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットを作成する動作；ならびに、そ
のアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデ
ータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する動作を含む。
【００６９】
　実施形態（４）の方法はさらに：複数のブランドから追加的なブランド情報を受け取る
工程と；第１の消費者ユーザが追加的なブランド情報の追加的なサブセットに対する嗜好
を表明したことを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報
および追加的なブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される追
加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットを作成する工程と；追加的な
ブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデ
ータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する工程と；追加的なブランド情報の
１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る工程と；追
加的なブランドそれぞれに：（ｉ）１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、１
つまたはそれ以上の追加的なブランド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ以
上の消費者ユーザに固有である対話データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザに
ついて集約された、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（ｉ
ｉｉ）システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以上
の追加的なブランドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ）
それらの組み合わせ、を表示する工程とを含むことができる。
【００７０】
　さらに、実施形態（４）の方法はさらに、システム上でこれまでに第１の消費者ユーザ
に表示されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユーザに表示する工程を含むこと
ができる。この実施形態の表示工程（ｄ）は、第１のブランド情報のサブセットに関連す
る１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を１人またはそれ以上の他の消費者ユー
ザに表示する工程も含むことができ、１人またはそれ以上の他の消費者ユーザは第１の消
費者ユーザと関係を有する。
【００７１】
　実施形態（４）は、商品アイテムおよび／またはブランドに関連する追加的な情報を受
け取る工程と；その追加的なアイテムおよび／またはブランド情報をフィルタリングして
、その商品アイテムおよび／またはブランドに関心を持つ消費者ユーザのグループに含ま
れる消費者ユーザに提供される追加的なアイテムおよび／またはブランド情報の追加的な
サブセットを作成する工程と；追加的なアイテムおよび／またはブランド情報の追加的な
サブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を第１の消費者
ユーザに表示する工程も含むことができる。
【００７２】
　実施形態（４）で、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現は、第１の消費者ユ
ーザと関係を有する消費者ユーザのグループの消費者ユーザからアイテムおよび／または
ブランド情報が受け取られる順序に少なくとも部分的に基づく順序で表示することができ
る。それに代えて、またはそれに加えて、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現
は、対応する１つまたはそれ以上の商品アイテムおよび／またはブランドに第１の消費者
ユーザが関心を持つことを示す情報が受け取られる順序に少なくとも部分的に基づく順序
で表示することもできる。さらに、実施形態（４）では、第１の消費者ユーザに選択され
た商品アイテムおよび／またはブランドごとに個別のデータオブジェクトが表示される。
【００７３】
　実施形態（４）（ａ）：実施形態（４）の方法で作成される第１のブランド情報のサブ
セット。
【００７４】
　実施形態（４）（ｂ）：実施形態（４）の方法で第１の消費者ユーザに表示されるデー
タオブジェクト表現のサブセット。
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【００７５】
　実施形態（５）：少なくとも１つのプロセッサを含むシステムであって、プロセッサは
：第１の消費者ユーザがある商品アイテムおよび／またはブランドに関心を有することを
示す情報を受け取り；その商品アイテムおよび／またはブランドに関連する、複数の消費
者ユーザの少なくとも一部から提供されたアイテムおよび／またはブランド情報を受け取
り；アイテムおよび／またはブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザか
ら提供されたアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットを作成し；そのアイテム
および／またはブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する、ようにプログラムされる。
【００７６】
　実施形態（５）のシステムで、プロセッサはさらに、複数のブランドから追加的なブラ
ンド情報を受け取り；第１の消費者ユーザが追加的なブランド情報の追加的なサブセット
に対する嗜好を表明したことを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取り；第１のブラン
ド情報および追加的なブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供さ
れる追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットを作成し；追加的なブ
ランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示し；追加的なブランド情報の１つまたは
それ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現との
、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取り；追加的なブランドそ
れぞれに：（ｉ）１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、１つまたはそれ以上
の追加的なブランド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ
に固有である対話データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザについて集約された
、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（ｉｉｉ）システム上
の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以上の追加的なブラン
ドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ）それらの組み合わ
せ、を表示する、ようにプログラムすることができる。プロセッサは、システム上でこれ
までに第１の消費者ユーザに表示されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユーザ
に表示するようにプログラムすることもできる。
【００７７】
　実施形態（５）のシステムで、プロセッサはさらに、第１のブランド情報のサブセット
に関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を１人またはそれ以上の他の消
費者ユーザに表示するようにプログラムすることができ、１人またはそれ以上の他の消費
者ユーザは第１の消費者ユーザと関係を有する。
【００７８】
　実施形態（５）のプロセッサはさらに、商品アイテムおよび／またはブランドに関連す
る複数の消費者ユーザの少なくとも一部から提供された商品アイテムおよび／またはブラ
ンドに関連する追加的な情報を受け取り；その追加的なアイテムおよび／またはブランド
情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザと関係を有する消費者ユーザのグループ
に含まれる消費者ユーザに提供される追加的なアイテムおよび／またはブランド情報の追
加的なサブセットを作成し；追加的なアイテムおよび／またはブランド情報の追加的なサ
ブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を第１の消費者ユ
ーザに表示する、ようにプログラムすることができる。
【００７９】
　実施形態（５）の１つまたはそれ以上の派生データオブジェクトは、システム内で上記
１つまたはそれ以上のデータオブジェクトに関連付けることができる。
【００８０】
　実施形態（５）のプロセッサは、第１の消費者ユーザと関係を有する消費者ユーザのグ
ループの消費者ユーザからアイテム情報が受け取られる順序に少なくとも部分的に基づく
順序で１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を表示するようにプログラムするこ
とができる。それに加えて、またはそれに代えて、プロセッサは、対応する１つまたはそ
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れ以上の商品アイテムに第１の消費者ユーザが関心を持つことを示す情報が受け取られる
順序に少なくとも部分的に基づく順序で１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を
表示するようにプログラムすることができる。実施形態（５）の特定の例では、プロセッ
サは、第１の消費者ユーザに選択された商品アイテムごとに個別のデータオブジェクトを
表示するようにプログラムされる。
【００８１】
　実施形態（５）（ａ）：実施形態（５）のシステムで作成される第１のブランド情報の
サブセット。
【００８２】
　実施形態（５）（ｂ）：実施形態（５）のシステムで第１の消費者ユーザに表示される
データオブジェクト表現のサブセット。
【００８３】
　実施形態（６）：少なくとも１つのコンピュータによって実行されると、第１の消費者
ユーザを含む複数の消費者ユーザを有するシステムで使用するための方法を行う命令が記
録された少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体であって、方法は：第１の消
費者ユーザがある商品アイテムおよび／またはブランドに対する嗜好を有することを示す
情報を受け取る動作；その商品アイテムおよび／またはブランドに関連する複数の消費者
ユーザおよび／またはブランドの少なくとも一部によって提供されたアイテムおよび／ま
たはブランド情報を受け取る動作；アイテムおよび／またはブランド情報をフィルタリン
グして、第１の消費者ユーザに提供されるアイテムおよび／またはブランド情報のサブセ
ットを作成する動作；ならびに、そのアイテムおよび／またはブランド情報のサブセット
に関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示す
る動作を含む。
【００８４】
　実施形態（６）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体によって実行され
る方法はさらに：複数のブランドから追加的なブランド情報を受け取る工程と；第１の消
費者ユーザが追加的なブランド情報の追加的なサブセットに対する嗜好を表明したことを
示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報および追加的なブ
ランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される追加的なブランド情
報の１つまたはそれ以上の補助サブセットを作成する工程と；追加的なブランド情報の１
つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現を第１の消費者ユーザに表示する工程と；追加的なブランド情報の１つまたはそれ以
上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現との、第１
の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る工程と；追加的なブランドそ
れぞれに：（ｉ）１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、１つまたはそれ以上
の追加的なブランド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ
に固有である対話データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザについて集約された
、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（ｉｉｉ）システム上
の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以上の追加的なブラン
ドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ）それらの組み合わ
せ、を表示する工程とを含むことができる。場合により、方法はさらに、システム上でこ
れまでに第１の消費者ユーザに表示されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユー
ザに表示する工程を含む。
【００８５】
　実施形態（６）の表示工程は、第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたは
それ以上のデータオブジェクト表現を１人またはそれ以上の他の消費者ユーザに表示する
工程も含むことができ、１人またはそれ以上の他の消費者ユーザは第１の消費者ユーザと
関係を有する。さらに、実施形態（６）はさらに、商品アイテムおよび／またはブランド
に関連する複数の消費者ユーザの少なくとも一部から提供された商品アイテムおよび／ま
たはブランドに関連する追加的な情報を受け取る工程と；その追加的なアイテムおよび／
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またはブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザと関係を有する消費者ユ
ーザのグループに含まれる消費者ユーザに提供される追加的なアイテムおよび／またはブ
ランド情報の追加的なサブセットを作成する工程と；追加的なアイテムおよび／またはブ
ランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を
第１の消費者ユーザに表示する工程とを含むことができる。
【００８６】
　実施形態（６）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体はさらに、第１の
消費者ユーザと関係を有するユーザのグループの消費者ユーザからアイテム情報が受け取
られる順序に少なくとも部分的に基づく順序で１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現を表示する工程；対応する１つまたはそれ以上の商品アイテムに第１の消費者ユーザ
が関心を持つことを示す情報が受け取られる順序に少なくとも部分的に基づく順序で１つ
またはそれ以上のデータオブジェクト表現を表示する工程；または、第１の消費者ユーザ
に選択された商品アイテムごとに個別のデータオブジェクトを表示する工程を含むことが
できる。
【００８７】
　実施形態（６）（ａ）：実施形態（６）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記
憶媒体によって作成される第１のブランド情報のサブセット。
【００８８】
　実施形態（６）（ｂ）：実施形態（６）の少なくとも１つのコンピュータ読取り可能記
憶媒体によって第１の消費者ユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセット。
【００８９】
　実施形態（７）：システム上で第１のブランドと第１の消費者ユーザの間で情報を交換
する方法であって、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザ、
および（ｂ）第１のブランドを含む複数のブランドを含み、システムは、第１の消費者ユ
ーザ、第１のブランド、複数の消費者ユーザ、複数のブランド、商品アイテム、対話デー
タ、比較対話データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタリ
ングし、かつ／または表示するように構成され、；上記方法は：第１のブランド情報に対
する嗜好を表明している複数の消費者ユーザに関連する対話データを第１のブランドが見
る動作；および、第１のブランドの対話データに応じて追加的な第１のブランド情報を提
供する動作を含む。
【００９０】
　実施形態（７）の方法は、システム上の複数のブランドおよび／またはシステム上の複
数のブランドのサブセットと比較した、第１のブランドについてのブランド比較対話デー
タを第１のブランドが見る動作；ならびに、（ｉ）一般的な第１のブランド情報および／
または第１のブランドの商品アイテムに関連し；かつ（ｉｉ）第１のブランド対話データ
および／または第１のブランド比較対話データに応じた、追加的な第１のブランド情報を
提供する動作も含むことができる。場合により、見る工程（ａ）の前に、方法は、一般的
な第１のブランド情報および／または第１のブランドの商品アイテムに関連する第１のブ
ランド情報を第１のブランドが提供する工程も含むことができる。
【００９１】
　実施形態（７）の対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１人ま
たはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好
を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第１の
ブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１
のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明しているシステム上の１人またはそれ以上
の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数および／もしくはそれ
らのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含むことがで
きる。
【００９２】
　実施形態（７）で、データオブジェクト表現のサブセットとの第１の消費者ユーザによ
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る１つまたはそれ以上の対話は：サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対す
る嗜好を表明すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に
ついてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト
表現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現に関する会話に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現に関する意見を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現の評価を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブ
ジェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以
上のデータオブジェクトをクリックして第１のブランドに置かれている情報を見ること、
サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する調査に参加するこ
と、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関してさらに多くの
情報を第１のブランドに要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブ
ジェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入すること
、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテ
ムを直接第１のブランドから購入すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータ
オブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入すること、サブセット中の１
つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する競売に参加すること、サブセット中
の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、貸し
付け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供すること、サブセット中の１つま
たはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を申請すること
、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された取り扱いが
中止された商品アイテムを第１のブランドおよび／もしくはその公認小売業者／再販業者
が再開することを要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
トに関する製品のアイデア、改良、および／もしくは改善を第１のブランドに提案するこ
と、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００９３】
　実施形態（７）の対話データは、第１のブランドのデータオブジェクトの消費者による
クリック数、第１のブランドのデータオブジェクトの消費者によるインプレッション数、
第１のブランドの派生データオブジェクトの消費者によるクリック数、第１のブランドの
派生データオブジェクトのシステム消費者によるインプレッション数、システム消費者に
よる合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費者のクリック数、システム消費者
による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者のインプレッション
数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごとの動向データ、平均
コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【００９４】
　実施形態（７）で使用される人口統計情報は、性別、人種、年齢、収入、教育、自宅の
所有権、居住地、雇用状況、買い物の履歴、個人的な興味関心事および／もしくは趣味、
またはそれらの組み合わせを含み；システム上の複数のブランドおよび／またはシステム
上の複数のブランドのサブセットと比較した第１のブランドの比較対話データは、（ｉ）
システム上の複数の消費者ユーザのうち１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１
つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜好を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）
システム上の複数の消費者ユーザのうち第１のブランドに対する嗜好を表明している１人
またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第１のブランドの商品アイテムに対する嗜好を
表明しているシステム上の１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべ
ての消費者ユーザ、の数および／もしくはそれらのユーザに関連する人口統計情報、また
は（ｖｉ）それらの組み合わせを含み；比較対話データは、第１のブランドのデータオブ
ジェクト表現の消費者によるクリック数、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消
費者によるインプレッション数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者
によるクリック数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるインプ
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レッション数、システム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費
者のクリック数、システム消費者による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシ
ステム消費者のインプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴ
リの季節ごとの動向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含む。
比較対話データは、定義された時間間隔にわたって収集することができ、例えば、定義さ
れた時間間隔は、第１のブランドおよび／または第１のブランドの競合社がシステムに参
加している期間である。
【００９５】
　実施形態（７）の比較対話データは、複数のブランドと関連した、第１のブランドのブ
ランド順位データも含むことができ、例えば比較対話データはさらに、複数のブランドの
うち１つまたはそれ以上の競合ブランドと関連した、第１のブランドのブランド順位デー
タを含む。
【００９６】
　実施形態（７）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つま
たはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報
、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランドの
購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラン
ドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの
組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含む。特定の例では、ブランドの説明情報は
、ブランドの画像、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報、１つまた
はそれ以上のブランドレビュー、ブランドの評価、またはそれらの組み合わせを含み；ブ
ランド媒体は、ブランド固有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、もしくは印
刷媒体を含み；かつ／または、ブランド固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以
上の文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク
、またはそれらの組み合わせを含む。
【００９７】
　実施形態（７）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上の商品アイテム商標、商
品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小
売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品、またはそれら
の組み合わせに関連する情報を含む第１のブランドの商品アイテム情報を含むことができ
る。商品アイテムの説明情報は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上のアイテム固有の
解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品アイテムの評
価、もしくはそれらの組み合わせを含み；商品アイテム媒体は、商品アイテム固有の映像
ファイル、商品アイテム固有の音声ファイル、もしくは印刷媒体を含み、；かつ／または
、商品アイテム固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュ
ー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、もしくはそれらの組み
合わせを含む。
【００９８】
　実施形態（７）の嗜好は、データオブジェクト表現および／または派生データオブジェ
クト表現をフォローする、友達になる、ならびに／または「いいね」することとして表明
することができる。例えば、嗜好は、データオブジェクト表現および／または派生データ
オブジェクト表現をフォローすること、ならびに／またはリストに入れることから選択さ
れるシステム追跡嗜好である。第１の消費者ユーザがあるデータオブジェクト表現に対し
てシステム追跡嗜好を表明すると、そのデータオブジェクトに基づく派生データオブジェ
クトが生成され、派生データオブジェクトはシステム内で、そのデータオブジェクト、第
１の消費者ユーザ、および第１の消費者ユーザと関係を有する１人またはそれ以上の他の
消費者ユーザに関連付けられる。それに代えて、またはそれに加えて、第１のブランドユ
ーザがあるデータオブジェクト表現に対してシステム追跡嗜好を表明すると、そのデータ
オブジェクトに基づく派生データオブジェクトが生成され、派生データオブジェクトはシ
ステム内で、そのデータオブジェクト、第１のブランドユーザ、ならびに第１のブランド
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ユーザと関係を有する１人またはそれ以上の他の消費者ユーザおよび／またはブランドユ
ーザに関連付けられる。
【００９９】
　実施形態（７）の方法は、データオブジェクトの変更を含むことができ、データオブジ
ェクトに変更を加えると、そのデータオブジェクトのすべての派生データオブジェクトの
変更が生成される。例えば、変更は、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の編
集、データオブジェクトへの追加、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の削除
、データオブジェクトに関するコメントの追加、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１００】
　実施形態（７）の追加的な第１のブランド情報は、ブランド媒体、ブランドの購入情報
、小売り情報、ブランドの販売促進情報、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書
および情報、１つまたはそれ以上のブランドのレビュー、ブランドの評価、商品アイテム
媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情
報、１つまたはそれ以上のアイテム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商
品アイテムのレビュー、商品アイテムの評価、またはそれらの組み合わせを含むことがで
きる。
【０１０１】
　実施形態（８）：システム上で第１のブランドと第１の消費者ユーザの間で情報を交換
する方法であって、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザ、
および（ｂ）第１のブランドを含む複数のブランド、を含み、システムは、第１の消費者
ユーザ、第１のブランド、複数の消費者ユーザ、複数のブランド、商品アイテム、対話デ
ータ、比較対話データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタ
リングし、かつ／または表示するように構成され、；上記方法は：第１のブランド情報を
第１の消費者ユーザが見る動作；第１のブランド情報に対する嗜好を表明する動作；なら
びに、システムによって第１の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報のサブセッ
トを第１の消費者ユーザが見る動作を含む。
【０１０２】
　実施形態（８）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つま
たはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報
、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランドの
購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラン
ドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの
組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含むことができる。例えば、ブランドの説明
情報は、ブランド画像、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報、１つ
またはそれ以上のブランドのレビュー、ブランドの評価、またはそれらの組み合わせを含
み、；ブランド媒体は、ブランド固有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、ま
たは印刷媒体を含み；ブランド固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献
の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、または
それらの組み合わせを含む。
【０１０３】
　実施形態（８）の特定の例では、第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上の商品ア
イテム商標、商品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商
品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品
、またはそれらの組み合わせに関連する情報を含む第１のブランドの商品アイテム情報を
含む。例えば、商品アイテムの説明情報は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上のアイ
テム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品ア
イテムの評価、またはそれらの組み合わせを含み；商品アイテム媒体は、商品アイテム固
有の映像ファイル、商品アイテム固有の音声ファイル、または印刷媒体を含み；かつ／ま
たは商品アイテム固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビ
ュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み
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合わせを含む。特定の例では、嗜好は、データオブジェクトおよび／または派生データオ
ブジェクトをフォローする、友達になる、リストに入れる、および／または「いいね」す
ることとして表明され、例えば、データオブジェクトおよび／または派生データオブジェ
クトをフォローすること、ならびに／またはリストに入れることから選択されるシステム
追跡嗜好である。
【０１０４】
　実施形態（９）：システム上で第１の消費者ユーザと１人またはそれ以上の他の消費者
ユーザの間で情報を交換する方法であって、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザおよ
び１人またはそれ以上の他の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザであって、第１の消
費者ユーザと１人またはそれ以上の他の消費者ユーザはシステム内でつながっている、複
数の消費者ユーザ、および（ｂ）第１のブランドを含む複数のブランド、を含み、システ
ムは、第１の消費者ユーザ、第１のブランド、複数の消費者ユーザ、複数のブランド、商
品アイテム、対話データ、比較対話データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を
受け取り、フィルタリングし、かつ／または表示するように構成され、；上記方法は：第
１の消費者ユーザおよび１人またはそれ以上の他の消費者ユーザにシステムによって提供
される第１のブランド情報のサブセットを第１の消費者ユーザが見る動作；ならびに、第
１のブランド情報のサブセットとの対話を第１の消費者ユーザが見る動作を含み、対話は
、：（ｉ）第１の消費者ユーザおよび／もしくは１人またはそれ以上の他の消費者ユーザ
によって表明される、第１のブランド情報のサブセット中の１つまたはそれ以上の要素に
対する嗜好；（ｉｉ）第１の消費者ユーザおよび／もしくは１人またはそれ以上の他の消
費者ユーザから提供されるコメントであって、コメントは第１のブランド情報のサブセッ
ト中の１つまたはそれ以上の要素に関連し、第１の消費者ユーザおよび／もしくは１人ま
たはそれ以上の他の消費者ユーザから提供されるコメント；または（ｉｉｉ）それらの組
み合わせ、を含む。
【０１０５】
　実施形態（９）で、サブセットとの対話は：サブセット中の１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクト表現を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現に対する嗜好を表明すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジ
ェクト表現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上の派生データ
オブジェクト表現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクト表現に関する会話に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上の
データオブジェクト表現に関する意見を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以
上のデータオブジェクト表現の評価を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上
のデータオブジェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、サブセット中の１つ
またはそれ以上のデータオブジェクトをクリックして第１のブランドに置かれている情報
を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する調査
に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関して
さらに多くの情報を第１のブランドに要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上
のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から
購入すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示され
た商品アイテムを直接第１のブランドから購入すること、サブセット中の１つまたはそれ
以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入すること、サブ
セット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する競売に参加すること、
サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテム
を無料、貸し付け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供すること、サブセッ
ト中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を
申請すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示され
た取り扱いが中止された商品アイテムを第１のブランドおよび／もしくはその公認小売業
者／再販業者が再開することを要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクトに関する製品のアイデア、改良、および／もしくは改善を第１のブランド
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に提案すること、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【０１０６】
　実施形態（９）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つま
たはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報
、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランドの
購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラン
ドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの
組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含み；ブランドの説明情報は、ブランド画像
、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上のブラ
ンドのレビュー、ブランドの評価、またはそれらの組み合わせを含み、；ブランド媒体は
、ブランド固有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、または印刷媒体を含み；
ブランド固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブ
ログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わせを
含む。
【０１０７】
　実施形態（９）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上の商品アイテム商標、商
品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小
売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品、またはそれら
の組み合わせに関連する情報を含む第１のブランドの商品アイテム情報を含み；商品アイ
テムの説明情報は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上のアイテム固有の解説文書およ
び情報、１つまたはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品アイテムの評価、またはそ
れらの組み合わせを含み、；商品アイテム媒体は、商品アイテム固有の映像ファイル、商
品アイテム固有の音声ファイル、または印刷媒体を含み；かつ／または、商品アイテム固
有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブログへのリ
ンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１０８】
　実施形態（１０）：システム上でブランド情報を交換する方法であって、システムは、
第１の消費者ユーザおよび１人またはそれ以上の他の消費者ユーザを含む複数の消費者ユ
ーザと、（ｉｉ）第１のブランドを含む複数のブランドと、を有し、方法は：第１のブラ
ンド情報を受け取る動作；第１の消費者ユーザが第１のブランド情報に対する嗜好を表明
したことを示す第１のブランド嗜好情報を受け取る動作；第１のブランド情報をフィルタ
リングして、第１の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報のサブセットを作成す
る動作であって、サブセットは、これまでシステム上で第１の消費者ユーザに表示されて
いない第１のブランド情報を含む、動作；第１のブランド情報のサブセットに関連する１
つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する動作；第１
のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現と
の、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る動作；第１のブラン
ドに：第１のブランドに関連し、１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有である対話デ
ータ；システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、第１のブランドに関連する
対話データ；システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、第１のブラン
ドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；またはそれらの組み合わせ、を表
示する動作、を含む。
【０１０９】
　実施形態（１０）の方法はさらに：複数のブランドから追加的なブランド情報を受け取
る工程と；第１の消費者ユーザが追加的なブランド情報の追加的なサブセットに対する嗜
好を表明したことを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情
報および追加的なブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される
追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットを作成する工程と；追加的
なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上の
データオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する工程と；追加的なブランド情報
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の１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェ
クト表現との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る工程と；
追加的なブランドそれぞれに：（ｉ）１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連し、
１つまたはそれ以上の追加的なブランド情報に対する嗜好を表明している１人またはそれ
以上の消費者ユーザに固有である対話データ；（ｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザ
について集約された、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する対話データ；（
ｉｉｉ）システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、１つまたはそれ以
上の追加的なブランドに関連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または（ｉｖ
）それらの組み合わせ、を表示する工程、を含むことができる。
【０１１０】
　実施形態（１０）の方法はさらに、システム上でこれまでに第１の消費者ユーザに表示
されていない第１のブランド情報を第１の消費者ユーザに表示する工程を含むことができ
る。また、実施形態（１０）の表示工程は、第１のブランド情報のサブセットに関連する
１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を１人またはそれ以上の他の消費者ユーザ
に表示する工程も含むことができ、１人またはそれ以上の他の消費者ユーザは第１の消費
者ユーザと関係を有する。
【０１１１】
　実施形態（１０）の対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち１人
またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対する嗜
好を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち第１
のブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ）第
１のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明しているシステム上の１人またはそれ以
上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数および／もしくはそ
れらのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含むことが
できる。
【０１１２】
　実施形態（１０）で、データオブジェクト表現のサブセットとの第１の消費者ユーザに
よる１つまたはそれ以上の対話は：サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェ
クト表現を見ること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対
する嗜好を表明すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現
についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上の派生データオブジェク
ト表現についてコメントすること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェ
クト表現に関する会話に参加すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブ
ジェクト表現に関する意見を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータ
オブジェクト表現の評価を提供すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、サブセット中の１つまたはそれ
以上のデータオブジェクトをクリックして第１のブランドに置かれている情報を見ること
、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する調査に参加する
こと、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関してさらに多く
の情報を第１のブランドに要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入するこ
と、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイ
テムを直接第１のブランドから購入すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入すること、サブセット中の
１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関する競売に参加すること、サブセット
中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、貸
し付け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供すること、サブセット中の１つ
またはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を申請するこ
と、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された取り扱い
が中止された商品アイテムを第１のブランドおよび／もしくはその公認小売業者／再販業
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者が再開することを要求すること、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェ
クト表現に関する製品のアイデア、改良、および／もしくは改善を第１のブランドに提案
すること、またはそれらの組み合わせを含むことができる。特定の一例では、対話データ
は、第１のブランドのデータオブジェクトの消費者によるクリック数、第１のブランドの
データオブジェクトの消費者によるインプレッション数、第１のブランドの派生データオ
ブジェクトの消費者によるクリック数、第１のブランドの派生データオブジェクトのシス
テム消費者によるインプレッション数、システム消費者による合計クリック数、興味カテ
ゴリごとのシステム消費者のクリック数、システム消費者による合計インプレッション数
、興味カテゴリごとのシステム消費者のインプレッション数、興味カテゴリの平均クリッ
クスルー率、興味カテゴリの季節ごとの動向データ、平均コンバージョン率、またはそれ
らの組み合わせを含む。
【０１１３】
　実施形態（１０）で使用される人口統計情報は、性別、人種、年齢、収入、教育、自宅
の所有権、居住地、雇用状況、買い物の履歴、個人的な興味関心事および／もしくは趣味
、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１１４】
　実施形態（１０）の比較対話データは、（ｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち
１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｉ）１つまたはそれ以上の興味カテゴリに対す
る嗜好を表明している消費者ユーザ、（ｉｉｉ）システム上の複数の消費者ユーザのうち
第１のブランドに対する嗜好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザ、（ｉｖ
）第１のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明しているシステム上の１人またはそ
れ以上の消費者ユーザ、（ｖ）システム上のすべての消費者ユーザ、の数および／もしく
はそれらのユーザに関連する人口統計情報、または（ｖｉ）それらの組み合わせを含むこ
とができる。例えば、比較対話データは、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消
費者によるクリック数、第１のブランドのデータオブジェクト表現の消費者によるインプ
レッション数、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるクリック数
、第１のブランドの派生データオブジェクト表現の消費者によるインプレッション数、シ
ステム消費者による合計クリック数、興味カテゴリごとのシステム消費者のクリック数、
システム消費者による合計インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者のイ
ンプレッション数、興味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごとの動
向データ、平均コンバージョン率、またはそれらの組み合わせを含む。一例では、比較対
話データは定義された時間間隔にわたって収集され、例えば、定義された時間間隔は、第
１のブランドおよび／または第１のブランドの競合社がシステムに参加している期間であ
る。追加的な例で、比較対話データはさらに、複数のブランドと関連した、第１のブラン
ドのブランド順位データを含み、例えば比較対話データはさらに、複数のブランドのうち
１つまたはそれ以上の競合ブランドと関連した、第１のブランドのブランド順位データを
含む。
【０１１５】
　実施形態（１０）の第１のブランド情報は、１つまたはそれ以上のブランド商標、１つ
またはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情
報、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランド
の購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ中のブラ
ンドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれら
の組み合わせ、を含む一般的なブランド情報を含むことができる。ブランドの説明情報は
、ブランドの画像、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および情報、１つまた
はそれ以上のブランドのレビュー、ブランドの評価、またはそれらの組み合わせを含むこ
とができ；ブランド媒体は、ブランド固有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル
、または印刷媒体を含み；かつ／または、ブランド固有の解説文書および情報は、１つま
たはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラム
へのリンク、またはそれらの組み合わせを含む。さらに、第１のブランド情報は、１つま
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たはそれ以上の商品アイテム商標、商品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品ア
イテムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する
第１のブランドの製品、またはそれらの組み合わせ、に関連する情報を含む第１のブラン
ドの商品アイテム情報を含むことができる。例えば、商品アイテムの説明情報は、アイテ
ムの画像、１つまたはそれ以上のアイテム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以
上の商品アイテムのレビュー、商品アイテムの評価、またはそれらの組み合わせを含み；
商品アイテム媒体は、商品アイテム固有の映像ファイル、商品アイテム固有の音声ファイ
ル、または印刷媒体を含み；商品アイテム固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ
以上の文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリン
ク、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１１６】
　実施形態（１０）の第１のブランド嗜好情報は、第１のブランド情報についてのシステ
ム追跡嗜好を含むことができ、上記方法はさらに、第１のブランド情報をフィルタリング
して、第１のブランド情報に対してシステム追跡嗜好を表明した第１の消費者ユーザに提
供される第１のブランド情報の第１の補助サブセットを作成する工程と；第１のブランド
情報の第１の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表
現を第１の消費者ユーザに表示する工程とを含み、１つまたはそれ以上の派生データオブ
ジェクト表現はシステム内で上記１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に関連付
けられる。
【０１１７】
　実施形態（１０）の方法はさらに、他の消費者ユーザが第１の消費者ユーザに対してシ
ステム追跡嗜好を有することを示す第１の消費者ユーザ嗜好情報を受け取る工程と；第１
のブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を
表明している他の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報の第２の補助サブセット
を作成する工程と；第１のブランド情報の第２の補助サブセットに関連する１つまたはそ
れ以上のデータオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現を他の消費
者ユーザに表示する工程とを含むことができる。実施形態（１０）の方法は、第１のブラ
ンドユーザが第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を有することを示す第１の消
費者ユーザ嗜好情報を受け取る工程と；第１のブランド情報をフィルタリングして、第１
の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表明している第１のブランドユーザに提供さ
れる第１のブランド情報の第３の補助サブセットを作成する工程と；第１のブランド情報
の第３の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および
／または派生データオブジェクト表現を第１のブランドユーザに表示する工程も含むこと
ができる。実施形態（１０）のシステム追跡嗜好は、データオブジェクトおよび／または
派生データオブジェクトをフォローする、かつ／またはリストに入れることによって表明
することができる。
【０１１８】
　実施形態（１０）の方法は、複数のブランドのうち他のブランドが第１の消費者ユーザ
に対する嗜好を有することを示す追加的なブランド嗜好情報を受け取る工程と；第１のブ
ランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を上記
他のブランドに表示する工程とを含むことができる。
【０１１９】
　実施形態（１０）の嗜好は、データオブジェクト表現および／または派生データオブジ
ェクト表現をフォローする、リストに入れる、友達になる、および／または「いいね」す
ることとして表明することができる。例えば、嗜好は、データオブジェクト表現および／
または派生データオブジェクト表現をフォローすること、ならびに／またはリストに入れ
ることから選択されるシステム追跡嗜好である。第１の消費者ユーザがあるデータオブジ
ェクト表現に対してシステム追跡嗜好を表明すると、そのデータオブジェクトに基づく派
生データオブジェクトを生成することができ、派生データオブジェクトはシステム内でそ
のデータオブジェクトおよび第１の消費者ユーザに関連付けられる。それに加えて、また
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はそれに代えて、第１のブランドユーザがあるデータオブジェクト表現に対してシステム
追跡嗜好を表明すると、そのデータオブジェクトに基づく派生データオブジェクトが生成
されることができ、派生データオブジェクトはシステム内でそのデータオブジェクトおよ
び第１のブランドユーザに関連付けられる。
【０１２０】
　実施形態（１０）の方法は、データオブジェクトの変更を含むことができ、データオブ
ジェクトに変更を加えると、そのデータオブジェクトのすべての派生データオブジェクト
の変更が生成される。例えば、変更は、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の
編集、データオブジェクトへの追加、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト要素の削
除、データオブジェクトに関するコメントの追加、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１２１】
　実施形態（１０）のシステムは、第１のブランドユーザを含むことができ、上記方法は
さらに、第１のブランド情報に対して嗜好を表明している複数の消費者ユーザに関連する
対話データを、第１のブランドユーザに表示する工程と；第１の消費者ユーザに表示され
るデータオブジェクト表現のサブセットを第１のブランドユーザに表示する工程と；第１
のブランドユーザがサブセットの中の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に対
する嗜好を表明したことを示すサブセット嗜好情報を受け取る工程と；第１の消費者ユー
ザおよび第１のブランドユーザに表示されるデータオブジェクト表現のサブセットとの対
話を、第１のブランドユーザに表示する工程とを含む。
【０１２２】
　実施形態（１０）の方法は、第１のブランド対話データおよび／または第１のブランド
比較対話データに応答して追加的な第１のブランド情報を受け取る工程も含むことができ
る。例えば、追加的な第１のブランド情報は、ブランド媒体、ブランドの購入情報、小売
り情報、ブランドの販売促進情報、１つまたはそれ以上のブランド固有の解説文書および
情報、１つまたはそれ以上のブランドのレビュー、ブランドの評価、商品アイテム媒体、
商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、１
つまたはそれ以上のアイテム固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上の商品アイ
テムのレビュー、商品アイテムの評価、またはそれらの組み合わせを含む。
【０１２３】
　実施形態（１０）（ａ）：実施形態（１０）の方法で作成される第１のブランド情報の
サブセット。
【０１２４】
　実施形態（１０）（ｂ）：実施形態（１０）の方法で第１の消費者ユーザに表示される
データオブジェクト表現のサブセット。
【０１２５】
　実施形態（１０）（ｃ）：実施形態（１０）の方法を実施するようにプログラムされた
プロセッサを含むシステム。
【０１２６】
　実施形態（１０）（ｄ）：少なくとも１つのコンピュータによって実行されると実施形
態（１０）のいずれか１つの方法を行う命令が記録された少なくとも１つのコンピュータ
読取り可能記憶媒体。
【０１２７】
　実施形態（１１）：上記実施形態のいずれか１つまたはシステムおよび／もしくはコン
ピュータ読取り可能媒体の方法、またはそれらに用いられる方法であって、サブセットは
、これまでに第１の消費者ユーザに表示されていない第１のブランド情報を識別する。
【０１２８】
　実施形態（１２）：上記実施形態のいずれか１つのシステムであって、前記サブセット
は、これまでに第１の消費者ユーザに表示されていない第１のブランド情報を識別する。
【０１２９】
　実施形態（１３）：上記実施形態のいずれか１つの少なくとも１つのコンピュータ読取
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り可能媒体であって、前記サブセットは、これまでに第１の消費者ユーザに表示されてい
ない第１のブランド情報を識別する。
【０１３０】
　添付図面は本発明の範囲を限定するものではなく、本発明を説明するために提供される
。
【図面の簡単な説明】
【０１３１】
【図１ａ】システムの概略図であり、システムは、プロセッサ、フィルタおよび分析プロ
グラム、総合ブランドデータテーブル、ならびに総合消費者データテーブルを含み、総合
ブランドデータテーブルは個別ブランドデータテーブルから情報を引き出し、同様に総合
消費者データテーブルは個別消費者データテーブルを引き出す、図である。
【図１ｂ】システム内の１つまたはそれ以上のシステム構成要素から別のシステム構成要
素へのデータの流れを概略的に示す図である。
【図１ｃ】システム内の１つまたはそれ以上のシステム構成要素から別のシステム構成要
素へのデータの流れを概略的に示す図である。
【図１ｄ】システム内の１つまたはそれ以上のシステム構成要素から別のシステム構成要
素へのデータの流れを概略的に示す図である。
【図１ｅ】システム内の１つまたはそれ以上のシステム構成要素から別のシステム構成要
素へのデータの流れを概略的に示す図である。
【図１ｆ】システム内の１つまたはそれ以上のシステム構成要素から別のシステム構成要
素へのデータの流れを概略的に示す図である。
【図１ｇ】ユーザＡ、データオブジェクトＸ、派生データオブジェクトＸ’、ならびにユ
ーザＡのフォロワーであるユーザＢ、Ｃ、およびＤ間の関連付けを概略的に示す図である
。
【図１ｈ】データオブジェクト、およびデータオブジェクトデータベースに記憶されるデ
ータの種類、およびシステムで生成されるデータオブジェクト表現を示す図である。
【図２】システム上で消費者ユーザがプロフィールをどのように作成することができるか
を説明する図である。
【図３ａ】システム上で使用することができる消費者ユーザのプロフィール作成画面の一
例の図である。
【図３ｂ】システム上でプロフィールを作成するために使用することができるブランドの
選択取り消し画面の一実施形態を示す図である。
【図３ｃ】システム上でプロフィールを設定する時に消費者ユーザによって作成できる１
つまたはそれ以上のリストを示す図である。
【図３ｄ】システム上のプロフィール作成プロセスを概略的に説明する図である。
【図３ｅ】システム上のプロフィール作成プロセスを概略的に説明する図である。
【図４ａ】システム上の消費者ユーザのランディングページ（landing page）のいくつか
の実施形態を示す図である。
【図４ｂ】システム上の消費者ユーザのランディングページ（landing page）のいくつか
の実施形態を示す図である。
【図４ｃ】システム上の消費者ユーザのランディングページ（landing page）のいくつか
の実施形態を示す図である。
【図４ｄ】システム上の消費者ユーザのランディングページ（landing page）のいくつか
の実施形態を示す図である。
【図４ｅ】システム上の消費者ユーザのランディングページ（landing page）のいくつか
の実施形態を示す図である。
【図４ｆ】システム上の消費者ユーザのランディングページ（landing page）のいくつか
の実施形態を示す図である。
【図５ａ】システム上でブランドがプロフィールをどのように作成することができるかの
一実施形態を示す図である。
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【図５ｂ】システム上でブランドがプロフィールをどのように作成することができるかの
一実施形態を示す図である。
【図５ｃ】システム上でブランドがプロフィールをどのように作成することができるかの
一実施形態を示す図である。
【図６ａ】ブランドのプロフィールを作成するために使用されるプロセスを概略的に説明
する図である。
【図６ｂ】ブランドのプロフィールを作成するために使用されるプロセスを概略的に説明
する図である。
【図６ｃ】ブランドのプロフィールを作成するために使用されるプロセスを概略的に説明
する図である。
【図６ｄ】ブランドのプロフィールを作成するために使用されるプロセスを概略的に説明
する図である。
【図６ｅ】ブランドのプロフィールを作成するために使用されるプロセスを概略的に説明
する図である。
【図６ｆ】ブランドのプロフィールを作成するために使用されるプロセスを概略的に説明
する図である。
【図７ａ】システム上のブランドのランディングページのいくつかの実施形態を示す図で
ある。
【図７ｂ】システム上のブランドのランディングページのいくつかの実施形態を示す図で
ある。
【図８】システムおよびその下位構成要素の図式表現である。
【図９】システムおよびその下位構成要素の図式表現である。
【図１０】（ａ）～（ｂ）は、コンピュータ画面におけるデータオブジェクト表現のセッ
トの表示を示す図である。
【図１１】（ａ）～（ｃ）は、テレビ画面におけるデータオブジェクト表現のセットの表
示を示す図である。
【図１２ａ】テレビ画面におけるデータオブジェクト表現のセットの表示を示す図である
。
【図１２ｂ】テレビ画面におけるデータオブジェクト表現のセットの表示を示す図である
。
【図１２ｃ】テレビ画面におけるデータオブジェクト表現のセットの表示を示す図である
。
【図１２ｄ】テレビ画面におけるデータオブジェクト表現のセットの表示を示す図である
。
【発明を実施するための形態】
【０１３２】
　本発明の態様を実施する特定実施形態の説明を以下で述べる。それらの例は制限的なも
のと解釈すべきでなく、本発明の特定の態様を説明することを目的とするものである。詳
細な説明を読む際に、特定の単語または用語は、別の意味が明らかでない限り、定義され
た意味を持つことを理解すると有用であろう。
【０１３３】
　本発明は、ユーザが関心を持っている提供者やアイテムを自力で調査する必要なしに、
好きな提供者からのアイテムや刷新、特に新しいアイテムや進展について常に最新の情報
を得る手段をユーザに提供するオンラインコミュニティを提供する。このシステムで、ユ
ーザは、関心のある提供者との間に個人的な関係を形成し、例えばオンラインのソーシャ
ルネットワーキングシステムを介してフォロワーと、またシステムの他のユーザと体験を
共有することができる。このシステムは、ユーザに固有のオンライン体験を提供する提供
者の忠誠心と、提供者が自社の製品および／またはサービスに関心を持つユーザに関する
情報を集めるための新規のツールに着目する。このシステムは、「プッシュ方式」を使用
してユーザにそのユーザが関心を示した提供者およびアイテムの情報を提示し、同時に、
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提供者が自社の製品および／またはサービスに関心を持つユーザと対話する有益な機会を
提供する。
【０１３４】
　このシステムは、多数の提供者から提示されるアイテムを集約し、カスタマイズ可能な
ユーザグラフィカルユーザインターフェース（「ＧＵＩ」）でそのアイテムをユーザに提
示する。システムのユーザはアイテムの検索を行わずに済む（ただし、システムは例えば
キーワード検索および／またはブール検索機能を備える）。代わりに、ユーザのアイテム
および／または提供者の嗜好に基づいて、新しいアイテムまたは既存のアイテムが周期的
にユーザにプッシュされ、ユーザの方から要求することはしない。ユーザが好きな提供者
をフォローできるようにすることに加えて、このシステムでは、ユーザが、関心を持つ可
能性のある新しい提供者やアイテムを発見することもできる。
【０１３５】
　また、ユーザは連絡先（contact）のネットワークを設定する（またはシステム上の自
分のユーザページを、これらに限定されないが、Ｆａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｍ
ｙＳｐａｃｅ、Ｆｒｉｅｎｄｓｔｅｒ、ＹｏｕＴｕｂｅ（登録商標）、Ｌｉｎｋｅｄｉｎ
等を含むいくつかのソーシャルネットワーキングサイトのいずれかにインポートまたはリ
ンクする）ことができ、それらの連絡先と自分の好きな提供者、興味関心事、アイテム、
販売促進等を共有することができ、かつ／またはそれらの連絡先とアイテム、提供者、検
討中の購入等について対話することができる。ユーザがアイテムまたは提供者をフォロー
することや、アイテムや提供者を「いいね」すること等によってある提供者やアイテムに
関心があることを表明すると、システム上でそのユーザの連絡先が行う活動を、ユーザイ
ンターフェースまたは１つまたはそれ以上のソーシャルネットワーキングサイトを介して
ユーザに通知することができる。一実施形態では、ユーザは、アイテムまたは提供者を表
すデータオブジェクトのリストを作成することができ、リストされるアイテムまたは提供
者は、ユーザによって定義されたテーマや活動等に関連する。
【０１３６】
　さらに、このシステムは、提供者が既存のユーザおよび潜在的なユーザと交流する機構
を提供する。提供者同士は、例えばその提供者またはその提供者が提供するアイテムをフ
ォローすることによって所与の提供者への関心を示したユーザに関連する情報を共有する
ことができる。アイテムの発売前の告知、特別な販売促進、提供者／アイテムに関する調
査に参加させる動機付け、およびフォーカスグループ等をそのような的を絞ったユーザの
グループにプッシュできる能力は、提供者にとって極めて有用である。
【０１３７】
　定義
　本明細書で使用される「コンピュータ」または「コンピュータシステム」は、処理要素
の数および場所に関係なく、１つまたはそれ以上のコンピューティング機器を意味するも
のとする。限定ではなく、例として、用語「コンピュータ」または「コンピュータシステ
ム」は、パーソナルコンピュータ、デスクトップコンピュータ、タブレットコンピュータ
、コンピュータネットワーク、携帯情報端末（ＰＤＡ）、携帯電話（スマートフォン、Ｐ
ＤＡ電話機、またはデジタル携帯電話を問わない）、ウェブＴＶ、携帯型電子メール機器
、ゲーム機、メディアプレーヤ、家庭シアターコンピュータシステム、全地球測位システ
ム（ＧＰＳ）等を含む。また、コンピュータシステムは、同じ場所または異なる場所にあ
る異なるコンピュータを使用している２人以上の消費者ユーザへのアクセスを提供するこ
とができ、それらのコンピュータは、サーバおよび／または互いと直接接触しているか、
またはネットワーク（例えば世界規模のインターネットおよびそのワールドワイドウェブ
）を介して間接的に接触している。
【０１３８】
　本明細書で使用される「ユーザ」は、本明細書に記載されるシステム内でリスト化され
たアイテム、提供者、ブランド、イベント、またはサービスに対する嗜好を持つ個人であ
る。特定の実施形態では、ユーザは、システム内でリスト化された商品アイテム、提供者
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、ブランド、イベント、またはサービスに対する嗜好を持ち、この文脈ではユーザを「消
費者」または「消費者ユーザ」と呼ぶことができる。用語「消費者」と「消費者ユーザ」
は本明細書では同義で使用される。「提供者」は、このシステム上で、アイテム、イベン
ト、および／またはサービスを提供する個人、組織、またはエンティティである。特定の
実施形態では、提供者は、ブランド、例えば１種またはそれ以上の製品、または複数カテ
ゴリの製品の提供者である。「消費者ユーザ」は「ブランドユーザ」から区別することが
でき、「ブランドユーザ」は、例えば、提供者データテーブルの提供者情報にアクセスす
る、かつ／またはその情報を変更する権限を提供者から与えられた個人または個人のグル
ープである。消費者ユーザが私的な個人であるのに対して、ブランドユーザは、ボランテ
ィア、被雇用者、または提供者の代理として働く契約者、例えば企業、業者、小売業者、
再販業者、イベント計画者、サービス提供者等である。
【０１３９】
　本明細書で使用される「データベース」は、事前に定義された意味を持つ情報を記憶、
検索、および操作するために使用される、１つまたはそれ以上の編成データ構造を意味す
る。限定ではなく、データベースは、フラットファイル構造、リレーショナル構造、また
は任意の他の形態の情報記憶とすることができる。データベースは１つまたはそれ以上の
データテーブルを含むことができ、１つまたはそれ以上のデータテーブルは、提供者、ブ
ランド、ユーザに関連するデータ、および他の一般的なシステムデータを含む。データテ
ーブルはさらに分割して、特定の提供者、ブランド、消費者ユーザ等を一意に識別するこ
とができる。
【０１４０】
　本明細書で使用される「データオブジェクト」は、アイテム、提供者、リスト、個人、
カテゴリ、興味関心事等に関連するデータを含むデータベースを意味し、データは、本シ
ステムでは、当該アイテム、提供者、リスト、個人、カテゴリ、興味関心事等の選択可能
な共通の視覚的表現に表示される。データオブジェクトは、消費者ユーザおよび／または
提供者によって作成され、システムによって消費者ユーザＧＵＩおよび／または提供者Ｇ
ＵＩに表示することができる。一実施形態では、システム上で各データオブジェクトと関
連付けられたデータは、その供給元に関係なく、本明細書で「データオブジェクト表現」
と呼ばれる共通の視覚的表現でシステムによって表示され、データオブジェクト表現は次
の要素の１つまたはそれ以上：標準化されたレイアウトまたはカスタマイズされたレイア
ウト、色体系、書体、ならびにデータオブジェクト表現の要素の編成、例えば見出し、説
明、画像／媒体、および任意選択のコメントフィールドを含む。例えば、データオブジェ
クト表現は、タイル、ボード、アイコン等を含むことができ、特定の実施形態では、デー
タオブジェクト表現は、見出し、アイテムの画像および／または提供者のロゴもしくは商
標、場合により価格、ならびにコメントフィールドを含む標準化されたレイアウトを含み
、その特定の実施形態では、システム上の各データオブジェクト表現は同じ標準レイアウ
トを備える。各データオブジェクト表現は、データオブジェクト表現をシステムのユーザ
が選択して、当該アイテム、提供者、ブランド、リスト、個人、カテゴリ、興味関心事等
に関連する追加的なフィールド／情報を含む、アイテム、提供者、ブランド、リスト、個
人、カテゴリ、興味関心事等のより詳細な視覚的表現を見ることができるという意味で選
択が可能である。この点で、データオブジェクト表現は、ユーザが、そのデータオブジェ
クト表現で表されるアイテム、提供者、ブランド、リスト、個人、カテゴリ、興味関心事
等に関連するデータオブジェクト（すなわちデータベース）で入手可能なデータにアクセ
スするための入口となる。本明細書で使用される場合、ユーザは、データオブジェクト表
現を見る、かつ／またはデータオブジェクト表現と対話する。
【０１４１】
　特定の実施形態では、アイテムまたは提供者に関連する各データオブジェクト表現はコ
メントフィールドを含み、このコメントフィールドは、消費者ユーザ、システム上のその
消費者ユーザの１人またはそれ以上のフォロワー、ならびにそのアイテムまたは提供者と
提携した提供者から提供された、そのアイテムまたは提供者についてのコメントを含む。
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したがって、消費者ユーザのＧＵＩまたは提供者のＧＵＩに表示される各データオブジェ
クト表現は、当該ユーザのプロフィール設定および嗜好に基づいてその消費者ユーザまた
はブランドユーザに合わせてシステムによってカスタマイズされ、その消費者ユーザ、ブ
ランドユーザ、その消費者ユーザおよび／もしくはブランドユーザのフォロワー、ならび
に／またはその消費者ユーザおよび／もしくはブランドユーザにフォローされているユー
ザから提供されたコメントを含む。このシステムは、消費者ユーザの嗜好に関連するデー
タオブジェクト表現を優先的に表示するように構成される。例えば、ある消費者ユーザが
システム上でフォローしているアイテム、提供者、または個人に関連するデータオブジェ
クト表現が、消費者ユーザのＧＵＩに表示される（消費者ユーザにフォローされていない
アイテム、提供者、または個人に関連する他のデータオブジェクト表現もシステム上で消
費者ユーザが見ることができるが、消費者ユーザのＧＵＩは、消費者ユーザが嗜好を表明
したデータオブジェクト表現を自動的に表示するように構成される）。システム上の関連
しない消費者ユーザが、第１の消費者ユーザが嗜好を有するデータオブジェクトに変更を
加えることができるが、第１の消費者ユーザはその関連しない消費者をフォローしていな
いため、その変更を加えたデータオブジェクトは第１の消費者ユーザのＧＵＩには表示さ
れない。
【０１４２】
　グラフィカルユーザインターフェース（「ＧＵＩ」）は、ユーザが画像および／または
テキストのコマンドを使用して電子機器と対話できる種類のユーザインターフェースであ
る。ＧＵＩで、ユーザは、図像的なアイコン、データオブジェクト表現、視覚的なインジ
ケータ、および／またはテキストを利用するインターフェースを操作することができる。
ＧＵＩ中の図像的な要素または文字の要素を直接操作することによって動作が行われる。
本明細書に記載される特定の実施形態またはその構成要素はデスクトップインターフェー
スを参照して説明するが、そのような説明は単に説明を目的とするものである。本発明の
主旨または範囲から逸脱することなく、本システムとその構成要素に各種の調整を加える
ことが可能であることは当業者には理解されよう。例えば、ＧＵＩおよびその構成要素は
、１つの画面に表示できるデータ量に応じて任意の形式で使用するために調整することが
でき、例えば、デスクトップ環境のＧＵＩは、スマートフォンのＧＵＩと比べて１画面に
より多くのデータを表示することができる。ＧＵＩの外観は形式のサイズの制約（例えば
デスクトップ対スマートフォン）のために調整される場合があるが、システムの機能は変
化せず、個々のコンピュータ形式に応じてＧＵＩを適宜調整することは当業者の技量の範
囲内にある。同様に、ＧＵＩの要素は、本発明の主旨または範囲から逸脱することなく、
どのように編成または表示してもよい。例えば、システム機能を変えることなく、ＧＵＩ
の個々の要素またはフィールドの配置を調整することができ、例えば、検索フィールド、
データテーブル、データオブジェクト表現、アイテムまたは提供者情報、消費者プロフィ
ールおよび／または提供者プロフィールの要素等の相対的な位置を調整することができる
。また、本明細書では１つまたはそれ以上のＧＵＩレイアウトを参照してシステムを図示
し、説明するが、そのような実施形態は単に説明を目的とするものであり、本発明の範囲
の制限とは解釈すべきでない。
【０１４３】
　本明細書で使用される「アイテム」は、製品、サービス、イベント等である。アイテム
は、一般大衆に習慣的に使用される種類の用品やサービスなどの商品アイテムである場合
があり、これらに限定されないが、アイテムまたはサービスの構成要素およびその任意の
組み合わせ、ならびに管理および支援、助言、または訓練を提供する専門的な支援サービ
スを含む。
【０１４４】
　提供者またはユーザは、アイテムまたは提供者に関する「提供者情報」を提供すること
ができる。特定の実施形態では、提供者がブランドである場合、ブランドまたはユーザが
、アイテムまたはブランドに関する「ブランド情報」を提供することができる。提供者情
報は、提供者についての一般的情報と商品アイテム情報を含む。特定の実施形態では、ブ
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ランド情報は、一般的なブランド情報および商品アイテム情報を含む。一般的な提供者情
報は、特定のアイテムだけに関連するのではない情報者についての情報を含み、これらに
限定されないが、１つまたはそれ以上の提供者の商標、１つまたはそれ以上の提供者ロゴ
、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロゴに関連する情報、提供者の説明、提供者に関
連付けられた興味カテゴリ、提供者媒体、提供者の購入情報、小売り情報、提供者の販売
促進情報、提供者のポートフォリオ中の提供者に関連する情報、関連する提供者の説明、
関連する提供者の製品、またはそれらの組み合わせを含む。提供者がブランドである特定
の実施形態では、一般的なブランド情報は、特定のアイテムだけに関連するのではないブ
ランドについての情報を含み、これらに限定されないが、１つまたはそれ以上のブランド
商標、１つまたはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムロゴに関
連する情報、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、
ブランドの購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドのポートフォリオ
中のブランドに関連する情報、関連するブランドの説明、関連するブランドの製品、また
はそれらの組み合わせを含む。商品アイテム情報は特定のアイテムに関係し、これらに限
定されないが、１つまたはそれ以上の商品アイテムの商標に関連する情報、商品アイテム
の説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、
商品アイテムの販売促進情報、関連する第１のブランドの製品、またはそれらの組み合わ
せを含む。
【０１４５】
　ユーザは、システム上でデータオブジェクトによって表されるアイテム、提供者、なら
びに／または別のユーザ（例えば消費者ユーザおよび／もしくはブランドユーザ）に対す
る「嗜好」を有することができる。別のユーザ、アイテム、もしくは提供者に対してユー
ザが表明するシステム上の「嗜好」は、例えば、そのユーザ、アイテム、もしくは提供者
を表すデータオブジェクト表現を「フォロー」することによって表明され、それにより当
該ユーザが別のユーザ、アイテム、もしくは提供者のシステム上での活動を追跡すること
ができるようになる；または「友達」になることによって表明され、例えばあるユーザが
別のユーザの連絡先のグループに参加することを申請し、相手のユーザがその申請を承認
するか、または拒否し、招待を承認することにより、第１のユーザは相手ユーザのシステ
ム上での活動を追跡することができるようになる；または、アイテム、ユーザ、もしくは
提供者を表すデータオブジェクトを「いいね」することによって表明され、その場合ユー
ザはそのアイテムもしくは提供者を好んでいることを示すことはできるが、そのアイテム
もしくは提供者に関連する活動を追跡することはできない；または、アイテムもしくは提
供者を表すデータオブジェクトを「リストに入れる」ことによって表明され、ユーザはそ
のアイテム、提供者、もしくは個人を、そのユーザによって作成された１つまたはそれ以
上のリストに加えることができる。
【０１４６】
　好ましい実施形態では、システムの消費者ユーザは、アイテム、提供者、または個人を
表すデータオブジェクト表現をフォロー、リスト化、または「いいね」することにより、
そのアイテム、提供者、または個人に対する嗜好を表明する。第１のユーザが、アイテム
、個人、またはブランドを表すデータオブジェクト表現をフォローまたはリストに入れる
と、そのフォローまたはリストされたデータオブジェクトに関するその第１のユーザの識
別およびシステム内の活動の１つまたはそれ以上が、その第１のユーザをフォローしてい
るシステムの他のユーザ、および／または第１のユーザがフォローしている他のユーザに
見えるようになる。詳細には、フォローまたはリストに入れられたデータオブジェクト表
現が第１のユーザのＧＵＩに表示されると共に、第１のユーザフォロワーのＧＵＩおよび
／または第１のユーザにフォローされているユーザのＧＵＩにも表示することができる。
また、第１のユーザとの間に関係を持たないシステム上の他のユーザも、システム上の第
１のユーザのユーザプロフィールの下に第１のユーザがフォローまたはリストに入れてい
るデータオブジェクト表現を見ることができるが、第１のユーザにフォローまたはリスト
されているデータオブジェクト表現は、第１のユーザをフォローしている他のユーザ、お
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よび／または第１のユーザがフォローしているユーザのＧＵＩだけに自動的に表示される
。例えば個人を表すデータオブジェクト表現をフォローすることによってシステム上の別
の消費者ユーザに対する嗜好を表明している１人の消費者ユーザに関して、ある消費者ユ
ーザと別の消費者ユーザ間のシステム上でのそのような対話は、それらの者がシステム上
で「関係」および／またはつながりを持つことにたとえることができる。上記の嗜好は、
消費者ユーザおよび／もしくはブランドユーザによって、自分自身のために、またはシス
テム上でその代理を務めることが許されている提供者に代わって表明することができる。
【０１４７】
　システム上で表明することができる嗜好の種類の１つは「システム追跡嗜好」であり、
これは、あるアイテム、提供者、消費者ユーザ等を表すデータオブジェクトに関して１人
の消費者ユーザ（またはブランドユーザ）によって行われる動作であり、動作主（すなわ
ち嗜好を表明した消費者ユーザ）は、そのデータオブジェクトに関連付けられた識別およ
びシステム上での活動を追跡することができる。好ましい実施形態では、システムの消費
者ユーザが、アイテム、提供者、または個人を表すデータオブジェクト表現をフォロー、
リストに入れる、または「いいね」することによってそのアイテム、提供者、または個人
に対する嗜好を表明する。特定の実施形態では、第１のユーザまたはブランドがアイテム
、個人、またはブランドを表すデータオブジェクトをフォローまたはリストに入れると、
そのフォローまたはリストの動作がシステム追跡嗜好の表明に相当し、それにより第１の
消費者ユーザは、自分がシステム追跡嗜好を表明した消費者ユーザ、提供者、アイテム等
のシステム上の活動を見、追跡することができる。
【０１４８】
　上記のように、提供者または消費者ユーザがアイテムまたは提供者に関連するデータオ
ブジェクトを作成する。別のユーザがそのデータオブジェクトをフォローするか、または
リストに含めると、システムは、フォロワー（およびさらにそのフォロワー）に固有で、
フォロワー達が見ることのできる派生データオブジェクトを作成する。元のデータオブジ
ェクト表現は、システムのさらに他のユーザによって「いいね」する、リストに入れる、
またはフォローすることができるが、フォローまたはリストの動作（すなわちシステム追
跡嗜好の表明）だけによって派生データオブジェクトが作成され、その派生データオブジ
ェクト表現は、フォロワーとさらにそのフォロワーが見ることができる。同様に、システ
ム上の別の提供者または消費者ユーザによって作成されたデータオブジェクト表現を提供
者がフォローまたはリストに入れることを選択すると、システムは、その提供者およびそ
の提供者のフォロワーに固有で、それらの者に見える派生データオブジェクトを作成する
。
【０１４９】
　アイテム、提供者、または別のユーザを表すデータオブジェクト表現に対する嗜好を表
明することは、ユーザがデータオブジェクト表現（または派生データオブジェクト表現）
に対して行うことができる「対話」の一形態である。本明細書で使用される場合、データ
オブジェクトとの「対話」は、これらに限定されないが、データオブジェクト表現を見る
、データオブジェクト表現に対する嗜好を表明する、データオブジェクト表現についてコ
メントする、データオブジェクト表現に関する会話に参加する、データオブジェクト表現
に関する意見を提供する、データオブジェクト表現についての評価を提供する、データオ
ブジェクト表現をクリックしてさらなる詳細を見る、データオブジェクト表現をクリック
して第１の提供者に置かれた情報を見る、データオブジェクト表現に関する調査に参加す
る、データオブジェクト表現に関して提供者にさらなる情報を要求する、データオブジェ
クト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入する、データ
オブジェクト表現に表示された商品アイテムを第１の提供者から直接購入する、データオ
ブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人から購入する、データオブジェクト表現
に関する競売に参加する、データオブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、貸
し付け、販売、リース、および／もしくはレンタルで提供する、データオブジェクト表現
に表示された商品アイテムを購入することを申請する、データオブジェクト表現に表示さ
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れた取り扱いが中止された商品アイテムを第１の提供者および／もしくはその公認小売業
者／再販業者が再開することを要求する、データオブジェクトに関して製品に関するアイ
デア、改良、および／もしくは改善を第１の提供者に提案する、１つまたはそれ以上のリ
ストからデータオブジェクト表現を削除する（「リストから削除（de-listing）」する）
、個人もしくはグループとデータオブジェクト表現を共有する、例えばデータオブジェク
ト表現（もしくはデータオブジェクトへのハイパーリンク）を電子メールで送信する、そ
のデータオブジェクト表現へのハイパーリンクをソーシャルネットワーキングシステム等
に含める、データオブジェクト表現の「いいね」を取り消す、例えば消費者ユーザのプロ
フィールの「いいね」をしたデータオブジェクト表現のリストからそのデータオブジェク
ト表現を削除する、「友達を取り消す」、例えば消費者ユーザのプロフィール内の「友達
」のリストからそのデータオブジェクト表現を削除する、またはそれらの組み合わせを含
む。
【０１５０】
　当業者には、本明細書に記載されるシステムは、アイテムまたは提供者に関する情報を
管理および／または交換する方法に限定されず、例えば業者と顧客間、イベント計画者と
参加者間、サービス提供者と顧客間、企業体におけるその企業の雇用者間等で任意種類の
情報を管理および／または交換する方法にも応用できることが理解されよう。特定の実施
形態では、本明細書に記載されるシステムは、市販されるアイテム、提供者、ブランド、
サービス、イベント等に関する情報を交換する方法に関する。特定の実施形態では、シス
テム上で交換および／または管理される情報のセットは、一様に、市販されるアイテム、
ブランド、サービス、イベント等に関連する。他のソーシャルネットワーキングサイト、
例えばＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ等もアイテムや提供者に関連する投稿および／
またはコメントを含む場合があるが、それはそのサイトの目的にとって副次的なものであ
り、すなわち任意の目的のためのユーザ間の社交的な対話を促進するためのものである。
それに対して、本発明のシステムは、商品アイテム、ブランド、サービス、イベントに関
するユーザ間および提供者間の社交的な対話を促進する。
【０１５１】
　カスタマイズ可能なデータ管理システム
　本発明は、上記システムを通じてデータを転送して、特定のシステムユーザのシステム
上での嗜好および関係に基づいてそのユーザにカスタマイズされたデータセットを合成す
る能率的な方法を提供する。そのカスタマイズされたデータセットはユーザのＧＵＩに表
示される。同様に、システムは、システム上の各個人ユーザおよび提供者に合わせてカス
タマイズされたデータセットを合成し、その固有のカスタマイズされたデータセットをユ
ーザ／提供者のＧＵＩに表示する。システム上の各ユーザ、提供者、アイテム、カテゴリ
、およびデータオブジェクトは一意的な識別子を含むので、システムの参加者（ユーザま
たは提供者）が（例えばデータオブジェクト表現を介して）データオブジェクトへの嗜好
を表明するたびに、その動作がシステム内でそのユーザ（または提供者）および１つまた
はそれ以上のデータオブジェクト表現に一意に関連付けられ、そのデータオブジェクトは
、表明された嗜好の種類に応じて元のデータオブジェクトおよび／または派生データオブ
ジェクトである。ユーザがシステム追跡嗜好を表明した場合は、派生データオブジェクト
が生成されてそのユーザに一意に関連付けられ；システムはその後、そのユーザのフォロ
ワーのサブセットを生成し、そのデータオブジェクトへの参照をフォロワーのＧＵＩの１
つまたはそれ以上の領域、チャンネル、またはフィードにコピーして、ユーザのフォロワ
ーがシステム上でのそのユーザの活動を知らされるようにする。一方、ユーザがシステム
追跡嗜好に相当しない嗜好を表明した場合は、派生データオブジェクトは生成されず、元
のデータオブジェクトに対するユーザの嗜好がシステムに記録され、システムは、その元
のデータオブジェクトへの参照を、そのユーザのＧＵＩの１つまたはそれ以上の領域、チ
ャンネル、またはフィードにコピーする。
【０１５２】
　詳細には、各ユーザ、アイテム、提供者、カテゴリ、ブランド等はシステム内で１つの
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データオブジェクトに関連付けられ、システム上にある各データオブジェクト、ユーザ、
提供者、カテゴリ、およびアイテムは、システム内で一意的な識別子（ＩＤ）に関連付け
られる。各データオブジェクト（および派生データオブジェクト）は、それを作成したユ
ーザのユーザＩＤの参照を含むと共に、そのデータオブジェクトに関連付けられた提供者
ＩＤの参照を含み、すべてのデータオブジェクト（および派生データオブジェクト）なら
びにそれらに関連付けられた一意的な識別子は、総合データオブジェクトデータベースに
記憶される。ユーザＡがデータオブジェクトＸをフォローすることを選択した場合（すな
わちユーザがデータオブジェクトＸについてシステム追跡嗜好を表明した場合）、システ
ムは識別子Ｘ’を有する派生データオブジェクトを作成する。システムは次いで、ユーザ
Ａ、データオブジェクトＸ、およびデータオブジェクトＸ’間の関連付けを作成し、その
関連付けがグローバル追跡データベースに記憶される。したがって、この特定の例では、
作成される関連付けは、次のデータ：ユーザＡ、データオブジェクトＸ、およびデータオ
ブジェクトＸ’を含む。システムは次いで、システム上でのユーザＡのフォロワー、例え
ばユーザＢ、Ｃ、およびＤのデータセットをグローバル追跡データベースで調べる。ユー
ザＡにフォロワーがいない場合は、派生データオブジェクトＸ’（すなわち派生データオ
ブジェクトＸ’の表現）が、ユーザＡの１つまたはそれ以上のカスタマイズされたチャン
ネルまたはフィード、例えば、ユーザＡがシステム上で最近行った活動に関連するチャン
ネルやフィードに表示される。ユーザＡにフォロワー、例えばユーザＢがいる場合、シス
テムは、システム上でユーザＢにとって新しいデータオブジェクト表現を表示するために
設計されたユーザＢのカスタマイズされたチャンネルまたはフィードに派生データオブジ
ェクトＸ’の表現を表示し；同様に、ユーザＡにさらに他のフォロワー、例えばユーザＣ
およびＤがいる場合、システムは、ユーザＣのカスタマイズされたチャンネルまたはフィ
ード、およびユーザＤのカスタマイズされたチャンネルまたはフィードにそれぞれ派生デ
ータオブジェクトＸ’の表現を表示する。
【０１５３】
　上記のように、データオブジェクトをフォローする動作がシステム追跡嗜好に相当し、
それにより、フォローされているデータオブジェクト表現に基づく派生データオブジェク
トが生成されるが、データオブジェクト表現を「いいね」することではシステム追跡嗜好
は生成されない。したがって、ユーザＡがデータオブジェクトＸの表現を「いいね」した
場合には、その嗜好が総合データオブジェクトデータベース内でデータオブジェクトＸに
関連付けられ、同様に、データオブジェクトＸに対するユーザＡの嗜好がユーザＡのプロ
フィールに記憶されるが、システムは派生データオブジェクトは生成しない。ユーザＡと
データオブジェクトＸ間の関連付けが作成され、グローバル追跡データベースおよび／ま
たは追加的な追跡データベースに記憶され、この追加的な追跡データベースは、グローバ
ル追跡データベースの構成要素であるか、またはシステム内の別のデータベースとするこ
とができる。システムは、ユーザＡのＧＵＩの領域、チャンネル、またはフィードの１つ
またはそれ以上にデータオブジェクトＸの表現を表示すると共に、ユーザＡのフォロワー
の１つまたはそれ以上の領域、チャンネル、またはフィードにも表示する。
【０１５４】
　データ転送および管理のさらに他の実施形態が提供され、この実施形態では、システム
は、これまでにシステムのユーザのカスタマイズ可能なＧＵＩに表示されたことがないデ
ータオブジェクト表現のカスタマイズ可能な領域、チャンネル、またはフィードを生成し
、これはＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌと呼ばれる。この実施形態では、ユーザが自分のＮｅｗ
　Ｃｈａｎｎｅｌを見ることを選択すると、システムは、以前にＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅに
表示されたデータオブジェクトのデータセットを取得し、ユーザのＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌにこれまでに表示されていないオブジェクトを総合データオブジェクトデータベースに
照会し、新しいデータオブジェクトのデータセットを生成し、システム上で以前に表示ま
たは閲覧されたデータオブジェクトを削除し、データセットの新しいデータオブジェクト
表現をＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに表示する。総合データオブジェクトデータベースに新し
いデータオブジェクトがない場合、システムは、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌが空であること
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を知らせるメッセージをＧＵＩを介してユーザに表示する。一実施形態では、システムは
、例えば、データオブジェクト表現がＧＵＩに表示されたことをブラウザのＪａｖａＳｃ
ｒｉｐｔ（登録商標）を介して検出することにより、データオブジェクト表現がユーザに
閲覧されたかどうかを判定することができ、サーバにメッセージが送信されて、Ｎｅｗ　
Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルからそのデータオブジェクトを削除するようにシステム
に指示する。Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌが更新されると、そのデータオブジェクト表現はそ
れ以降表示されなくなる。あるいは、システムは、ブラウザでユーザが実際に「見た」こ
とを検出するのではなく、単にこれまでにＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに提示されたデータオ
ブジェクトの記録を維持し、一旦提示されると、そのデータオブジェクトへの参照がＮｅ
ｗ　Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルから削除される。さらに別の代替実施形態では、シ
ステムは、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに最初に表示されてから、例えば１週間、１か月、３
か月等の選択された時間以内にデータオブジェクトへの参照を削除することができる。
【０１５５】
　システムは、この方法を使用して、システム上で各ユーザが見たいと思う情報の種類に
応じて、システム上の各ユーザまたは提供者に合わせてカスタマイズされた様々な合成デ
ータセットを作成する。一実施形態では、本発明は、グラフィカルユーザインターフェー
スでユーザと対話するためのデータオブジェクトを選択する、コンピュータによって実行
される方法を提供し、この方法は：アイテム提供者から入手可能なアイテムを識別するデ
ータストリームを、アイテム提供者から受け取る工程と；アイテム提供者を一意に識別す
る提供者識別子と共にデータオブジェクトをグローバルデータベースに記憶する工程と；
データストリーム中のアイテムごとに、アイテムを一意に識別するアイテム識別子と共に
データオブジェクトを記憶する工程と；ユーザデバイスのグラフィカルユーザインターフ
ェースでアイテムまたはアイテム提供者のデータオブジェクトに対して行われるユーザの
対話を検出し、ユーザを一意に識別するユーザ識別子と共にユーザデータオブジェクトを
作成する工程と；ユーザデータオブジェクトとアイテムおよび／またはアイテム提供者の
データオブジェクトとの関連付けを追跡データベース内に作成する工程と；追跡データベ
ースを使用して、追跡データベース中の関連付けに基づいて、グラフィカルユーザインタ
ーフェースに提示するためのデータオブジェクトのカスタマイズされたデータセットを選
択する工程とを含む。
【０１５６】
　さらに、本発明はコンピュータシステムを提供し、このコンピュータシステムは：ユー
ザが利用可能な表示インターフェースを各々が有する複数のユーザデバイス；複数のアイ
テム提供者；データオブジェクトのグローバルデータベースであって、各データオブジェ
クトは、そのオブジェクトの一意的なオブジェクト識別子と、そのデータオブジェクトが
関連するユーザ、アイテム、または提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、または提供
者識別子とを含む、グローバルデータベース；（ｉ）各アイテム提供者について、その提
供者の一意的な提供者識別子と、その提供者によって提供されるアイテムの１つまたはそ
れ以上のアイテム識別子とを含む個々の提供者データテーブル；（ｉｉ）各ユーザについ
て、そのユーザの一意的なユーザ識別子と、そのユーザが嗜好を表明しているアイテム、
提供者、および／またはカテゴリの１つまたはそれ以上のアイテム識別子、提供者識別子
、および／またはカテゴリ識別子とを含む個々のユーザデータテーブル；ならびに、（ｉ
ｉｉ）第１のユーザのデータテーブルに保持されているアイテム識別子および／または提
供者識別子に基づいて、ユーザデータテーブルおよび提供者データテーブルから選択され
る、少なくとも第１のユーザについて選択されたデータテーブルのカスタマイズされたセ
ット：を記憶するコンピュータストレージ；第１のユーザが関連付け命令を自身のユーザ
デバイスで発することによりある提供者またはアイテムに対する追加的な嗜好を表明する
のに応答して、その第１のユーザのユーザ識別子を、その提供者またはアイテムの提供者
識別子またはアイテム識別子を含むデータオブジェクトのオブジェクト識別子に関連付け
るように構成されたグローバル追跡データベース；ならびに、第１のユーザがアイテムま
たは提供者に対する追加的な関心を表明するのに応答して、１つまたはそれ以上の追加的
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な提供者データテーブルおよび／またはユーザデータテーブルを、第１のユーザのカスタ
マイズされたセットに含めるために選択してそのセットを更新し、かつ、第１のユーザの
更新されたセットに基づいて、第１のユーザのユーザデバイスの表示インターフェースを
介して第１のユーザに表示するための少なくとも１つのデータオブジェクトを選択するよ
うに構成された情報交換コンピュータを含む。
【０１５７】
　また、コンピュータシステムも提供され、このコンピュータシステムは：ユーザが利用
可能な表示インターフェースを各々が有する複数のユーザデバイス；複数のアイテム提供
者；データオブジェクトのグローバルデータベースであって、各データオブジェクトは、
そのオブジェクトの一意的なオブジェクト識別子と、そのデータオブジェクトが関連する
ユーザ、アイテム、または提供者のユーザ識別子、アイテム識別子、または提供者識別子
とを含み、データオブジェクトは、対象ユーザの対象ユーザ識別子と、対象ユーザをフォ
ローしているユーザのフォロワーユーザ識別子とを含むユーザ関連付けデータオブジェク
トを含み、グローバルデータベースは、対象ユーザが自身のユーザデバイスで追跡命令を
発することによりデータオブジェクト表現に追跡の関心を表明するのに応答して、そのデ
ータオブジェクトに基づく新しい派生データオブジェクトを作成するように構成される、
前記グローバルデータベース；対象ユーザがデータオブジェクト表現に追跡の関心を表明
するのに応答して、対象ユーザのユーザ識別子と、そのデータオブジェクトのオブジェク
ト識別子と、作成された派生データオブジェクトのオブジェクト識別子との関連付けを記
憶するように構成されたグローバル追跡データベース；ならびに、対象ユーザがデータオ
ブジェクトに関心を表明するのに応答して、グローバルデータベースおよびグローバル追
跡データベースにアクセスし、フォロワーユーザのユーザデバイスの表示インターフェー
スを介してフォロワーユーザに派生データオブジェクトを表示するように構成された情報
交換コンピュータを含む。
【０１５８】
　特定の実施形態では、本発明は、システム上で提供者情報を交換する方法を提供し、こ
のシステムは、（ｉ）第１の消費者ユーザおよび１人またはそれ以上の他の消費者ユーザ
を含む複数の消費者ユーザであって、場合により、第１の消費者ユーザおよび１人または
それ以上の他の消費者ユーザがシステム上で関係を有する、消費者ユーザと、（ｉｉ）第
１の提供者を含む複数の提供者とを有し、上記方法は：
　第１の提供者情報を受け取る動作；
　第１の消費者ユーザが第１の提供者情報に対する嗜好を表明したことを示す第１の提供
者嗜好情報を受け取る動作；
　第１の提供者情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される第１の提供
者情報のサブセットを作成する動作；
　第１の提供者情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表
現を第１の消費者ユーザに表示する動作；
　第１の提供者情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表
現との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る動作；
　第１の提供者に：
　　・第１の提供者に関連し、１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有である対話デー
タ；
　　・システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、第１の提供者に関連する対
話データ；
　　・システム上の１人またはそれ以上の他の提供者と比較した、第１の提供者に関連す
る複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または
　　・それらの組み合わせ
を表示する動作を含む。
【０１５９】
　特定の実施形態では、本発明はシステム上でブランド情報を交換する方法を提供し、シ



(44) JP 2016-522466 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

ステムは、（ｉ）第１の消費者ユーザおよび１人またはそれ以上の他の消費者ユーザを含
む複数の消費者ユーザであって、場合により、第１の消費者ユーザと１人またはそれ以上
の他の消費者ユーザがシステム上で関係を有する、消費者ユーザと、（ｉｉ）第１のブラ
ンドを含む複数のブランドと、を有し、方法は：
　第１のブランド情報を受け取る動作；
　第１の消費者ユーザが第１のブランド情報に対する嗜好を表明したことを示す第１のブ
ランド嗜好情報を受け取る動作；
　第１のブランド情報をフィルタリングして、第１の消費者ユーザに提供される第１のブ
ランド情報のサブセットを作成する動作；
　第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現を第１の消費者ユーザに表示する動作；
　第１のブランド情報のサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト
表現との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそれ以上の対話を受け取る動作；
　第１のブランドに：
　　・第１のブランドに関連し、１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有である対話デ
ータ；
　　・システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、第１のブランドに関連する
対話データ；
　　・システム上の１つまたはそれ以上の他のブランドと比較した、第１のブランドに関
連する複数の顧客ユーザからの比較対話データ；または
　　・それらの組み合わせ
を表示する動作を含む。
【０１６０】
　例えば、システムの複数のユーザには、システムの複数の消費者ユーザと、システム上
で商品アイテムを提供するブランドの両方が含まれる。プロセッサは、システムの第１の
消費者ユーザが、（ｉ）システム上でブランドから提供される商品アイテム、および／ま
たは（ｉｉ）システム上で１つまたはそれ以上の商品アイテムを提供するブランド、に対
する嗜好を有することを示す情報を受け取る。プロセッサは、その商品アイテムおよび／
またはブランドに関連するアイテムおよび／またはブランド情報を受け取り、アイテムお
よび／またはブランド情報をフィルタリングして、第１のユーザが嗜好を表明している消
費者ユーザに提供されるアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットを作成する。
プロセッサは、そのサブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現
をＧＵＩで第１のユーザに表示する。プロセッサは、第１の消費者ユーザが、第１の消費
者ユーザに表示されたデータオブジェクト表現のサブセットと行う対話、例えば、データ
オブジェクトを見る、データオブジェクトに描写されたアイテムを購入する、データオブ
ジェクトにコメントする、データオブジェクトを「いいね」またはフォローすること等に
関連する情報も受け取り、システムは、第１のブランドに嗜好を有する複数の消費者ユー
ザに関連する対話データを、第１のブランドに表示する。システムは、システム上の複数
の消費者ユーザについて集約された第１のブランドに関連する対話データ、ならびに、シ
ステム上の他のブランドと比較した第１のブランドに関連する複数のシステムユーザから
の比較対話データも第１のブランドに表示する。
【０１６１】
　システムが複数のブランドを含むのに対し、上記方法は以下の工程：複数のブランドか
ら追加的なブランド情報を受け取る工程と；第１の消費者ユーザが追加的なブランド情報
の追加的なサブセットに対する嗜好を表明したことを示す追加的なブランド嗜好情報を受
け取る工程と；第１のブランド情報および追加的なブランド情報をフィルタリングして、
第１の消費者ユーザに提供される追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブ
セットを作成する工程と；追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセット
に関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示す
る工程と；追加的なブランド情報の１つまたはそれ以上の補助サブセットに関連する１つ
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またはそれ以上のデータオブジェクト表現との、第１の消費者ユーザによる１つまたはそ
れ以上の対話を受け取る工程と；追加的なブランドそれぞれに：（ｉ）１つまたはそれ以
上の追加的なブランドに関連し、１つまたはそれ以上の追加的なブランド情報に対する嗜
好を表明している１人またはそれ以上の消費者ユーザに固有である対話データ；（ｉｉ）
システム上の複数の消費者ユーザについて集約された、１つまたはそれ以上の追加的なブ
ランドに関連する対話データ；（ｉｉｉ）システム上の１つまたはそれ以上の他のブラン
ドと比較した、１つまたはそれ以上の追加的なブランドに関連する複数の顧客ユーザから
の比較対話データ；または（ｉｖ）それらの組み合わせ、を表示する工程も含む。
【０１６２】
　特定の実施形態では、本発明は、上記のようにシステム上で提供者情報を交換する方法
を提供し、システムは、システム上でこれまでに消費者ユーザに表示されていない提供者
情報を第１の消費者ユーザに表示する。特定の実施形態では、システムは、システムが以
前に消費者ユーザに表示したことがある他のブランド情報よりも、その消費者ユーザにこ
れまでに表示されたことがないブランド情報を優先的に表示し、したがって、その消費者
ユーザにこれまでに表示されたことがないデータオブジェクト表現を特定する。別の実施
形態では、システムは、定義された時間枠、例えば１年、６か月、３か月、１か月以内に
消費者ユーザに表示されていないブランド情報を消費者ユーザに表示する。これに関して
、システムは、消費者ユーザがシステム上で見たことがない新しいアイテムやブランド等
に関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を表示し、すなわち、消費者ユ
ーザがその消費者ユーザにとって新たな嗜好を表明した、システム上の情報ブランド情報
のサブセットを表示する。したがって、消費者ユーザのＧＵＩは、システムによってこれ
までにその消費者ユーザに表示されたことがないアイテムおよび／またはブランドに関連
する情報のサブセットを表示する。例えば、新しいブランドまたはアイテム情報は、これ
らに限定されないが、ブランドによって提供される新しいアイテム、消費者ユーザに好ま
れる興味カテゴリの新しいアイテムまたはブランド、また新しいブランドについては、そ
の新しいブランドによって提供される製品、アイテムまたはブランドに関連する新しい説
明情報、アイテムまたはブランドに関連する新しい購入情報、そのアイテムまたはブラン
ドに関連する販売促進、その消費者ユーザにこれまでに表示されたことがないアイテムま
たはブランドに関連する画像、映像、もしくは他のグラフィック、そのアイテムまたはブ
ランドについての新しいレビュー、アイテムまたはブランドに関連付けられた、もしくは
そのアイテムまたはブランドと共に使用することができる（およびその逆）新しいアイテ
ムまたはブランド、ユーザのフォロワーによって作成されたそのアイテムまたはブランド
についての新しいコメント等を含むことができる。
【０１６３】
　また、消費者ユーザが提供者情報に対してシステム追跡嗜好を表明すると、システムは
その提供者の情報をフィルタリングして、その消費者ユーザとそのフォロワーに提供され
る提供者情報の第１の補助サブセットを作成し、提供者情報のその第１の補助サブセット
に関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト表現を表示する。同様に、シス
テムの別の消費者ユーザが第１の消費者ユーザに対してシステム追跡嗜好を表明すると、
システムは第１の消費者ユーザが嗜好を表明した第１の提供者情報をフィルタリングして
、第１の提供者情報の第２の補助サブセットを作成し、その第２の補助サブセットに関連
する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および／または派生データオブジェク
ト表現をその別の消費者ユーザに表示する。さらに、システムのブランドユーザが第１の
消費者ユーザについてシステム追跡嗜好を表明すると、システムは第１の消費者ユーザが
嗜好を表明している第１の提供者情報をフィルタリングして、第１の提供者情報の第３の
補助サブセットを作成し、その第３の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデ
ータオブジェクト表現および／または派生データオブジェクト表現を、そのブランドユー
ザに表示する。特定の例では、消費者ユーザがブランド情報についてシステム追跡嗜好を
表明すると、システムはそのブランドの情報をフィルタリングして、その消費者ユーザと
そのフォロワーに提供されるブランド情報の第１の補助サブセットを作成し、ブランド情
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報のその第１の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上の派生データオブジェクト
表現を表示する。同様に、システム上の他の消費者ユーザが第１の消費者ユーザについて
システム追跡嗜好を表明すると、システムは、第１の消費者ユーザが嗜好を表明している
第１のブランド情報をフィルタリングして、第１のブランド情報の第２の補助サブセット
を作成し、その第２の補助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現および／または派生データオブジェクト表現を上記他の消費者ユーザに表示する。
さらに、システムのブランドユーザが第１の消費者ユーザについてシステム追跡嗜好を表
明すると、システムは第１の消費者ユーザが嗜好を表明している第１のブランド情報をフ
ィルタリングして、第１のブランド情報の第３の補助サブセットを作成し、その第３の補
助サブセットに関連する１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および／または派
生データオブジェクト表現を、そのブランドユーザに表示する。
【０１６４】
　別の実施形態では、本発明は、第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザを有する
システム上で情報を交換する方法を含み、この方法は、（ａ）第１の消費者ユーザがある
商品アイテムおよび／または提供者に対する嗜好を有することを示す情報を受け取る動作
；（ｂ）その商品アイテムおよび／または提供者に関連する、複数の消費者ユーザおよび
／または提供者の少なくとも一部から提供されたアイテムおよび／または提供者情報を受
け取る動作；（ｃ）そのアイテムおよび／または提供者情報をフィルタリングして、消費
者ユーザに提供されるアイテムおよび／または提供者情報のサブセットを作成する動作；
ならびに（ｄ）そのアイテムおよび／または提供者情報のサブセットに関連する１つまた
はそれ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する動作を含む。例え
ば、本発明は、第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザを有するシステム上で情報
を交換する方法を含み、この方法は、（ａ）第１の消費者ユーザがある商品アイテムおよ
び／またはブランドに対する嗜好を有することを示す情報を受け取る動作；（ｂ）その商
品アイテムおよび／またはブランドに関連する、複数の消費者ユーザおよび／またはブラ
ンドの少なくとも一部によって提供されたアイテムおよび／またはブランド情報を受け取
る動作；（ｃ）アイテムおよび／またはブランド情報をフィルタリングして、消費者ユー
ザに提供されるアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットを作成する動作；なら
びに（ｄ）そのアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットに関連する１つまたは
それ以上のデータオブジェクト表現を第１の消費者ユーザに表示する動作を含む。
【０１６５】
　本発明は、システム上で第１の提供者と第１の消費者ユーザの間で情報を交換する方法
も含み、このシステムは、（ａ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザと、（ｂ
）第１の提供者を含む複数の提供者と、を含み、システムは、第１の消費者ユーザ、第１
の提供者、複数の消費者ユーザ、複数の提供者、商品アイテム、対話データ、比較対話デ
ータ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタリングし、かつ／
または表示するように構成され、；上記方法は、（ａ）第１の提供者情報に対する嗜好を
表明している複数の消費者ユーザに関連する対話データを第１の提供者が見る動作；およ
び（ｂ）第１の提供者の対話データに応じて追加的な第１の提供者情報を提供する動作を
含む。この方法は、システム上の複数の提供者および／またはシステム上の複数の提供者
のサブセットと比較した、第１の提供者についての提供者比較対話データを第１の提供者
が見る動作；ならびに、第１の提供者の対話データおよび／または第１の提供者比較対話
データに応じて追加的な第１の提供者情報を提供する動作も含むことができる。例えば、
本発明は、システム上で第１のブランドと第１の消費者ユーザの間で情報を交換する方法
を含み、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザと、（ｂ）第
１のブランドを含む複数のブランドとを含み、システムは、第１の消費者ユーザ、第１の
ブランド、複数の消費者ユーザ、複数のブランド、商品アイテム、対話データ、比較対話
データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタリングし、かつ
／または表示するように構成され；上記方法は、（ａ）第１のブランド情報に対する嗜好
を表明している複数の消費者ユーザに関連する対話データを第１のブランドが見る動作；
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ならびに、（ｂ）第１のブランドの対話データに応じて追加的な第１のブランド情報を提
供する動作を含む。上記方法は、システム上の複数のブランドおよび／またはシステム上
の複数のブランドのサブセットと比較した、第１のブランドについてのブランド比較対話
データを第１のブランドが見る動作；ならびに、第１のブランド対話データおよび／また
は第１のブランド比較対話データに応じて追加的な第１のブランド情報を提供する動作も
含むことができる。
【０１６６】
　また、システム上で第１の提供者と第１の消費者ユーザ間で情報を交換する方法も提供
され、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザと、（ｂ）第１
の提供者を含む複数の提供者と、を含み、システムは、第１の消費者ユーザ、第１の提供
者、複数の消費者ユーザ、複数の提供者、商品アイテム、対話データ、比較対話データ、
およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタリングし、かつ／または
表示するように構成され、；上記方法は：（ａ）（ｉ）一般的な第１の提供者情報および
／または第１の提供者の商品アイテムに関連する第１の提供者情報を第１の消費者ユーザ
が見る動作；（ｉｉ）（ｉ）一般的な第１の提供者情報および／または第１の提供者の商
品アイテムに対する嗜好を表明する動作；ならびに、（ｉｉｉ）システムにより第１の消
費者ユーザに提供される第１の提供者情報のサブセットを第１の消費者ユーザが見る動作
を含む。例えば、システム上で第１のブランドと第１の消費者ユーザの間で情報を交換す
る方法も提供され、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザと
、（ｂ）第１のブランドを含む複数のブランドと、を含み、システムは、第１の消費者ユ
ーザ、第１のブランド、複数の消費者ユーザ、複数のブランド、商品アイテム、対話デー
タ、比較対話データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタリ
ングし、かつ／または表示するように構成され、；上記方法は：（ａ）（ｉ）一般的な第
１のブランド情報および／または第１のブランドの商品アイテムに関連する第１のブラン
ド情報を第１の消費者ユーザが見る動作；（ｉｉ）（ｉ）一般的な第１のブランド情報お
よび／または第１のブランドの商品アイテムに対する嗜好を表明する動作；ならびに（ｉ
ｉｉ）システムにより第１の消費者ユーザに提供される第１のブランド情報のサブセット
を第１の消費者ユーザが見る動作を含む。
【０１６７】
　さらに、システム上で第１の消費者ユーザと１人またはそれ以上の他の消費者ユーザの
間で情報を交換する方法も含まれ、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザおよび１人ま
たはそれ以上の他の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザであって、第１の消費者ユー
ザと１人またはそれ以上の他の消費者ユーザはシステム内でつながっている、複数の消費
者ユーザと、（ｂ）第１の提供者を含む複数の提供者と、を含み、システムは、第１の消
費者ユーザ、第１の提供者、複数の消費者ユーザ、複数の提供者、商品アイテム、対話デ
ータ、比較対話データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタ
リングし、かつ／または表示するように構成され、；上記方法は：（ａ）第１の消費者ユ
ーザおよび場合により１人またはそれ以上の他の消費者ユーザにシステムによって提供さ
れる第１の提供者情報のサブセットを、第１の消費者ユーザが見る動作；ならびに、（ｂ
）第１の提供者情報のサブセットとの対話を第１の消費者ユーザが見る動作を含み、対話
は、：（ｉ）第１の消費者ユーザおよび／もしくは１人またはそれ以上の他の消費者ユー
ザによって表明される、第１の提供者情報のサブセット中の１つまたはそれ以上の要素に
対する嗜好；（ｉｉ）第１の消費者ユーザおよび／もしくは１人またはそれ以上の他の消
費者ユーザから提供される、第１の提供者情報のサブセット中の１つまたはそれ以上の要
素に関するコメント；または（ｉｉｉ）それらの組み合わせ、を含む。また、この方法で
は、（ｃ）第１の消費者ユーザが第１の提供者情報のサブセットと対話すること、例えば
、サブセット中のデータオブジェクトに対する追加的な嗜好を表明することや、別の消費
者ユーザから提供されたコメントに返答すること等が企図される。例えば、本発明は、シ
ステム上で第１の消費者ユーザと１人またはそれ以上の他の消費者ユーザ間で情報を交換
する方法を企図し、システムは、（ａ）第１の消費者ユーザおよび１人またはそれ以上の
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他の消費者ユーザを含む複数の消費者ユーザであって、第１の消費者ユーザと１人または
それ以上の他の消費者ユーザはシステム内でつながっている、複数の消費者ユーザと、（
ｂ）第１のブランドを含む複数のブランドと、を含み、システムは、第１の消費者ユーザ
、第１のブランド、複数の消費者ユーザ、複数のブランド、商品アイテム、対話データ、
比較対話データ、およびそれらの組み合わせに関連する情報を受け取り、フィルタリング
し、かつ／または表示するように構成され；上記方法は：（ａ）第１の消費者ユーザおよ
び場合により１人またはそれ以上の他の消費者ユーザにシステムによって提供される第１
のブランド情報のサブセットを、第１の消費者ユーザが見る動作；（ｂ）第１のブランド
情報のサブセットとの対話を第１の消費者ユーザが見る動作、を含み、対話は：（ｉ）第
１の消費者ユーザおよび／もしくは１人またはそれ以上の他の消費者ユーザによって表明
される、第１のブランド情報サブセット中の１つまたはそれ以上の要素に対する嗜好；（
ｉｉ）第１の消費者ユーザおよび／もしくは１人またはそれ以上の他の消費者ユーザから
提供される、第１のブランド情報のサブセット中の１つまたはそれ以上の要素に関するコ
メント；または（ｉｉｉ）それらの組み合わせを含む。この方法では、（ｃ）第１の消費
者ユーザが第１のブランド情報のサブセットと対話することも企図され、例えばサブセッ
ト中のデータオブジェクトに対する追加的な嗜好を表明することや、別の消費者ユーザか
ら提供されたコメントに返答すること等が企図される。
【０１６８】
　前述の方法は図および添付の説明に示される。図の１つまたはそれ以上は、提供者がブ
ランドで、システム上で交換される情報が商品アイテムおよびそれに関連付けられた情報
に関連するシステムの一実施形態を示すが、当業者には、本明細書に記載され、図に示さ
れるシステムは、任意の方式の提供者によって提供される任意種のデータセットの管理に
使用できることが理解されよう。本明細書に記載されるシステムは、カスタマイズ可能な
データセットを管理してユーザに表示する効率的な機構を提供し、システム上でのユーザ
体験を簡潔にし、豊かにすると共に、システム上の２つ以上のデータベース間のデータの
転送および管理の効率性ももたらす。
【０１６９】
　図１に示すように、システムは、総合消費者データテーブル（１０１）、総合ブランド
データテーブル（１０２）、プロセッサ（１０３）、インターフェース（１０４）、なら
びにフィルタリングおよび分析プログラムおよびそれらに関連するデータベースのセット
（１０５）を含む。総合消費者データテーブルは、システムに参加する複数の消費者ユー
ザについてのすべての情報を記憶し、同様に、総合ブランドデータテーブルは、システム
に参加する複数のブランドについてすべての情報を記憶する。総合消費者データテーブル
は、１つまたはそれ以上の消費者データセットを含み、その１つを図１に個別消費者デー
タ（１０６）として示す。システム上でプロフィールを持つ各消費者ユーザには、総合消
費者データテーブルに記憶された、対応する消費者データテーブルまたは個別消費者デー
タテーブルがある。各個別消費者データは１つまたはそれ以上の他のデータテーブルを含
み、それらのテーブルには、これらに限定されないが、消費者プロフィール（１０７）と
、ブランドの嗜好（１０８）、アイテムの嗜好（１０９）を含む購入の嗜好と、連絡先、
フォロワー、および／またはフォロー中のユーザ（following）のデータテーブル（１１
０）と、興味関心事データテーブル（１１１）とが含まれる。ブランドおよび／またはア
イテムの嗜好は、消費者ユーザ（図示せず）によって作成された１つまたはそれ以上のブ
ランドリストおよび／またはアイテムリストも含むことができ、そのリストを消費者ユー
ザが使用してブランドおよび／またはアイテムを、消費者ユーザが作成した概念体系（on
tology）でグループ化することができる。
【０１７０】
　総合ブランドデータテーブルは、１つまたはそれ以上のブランドデータを含み、その１
つを図１（ａ）に個別ブランドデータ（１１２）として示す。システムに参加する各ブラ
ンドには、総合ブランドデータテーブルに記憶された、対応するブランドデータテーブル
または個別ブランドデータテーブルがある。各個別ブランドデータは１つまたはそれ以上
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の他のデータテーブルを含み、それらのテーブルには、これらに限定されないが、システ
ム上で提供されるブランドの全アイテムのリストを含むアイテムシステム（１１３）、そ
のブランドまたはシステム上でそのブランドによって提供されるアイテムに対する嗜好を
表明したシステム上のすべての消費者ユーザのリストを含む連絡先、フォロワー、および
／またはフォロー中のユーザのデータテーブル（１１４）、ならびに、そのブランドが提
供するアイテムに関連性がある興味カテゴリを含む興味関心事データテーブル（１１５）
が含まれる。任意選択の実施形態では、総合ブランドデータテーブルはアイテムおよびブ
ランドのカテゴリを含むシステムの概念体系を含み、ブランド情報は、そのシステムの概
念体系に従って１つまたはそれ以上のブランドデータテーブル内で編成される。
【０１７１】
　プロセッサ（１０３）は、消費者の嗜好、例えばアイテム、カテゴリ、および／または
ブランドの嗜好に基づいて総合ブランドデータテーブルをフィルタリングするように構成
されたフィルタリングプログラムを含む。すなわち、プロセッサは、総合ブランドデータ
テーブルおよび総合消費者データテーブルのアイテム、カテゴリ、および／またはブラン
ド情報をフィルタリングして、第１のユーザが嗜好を表明したアイテムおよび／またはブ
ランドだけに関連するアイテムおよび／またはブランド情報のサブセットを作成する。例
えば、第１のユーザがアイテムＸに対する関心を明らかにすると、システムはその情報を
使用して、アイテムＸに関連する情報を求めて総合ブランドデータテーブルをフィルタリ
ングして、アイテムＸに関連する情報を含む、消費者に合わせてカスタマイズされたデー
タテーブルを生成する。システムはまた、アイテムＸについてのアイテム情報および／ま
たはブランド情報を提供した、第１のユーザにフォローされているシステム上の複数のユ
ーザの１人またはそれ以上のユーザを求めて総合消費者データテーブルをフィルタリング
する。したがって、その消費者ユーザのＧＵＩは、アイテムＸに関連する情報の選択され
たサブセット、例えば、アイテムＸの説明、購入情報、アイテムＸの画像、映像、または
他のグラフィック、アイテムＸのレビュー、アイテムＸに関連付けられたセールまたは販
売促進情報、アイテムＸに関連するアイテム、アイテムＸと関連して使用されるアイテム
、および、下記でさらに詳細に説明するようにユーザのフォロワーによるアイテムＸにつ
いてのコメントを含むアイテムＸのデータオブジェクト（アイテムＸに関連する派生デー
タオブジェクト）をその消費者に表示する。同様に、第１のユーザがアイテムカテゴリＮ
への関心を明らかにすると、システムはその情報を使用して、カテゴリＮに関連付けられ
たアイテムに関連する情報を求めて総合ブランドデータテーブルをフィルタリングし、ア
イテムｎ、ｍ、およびｐに関連する情報を含む、消費者に合わせてカスタマイズされたデ
ータテーブルを生成する。そして、システムはアイテムｎ、ｍ、およびｐのデータオブジ
ェクト表現を表示する。
【０１７２】
　一実施形態では、フィルタリングプログラムは、消費者の嗜好、例えばアイテム、カテ
ゴリ、および／またはブランドの嗜好に基づいて総合ブランドデータテーブルを編成する
方法を提供する。すなわち、プロセッサは、総合ブランドデータテーブルおよび総合消費
者データテーブルのアイテムおよび／またはブランド情報をフィルタリングして、第１の
ユーザが嗜好を表明したアイテムおよび／またはブランドだけに関連するアイテムおよび
／またはブランド情報のサブセットを作成し、システムは、消費者ユーザの嗜好の１つま
たはそれ以上に専用となっているＧＵＩ領域または箇所で、そのサブセットを消費者ユー
ザに表示する。例えば、第１のユーザがアイテムＸへの関心を明らかにした場合、システ
ムはその情報を使用してアイテムＸに関連する情報を求めて総合ブランドデータテーブル
をフィルタリングし、アイテムＸに関連する情報を含む、消費者に合わせてカスタマイズ
されたデータテーブルを生成する。システムはまた、第１のユーザにフォローされている
システム上の複数のユーザのうち、アイテムＸについてのアイテム情報および／またはブ
ランド情報を提供した１人またはそれ以上のユーザを求めて総合消費者データテーブルを
フィルタリングする。したがって、その消費者ユーザのＧＵＩは、アイテムＸに関連する
情報の選択されたサブセット、例えば、アイテムＸの説明、購入情報、アイテムＸの画像
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、映像、または他のグラフィック、アイテムＸのレビュー、アイテムＸに関連付けられた
セールまたは販売促進情報、アイテムＸに関連するアイテム、アイテムＸと関連して使用
されるアイテム、および、下記でさらに詳細に説明するように、ユーザのフォロワーによ
るアイテムＸについてのコメントを含むアイテムＸのデータオブジェクト（アイテムＸに
関連する派生データオブジェクト表現）をその消費者に表示する。
【０１７３】
　その消費者ユーザのＧＵＩは、選択された情報のサブセットを適切な方式で表示するこ
とができる。一実施形態では、ＧＵＩは、選択された情報のサブセットを、消費者ユーザ
の嗜好に従って編成されたチャンネルまたはフィードに表示し、消費者ユーザはＧＵＩ内
でチャンネル間を移動することができる。システムが、定義されたチャンネルまたはフィ
ードのセットを含めるか、かつ／または、消費者ユーザが自分の嗜好に基づいて１つまた
はそれ以上のチャンネルまたはフィードをカスタマイズすることができる。事前に定義さ
れるチャンネルまたはフィードのセットは、これらに限定されないが、人気のあるデータ
オブジェクト表現（例えば、所与の期間内にシステム上で多くの活動を受けた、もしくは
多くの活動の対象となったデータオブジェクト）、販売促進データオブジェクト表現（例
えば、チャンネルもしくはフィードに、そのデータオブジェクトとの関連でブランドから
販売促進や取引が提供される；「Ｄｅａｌｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ」）、新しいデータオブジ
ェクト表現（例えば本明細書に記載されるようにシステム上でこれまでに消費者ユーザに
閲覧されていないデータオブジェクト）、すべてのデータオブジェクト表現、および／ま
たはすべてのブランドデータオブジェクト表現、を含むことができる。さらに、事前定義
されるチャンネルまたはフィードのセットはさらに、消費者ユーザに固有のチャンネルま
たはフィードのセットを含むことができ、例えば、その消費者ユーザにとって新しいデー
タオブジェクト表現、その消費者ユーザが嗜好を表明したブランドのデータオブジェクト
表現（例えば「Ｍｙ　Ｂｒａｎｄｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ」）、その消費者ユーザのデータオ
ブジェクト表現のリストの１つまたはそれ以上の集まり（例えば「Ｍｙ　Ｌｉｓｔｓ　Ｃ
ｈａｎｎｅｌ」）、システム上でその消費者ユーザに関連付けられている友達、フォロワ
ー等の１つまたはそれ以上の集まり（例えば「Ｍｙ　Ｐｅｏｐｌｅ　Ｃｈａｎｎｅｌ」）
、「いいね」されたデータオブジェクト表現（例えば「Ｍｙ　Ｌｉｋｅｓ」）、その消費
者ユーザをフォローしている個人またはブランド（例えば「Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　Ｍｅ　
Ｃｈａｎｎｅｌ」。その中の下位チャンネルは「Ｐｅｏｐｌｅ　Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　Ｍ
ｅ」および／もしくは「Ｂｒａｎｄｓ　Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　Ｍｅ」を含むことができる
）、消費者ユーザがシステム内で働きかけたデータオブジェクト表現（例えば「Ｍｙ　Ａ
ｃｔｉｖｉｔｙ　Ｃｈａｎｎｅｌ」）、ならびに／またはその消費者ユーザがシステム内
でフォロー、「いいね」、もしくはその他の形で嗜好を表明したデータオブジェクト表現
（例えば「Ｍｙ　Ｆｏｌｌｏｗｉｎｇ　Ａｃｔｉｖｉｔｙ」、「Ｍｙ　Ｌｉｋｅｄ　Ａｃ
ｔｉｖｉｔｙ」等）を含むことができる。さらに、消費者ユーザは、その消費者ユーザに
よって選択された基準に基づいて１つまたはそれ以上のカスタマイズされたチャンネルま
たはフィードも定義することができる。例えば、消費者ユーザは、自分の興味関心事、例
えばゴルフ、ランニング、料理等に関連するデータオブジェクト表現用のチャンネルを定
義することができ、そのチャンネルには、消費者ユーザがその関心事に関連する嗜好を定
義したデータオブジェクト表現がまとめられる（例えば「Ｍｙ　Ｇｏｌｆ　Ｃｈａｎｎｅ
ｌ」）。したがって、ＧＵＩは、消費者ユーザのＧＵＩに複数のチャンネルまたはフィー
ドを表示し、それらには事前定義かつ／またはカスタマイズされたチャンネルまたはフィ
ードが含まれ、各チャンネルまたはフィードの内容はシステム上での各個々の消費者ユー
ザの嗜好に基づく。各チャンネルまたはフィードは個々に選択することができる。
【０１７４】
　さらに、システムはインターフェース（１０４）を含み、それにより消費者ユーザはシ
ステムならびに自分のプロフィールおよび嗜好と対話することができる。消費者ＧＵＩで
、消費者は、システム上のアイテムおよびブランドの一覧を検索、閲覧、および表示する
ことができ、また、下記で詳しく説明するように、個々のアイテムデータオブジェクト表
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現、ブランドデータオブジェクト表現等を検索、閲覧、および表示することができ、その
オブジェクト表現は、フィルタリングされないか、かつ／または消費者ユーザの嗜好に基
づいてシステムによってフィルタリングされる。さらに、消費者ＧＵＩで、消費者は、自
分のシステム上でのプロフィールおよび嗜好を変更または編集することができる。同様に
、インターフェースは、ブランドの代表者（「ブランドユーザ」）がそのブランドのため
にシステムで生成されたブランド情報および／または対話データと対話できるように構成
されたブランドＧＵＩも含む。消費者インターフェースおよびブランドインターフェース
については下記でさらに詳しく説明する。
【０１７５】
　本システムの使用を図１（ｂ）に概略的に示す。消費者ユーザがシステム上でプロフィ
ール（１１６）を作成する（プロフィールの設定プロセスについては下記でさらに詳しく
説明する）。プロフィールは個別ユーザデータ（図１（ｂ）には図示せず）の構成要素で
あり、個別ユーザデータは総合ユーザデータテーブル（１１７）の構成要素である。シス
テムは、プロフィールで明らかにされた嗜好および興味関心に基づいて総合ユーザデータ
テーブルおよび総合ブランドデータテーブルをフィルタリングする（１１８）。消費者の
カスタマイズされたデータテーブルがこのフィルタリングプロセスで作成され（１１９）
、その結果が消費者ＧＵＩに表示される（１２０）。システムは、例えば消費者ユーザが
システムにログインするたびなど、周期的に総合ユーザデータテーブル、総合ブランドデ
ータテーブル、および消費者プロフィールを照会して更新があるかどうかを調べ（１２１
）、ユーザがシステムに入ると、プロセッサは、消費者ＧＵＩに表示されるデータを、リ
アルタイムで、または例えば毎分、５分、１０分、３０分、１時間等の周期で更新するよ
うにプログラムされる。前回の照会以降に１つまたはそれ以上の更新がある場合は、消費
者のカスタマイズされたデータテーブルが更新され（１２２）、更新がない場合は、消費
者のカスタマイズされたデータテーブルは更新されない（１２３）。
【０１７６】
　システム上のデータの転送および管理を図１（ｃ）に概略的に示す。システム上の各デ
ータオブジェクト、ユーザ、提供者、アイテム、およびカテゴリは、システム内で一意的
な識別子（ＩＤ）に関連付けられ、上記で図１（ａ）を参照して説明したように、各提供
者はシステム内で個別提供者データテーブルに関連付けられる（１２４）。さらに、各ユ
ーザ、アイテム、提供者、ブランド等は、システム内でデータオブジェクトに関連付けら
れ、各データオブジェクトは、システム上で総合データオブジェクトデータベース（１２
５）（図１（ａ）の要素（１０５）の構成要素）に記憶される。上記のように、各提供者
は、システム内で提供者プロフィールに関連付けられる（１２６）。各データオブジェク
トは、それを作成したユーザ（または提供者）のユーザ識別子（ＩＤ）への参照、および
そのデータオブジェクト中で参照されるユーザ、提供者、アイテム、カテゴリ等の一意的
なＩＤを含む。したがって、例えば、ユーザ識別子Ａを持つユーザ（下記で「ユーザＡ」
と参照する）が、ウェブページ（１２７）、モバイルアプリケーション用の表示（１２８
）、または他の表示機構（１２９）を介してシステムにアクセスし、例えば、識別子Ｘを
持つ提供者データオブジェクトをフォローすることを選択すると、システムが、識別子Ｘ
’を持つ派生データオブジェクトを作成する（１３１）。この例では、データオブジェク
トＸがソースデータオブジェクトであり、派生データオブジェクトＸ’はソースデータオ
ブジェクトＸの派生物である。派生データオブジェクトＸ’は総合データオブジェクトデ
ータベースに記憶される。システムは次いで、ユーザＡ、データオブジェクトＸ、および
データオブジェクトＸ’（１３２）間の関連付けを作成し、その関連付けがグローバル追
跡データベース（１３３）（これも図１（ａ）の要素（１０５）の構成要素である）に記
憶される。したがって、この特定の例では、作成される関連付けは、次のデータ：ユーザ
Ａ、データオブジェクトＸ、およびデータオブジェクトＸ’を含む。システムは次いで、
システム上のユーザＡのフォロワー、すなわちユーザＢ、Ｃ、およびＤのデータセットを
求めてグローバル追跡データベースを調べる（１３４）。ユーザＡにフォロワーがいない
場合、派生データオブジェクトＸ’の表現は、ユーザＡの１つまたはそれ以上のカスタマ



(52) JP 2016-522466 A 2016.7.28

10

20

30

40

50

イズされた領域、チャンネル、またはフィード、例えばシステム上で行われた最近のユー
ザＡの活動に関連する領域、チャンネル、および／またはフィードに表示される（１３５
）。ユーザＡにフォロワー、例えばユーザＢがいる場合、システムは、派生データオブジ
ェクトＸ’の表現を、システム上でユーザＢにとって新しいデータオブジェクト表現を表
示するように設計されたユーザＢのカスタマイズされた領域、チャンネルまたはフィード
（１３６）に表示する（１３７）；同様に、ユーザＡにさらに他のフォロワー、例えばユ
ーザＣおよびＤがいる場合、システムは、派生データオブジェクトＸ’の表現を、ユーザ
Ｃのカスタマイズされたチャンネルまたはフィード、およびユーザＤのカスタマイズされ
たチャンネルまたはフィードそれぞれに表示する。ユーザＡおよび／またはデータオブジ
ェクトＸ’に関連するグローバル追跡データベースにさらに他の関連付けが追加されると
、システムは、その追加的な関連付けをグローバル追跡データベースで特定し（１３８）
、追加的な関連付けのデータセットに更新があればＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに表示する。
【０１７７】
　さらに他の実施形態が図１（ｄ）に示され、この実施形態ではユーザＡがデータオブジ
ェクトＸの表現に「いいね」をする。上記のように、データオブジェクト表現をフォロー
する動作はシステム追跡嗜好に相当し、その結果、フォローされているデータオブジェク
トに基づいて派生データオブジェクトを生成させるのに対し、データオブジェクト表現の
「いいね」ではシステム追跡嗜好は生成されない。したがって、図１（ｄ）に示すように
、ユーザＡがデータオブジェクトＸの表現に「いいね」をすると、その嗜好が総合データ
オブジェクトデータベース内でデータオブジェクトＸに関連付けられ、同様に、データオ
ブジェクトＸに対するユーザＡの嗜好がユーザＡのプロフィール（アイテム嗜好データテ
ーブル（１４２）内の）に記憶されるが、システムは派生データオブジェクトは生成しな
い。ユーザＡとデータオブジェクトＸの間の関連付けが作成され、グローバル追跡データ
ベースおよび／または追加的な追跡データベースに記憶され、追加的な追跡データベース
は、グローバル追跡データベースの構成要素またはシステム内の別のデータベースである
。システムは、データオブジェクトＸの表現（１４０）をユーザＡのＧＵＩ領域、チャン
ネル、またはフィードの１つまたはそれ以上（１４１）に表示すると共に、ユーザＡのフ
ォロワーの１つまたはそれ以上の領域、チャンネル、またはフィードに表示する。
【０１７８】
　さらに他のデータ転送および管理の実施形態を図１（ｅ）に概略的に示す。ユーザがウ
ェブページ、モバイルアプリケーション、または他の表示機構を介してシステムに接触し
、自分のＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌを見ることを選択すると（１４３）、システムは、以前
にＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに表示されたデータオブジェクトのデータセットを取り出し（
１４４）、ユーザのＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌにこれまでに表示されていないオブジェクト
を求めて総合データオブジェクトデータベースを照会し（１４５）、新しいデータオブジ
ェクトのデータセットを生成し（１４６）、システム上で以前に表示または閲覧されたデ
ータオブジェクトを削除し（１４７）、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに新しいデータオブジェ
クト表現のデータセットを表示する（１４８）。総合データオブジェクトデータベースに
新しいデータオブジェクトがない場合、システムは、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌが空である
ことを知らせるメッセージをＧＵＩを介してユーザに表示する（１４９）。一実施形態で
は、システムは、例えば、データオブジェクトがＧＵＩに表示されたことをブラウザのＪ
ａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）を介して検出することにより、データオブジェクト表現
がユーザに閲覧されたかどうかを判定することができ、サーバにメッセージが送信されて
、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルからそのデータオブジェクトを削除するよう
にシステムに指示する。Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌが更新されると、そのデータオブジェク
ト表現はそれ以降表示されなくなる。あるいは、システムは、ブラウザでユーザが実際に
「見た」ことを検出するのではなく、単にこれまでにＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに提示され
たデータオブジェクトの記録を維持し、一旦提示されると、そのデータオブジェクトへの
参照がＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルから削除される。さらに別の代替実施形
態では、システムは、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに最初に表示されてから例えば１週間、１
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か月、３か月等の選択された時間以内にデータオブジェクトへの参照を削除することがで
きる。
【０１７９】
　システム上のデータ転送および管理のさらに他の例示が図１（ｆ）に概略的に示される
。ユーザＡは、（ｉ）自分のＧＵＩ（１０４）でシステムと接触し、提供者Ｚによって作
成されたデータオブジェクトであるデータオブジェクトＸの表現をフォローすることを選
択する（１３０）。上記のように、提供者Ｚはデータテーブル（１１２）で表され、デー
タテーブル（１１２）は、提供者ＺのＩＤを含むプロフィール（１２６）と、提供者Ｚの
アイテムカタログ（１１３）（カタログ中の各アイテムは一意的なアイテムＩＤを持つ）
と、連絡先、フォロワー、フォロー中のユーザのデータテーブル（１１４）と、興味関心
事および／またはカテゴリごとの関心事ＩＤおよび／またはカテゴリＩＤ、ならびに提供
者Ｚの興味関心事および／またはカテゴリにある各製品の一意的なアイテムＩＤを含む興
味関心および／またはカテゴリデータテーブル（１１５）とを含む。ユーザＡがデータオ
ブジェクトＸの表現をフォローすることを選択すると、その嗜好が（ｉｉ）ユーザＡのデ
ータテーブル（１０６）に記憶され、このデータテーブルは、ユーザＩＤ、ユーザＡの連
絡先、フォロワーを含むユーザＡのユーザプロフィール（１０７）と、フォロー中のユー
ザのデータテーブル（１１０）と、ユーザＡの嗜好（１０９）とを含む。総合データオブ
ジェクトデータベース（１２５）に記憶されたデータオブジェクトＸが、システムのフィ
ルタリングおよび分析プログラム（１０５）によって使用されて、（ｉｉｉ）識別子Ｘ’
を持つ派生データオブジェクトを生成する（１３１）。派生データオブジェクトＸ’も総
合データオブジェクトデータベースに記憶される。システムは次いで、（ｉｖ）ユーザＡ
、データオブジェクトＸ、およびデータオブジェクトＸ’間の関連付けを作成し（１３２
）、その関連付けが（ｖ）グローバル追跡データベース（１３３）（これも要素（１０５
）の一構成要素である）に記憶される。システムは次いで、グローバル追跡データベース
を調べて、（ｖｉ）システム上のユーザＡのフォロワー、すなわちユーザＢ、Ｃ、および
Ｄのデータセットを生成する（１３４）。システムは、（ｖｉｉ）システム上でそれぞれ
ユーザＢ、Ｃ、およびＤにとって新しいデータオブジェクト表現を表示するように設計さ
れたＢ、Ｃ、およびＤのカスタマイズされた領域、チャンネル、またはフィード（それぞ
れ１４９、１５０、および１５１）で、ユーザＡのフォロワー、例えばユーザＢ、Ｃ、お
よびＣに派生データオブジェクトＸ’の表現を表示する。
【０１８０】
　図１（ｃ）～（ｆ）に示すように、グローバル追跡データベースは、システムがデータ
オブジェクト、ユーザ、提供者、カテゴリ等の間の関係を特定できるようにする単純な編
成構造を提供する。それにより、システムは、データオブジェクト、ユーザ、提供者、カ
テゴリ等の間で進展する関係のネットワークを追跡することができる。例えば、図１（ｇ
）および上記の例に示すように、ユーザＡ、データオブジェクトＸ、および派生データオ
ブジェクトＸ’の間に関連付けが作成される（１３２）。システムは次いで、グローバル
追跡データベースでユーザＡのフォロワー／フォロー相手（followee）を照会し、ユーザ
Ａのフォロワー／フォロー相手であるユーザＢ、Ｃ、およびＤのデータセットを特定し（
１６８）、ユーザＡのフォロワー／フォロー相手をＡ－Ｘ－Ｘ’の関連付けに関連付け（
１６９）、次いで、ユーザＡ、ユーザＢ、Ｃ、およびＤのフォロワー／フォロー相手を派
生データオブジェクトＸ’に関連付ける（１７０）。この反復的なプロセスは、新しい関
連付けがグローバル追跡データベースに追加されるのに伴って継続的に使用される。
【０１８１】
　データオブジェクトとそれに付属するデータオブジェクト表現の一例を図１（ｈ）に示
す。データオブジェクトＸはデータベース（１５２）であり、これは、アイテムＩＤ（１
５３）、見出し（１５４）、アイテムの説明（１５５）、価格（１５６）、場合により画
像および／または媒体（１５７）、コメントフィールド（１５８）、提供者ＩＤ（１５９
）、場合によりアイテムに関連付けられたカテゴリのカテゴリＩＤ（１６０）、場合によ
り例えば製品ウェブサイト、提供者のウェブサイト、再販業者／販売業者のウェブサイト
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等のウェブサイトへのハイパーリンク（１６１）、ならびに、システム上の１人またはそ
れ以上のユーザおよび／または提供者がそのデータオブジェクトと行った１つまたはそれ
以上の対話（または対話データ）（１７１）を含む。上記のように、１つまたはそれ以上
の対話は、これらに限定されないが：データオブジェクト表現を見ること、データオブジ
ェクト表現に対する嗜好を表明すること、データオブジェクト表現についてコメントする
こと、データオブジェクト表現に関する会話に参加すること、データオブジェクト表現に
関する意見を提供すること、データオブジェクト表現の評価を提供すること、データオブ
ジェクト表現をクリックして追加的な詳細を見ること、データオブジェクト表現をクリッ
クして第１のブランドに置かれている情報を見ること、データオブジェクト表現に関する
調査に参加すること、データオブジェクト表現に関してブランドにさらに多くの情報を要
求すること、データオブジェクト表現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再
販業者から購入すること、データオブジェクト表現に表示された商品アイテムを直接その
ブランドから購入すること、データオブジェクト表現に表示された商品アイテムを個人か
ら購入すること、データオブジェクト表現に関する競売に参加すること、データオブジェ
クト表現に表示された商品アイテムを無料、貸し付け、販売、リース、および／もしくは
レンタルで提供すること、データオブジェクト表現に表示された商品アイテムの購入を要
求すること、データオブジェクト表現に表示された取り扱いが中止された商品アイテムを
ブランドおよび／もしくはその公認小売業者／再販業者が再開することを要求すること、
データオブジェクト表現に関する製品のアイデア、改良、および／もしくは改善をブラン
ドに提案すること、またはそれらの組み合わせを含むことができる。
【０１８２】
　システムは、データオブジェクトに含まれるデータを抽出して、データオブジェクトＸ
の表現（１６２）を生成し、この表現は、見出し（１６３）、アイテムの説明（１６４）
、価格（１６５）、画像および／または媒体（１６６）、コメントフィールド（１６７）
、場合によりウェブサイト、例えば製品のウェブサイト、提供者のウェブサイト、再販業
者／販売業者のウェブサイト等（図示せず）へのハイパーリンク、ならびにデータオブジ
ェクト表現との１つまたはそれ以上の対話（１７２）を含む。データオブジェクト表現は
、データベースに保持されているデータセット全体よりも少ない情報を含むこともでき、
例えば、アイテムＩＤ、提供者ＩＤ、およびカテゴリＩＤの視覚的表現を省略してもよい
。
【０１８３】
　図１（ｈ）を参照して本明細書で説明されるように、各データオブジェクトはそのデー
タオブジェクトについての対話データを含む。システムは、総合データオブジェクトデー
タベースにある各データオブジェクトについてすべての対話データを記憶するグローバル
対話データデータベースも含む。グローバル対話データデータベースは、グローバル追跡
データベースの下位構成要素とするか、またはシステム上で維持される別のデータベース
とすることができる。システムは、グローバル対話データデータベースに記憶された対話
データを使用して、本明細書に説明されるように、システムに参加する提供者に販売活動
データを生成する。特定の例では、データオブジェクトＸの表現が１０回「いいね」され
ており、ユーザＡもデータオブジェクトＸ表現に「いいね」をすると、システム上でデー
タオブジェクトＸの表現に「いいね」をしたユーザの数は１１人に増える。ユーザＡがデ
ータオブジェクトＸの表現の「いいね」を取り消すと、データオブジェクトＸの表現に「
いいね」をしているユーザの数は１０人に減る。使用状況の統計および他の分析を提供者
に報告するために、システムは、データオブジェクトとの対話の回数、例えばこの特定の
例ではデータオブジェクトＸの表現がシステム上でこれまでに受けた「いいね」の総数（
１１）を、データオブジェクトＸの表現がシステム上でこれまでに受けた「いいねを取り
消す」の総数（１）と共に記録して、現在の「いいね」の数が１０になるようにする。「
１０」が、データオブジェクトＸ表現のフィールド（１７２）に表示される「いいね」の
数である。データオブジェクト表現との各対話は、そのデータオブジェクト表現と対話し
たユーザのユーザＩＤおよびそれが発生した日付と共に、一つ一つグローバル対話データ
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データベースに記録される。それにより、システムが提供者に統計を表示し、ユーザ活動
の時系列の分析を行うことが可能になる。
【０１８４】
　特定の一例では、ユーザがどのようにデータオブジェクト表現と対話しているかを提供
者が把握したい場合、システムは、グローバル対話データデータベースで、システム上で
そのデータオブジェクト表現に関してユーザによって行われた対話のセットを照会するこ
とができる。システムで生成される対話のセットは、そのデータオブジェクトに関連付け
られたコメント、評価、「いいね」、共有、フォロワー等の数を含む。対話のセットは、
そのデータオブジェクトのクリックスルー率、そのデータオブジェクトに関連付けられた
購入数等も含む。提供者は、特定のデータオブジェクトに関連する対話データセットを、
提供者のカタログや競合提供者のカタログにある他のデータオブジェクトや、その特定の
データオブジェクトと同じ製品カテゴリにあるデータオブジェクト等と比較することもで
きる。上記および下記でさらに詳しく説明する他の販売活動分析は、データオブジェクト
に関連付けられグローバル対話データデータベースに記憶された対話データを使用して調
査することができる。
【０１８５】
　消費者ユーザプロフィールおよびインターフェース
　消費者ユーザは、サインインや、アイテム／ブランドの嗜好および／もしくは関心を指
定する、または個人情報を提供することなく、このシステムを使用することができる。こ
の実施形態では、システムは、未登録の消費者ユーザでもシステムのコンテンツを見られ
るようにするが、未登録の消費者ユーザのアクセス権は、システムの機能のうち制約のな
い機能に限定することができる。例えば、未登録の消費者ユーザは、総合ブランドデータ
テーブルおよび／または特定のブランドデータテーブルを検索する、アイテムおよび／ま
たはブランドの詳細（それぞれアイテムまたはブランドのデータオブジェクト表現）を見
る、全ユーザ間で行われている消費者ユーザおよびブランドユーザの活動を見る等ができ
るのに対し、登録した消費者ユーザは、１つまたはそれ以上のアイテムおよび／またはブ
ランドリストを作成したり、システム内で１つまたはそれ以上のアイテム、ブランド、お
よび／または個人をフォローすること等ができる。
【０１８６】
　好ましい実施形態では、消費者ユーザは、システム上でプロフィールを作成し、このプ
ロフィールは、ユーザの名前、電子メール、パスワード、および場合により１つまたはそ
れ以上の追加的なフィールド、例えば住所、電話番号、性別、誕生日、およその個人収入
または世帯収入、雇用情報、別のソーシャルネットワーキングウェブサイトへの参照、年
齢確認情報、例えば運転免許証番号や他の形態の個人識別、ニックネーム、アバター、出
生地、職業、趣味、出身校、婚姻状況、１人またはそれ以上の血縁者の年齢および身元等
を含む消費者ユーザプロフィールを含む。システム上でプロフィールを作成する方法が図
２（ａ）に示される。未登録の消費者ユーザがシステムにアクセスし（２０１）、場合に
より、システムのデモンストレーションを見ることによりシステムについて知る機会を与
えられる（２０２）。消費者ユーザがデモンストレーションを見ることを選択すると、シ
ステムはデモンストレーションをユーザに表示し（２０３）、未登録ユーザ用の最初のラ
ンディングページにユーザを誘導する（２０１）。また、消費者ユーザには、システムに
参加している様々なブランドを見る選択肢が与えられ（２０４）、場合により、検索可能
なブランド一覧を表示するようにシステムに指示し（２０５）、かつ／または消費者ユー
ザは、単に、システムに参加しているブランドを総合ブランドデータテーブルで検索する
ことができる。消費者ユーザには、システム上でプロフィールを作成する機会が与えられ
（２０６）、それが選択された場合、システムはサインアップ画面（２０９）を表示し、
この画面は、その消費者ユーザを識別するために後にシステムが使用する情報を含む（２
１０）。
【０１８７】
　一実施形態では、プロフィール作成プロセスは、１つまたはそれ以上の興味カテゴリへ
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の関心と、例えばユーザの趣味や職業等に関して、消費者ユーザから情報を収集すること
を含む。図３（ａ）はシステム上でプロフィールを作成する一方法の説明図である。図３
（ａ）はプロフィール作成画面の一例である。モジュールが一連の興味関心事を表示し（
３０１）、消費者ユーザが自身が好む興味関心事を選択する。モジュールは次いで、選択
された興味関心事のカテゴリに該当する一連のブランドを表示することができ、消費者ユ
ーザは、自分が関心を持たない興味カテゴリにあるブランドの選択を取り消すことができ
る（３０２）（図３（ｂ））。同様に、モジュールは、消費者ユーザがシステムをソーシ
ャルネットワーキングサイト内の自分の連絡先にリンクすると、その消費者ユーザがフォ
ローしている人々のアバターを表示することができ、消費者ユーザはシステム上でフォロ
ーしたくない人物の選択を取り消すことができる（図示せず）。さらに、モジュールは、
消費者ユーザが自分の興味関心事に照らして作成したいと思う可能性のある１つまたはそ
れ以上のリストを表示することができ、消費者ユーザは、システム上でデータを入れたい
と思わないリストの選択を取り消すか、かつ／またはシステム上でデータを入れたい新し
いリストを作成することができる（図３（ｃ））。
【０１８８】
　図３（ｄ）は、消費者ユーザがシステム上でどのようにプロフィールを作成することが
できるかを模式的に説明する図である。一実施形態では、消費者ユーザはソーシャルネッ
トワーキングサイトにサインインし（３０３）、システムのサインイン画面に誘導される
（３０４）。消費者ユーザは、自身のソーシャルネットワークのログインの資格証明を入
力するように促され（３０５）、システムは、ソーシャルネットワーク（３０７）に接続
して（３０６）、その資格証明が有効であることを確認する（３０８）。資格証明が有効
でない場合、システムは、そのソーシャルネットワークの資格証明を使用せずにログイン
するように消費者ユーザを促す。資格証明が有効である場合、システムは、総合消費者デ
ータテーブルを照会して（３０９、３１０）、その消費者ユーザがシステム上に既存のプ
ロフィールを持っていることを確認する（３１１）。消費者ユーザが既存のプロフィール
を持っている場合（３１２）、システムは、消費者ユーザプロフィールデータテーブル（
３１４）から取り出される情報に基づいて、そのプロフィールに対応する消費者ユーザの
ランディングページを表示する（３１３）。消費者ユーザが既存のプロフィールを持って
いない場合、システムは、その消費者ユーザにシステム上の新しいプロフィールを作成し
、プロフィール情報をその消費者ユーザの消費者プロフィールデータテーブルに記憶する
。システムは、上記で図３（ａ）～（ｃ）を参照して説明したように、消費者ユーザが自
分の好きなものを選べるようにブランドおよび／またはアイテムカテゴリの１つまたはそ
れ以上の一覧を消費者ユーザに提示し（３１５）、プロセスのこの段階で提示されるブラ
ンド、ブランドカテゴリ、アイテム、およびアイテムカテゴリに関する情報は、総合ブラ
ンドデータテーブルから供給される（３１６）。システムは、下記で説明する、お気に入
りウィザード（３１８）と呼ばれる、好きなものの選択（３１７）を容易にする機能も含
む。消費者ユーザは、好きなブランドおよびアイテムカテゴリを選択する（３１９）と共
に、任意選択の下位カテゴリ（図示せず）も選択し、システムは、このプロセスの情報を
総合ブランドデータテーブルから取り出し（３２０）、その結果をその消費者ユーザの消
費者ブランド嗜好データテーブルに保存する（３２１）。このプロセスが完了すると、消
費者ユーザプロフィールが作成されている（３２２）。
【０１８９】
　消費者ユーザがあるデータオブジェクトに対する嗜好を表明すると、システムソフトウ
ェアが、総合消費者データテーブル、個別消費者データテーブル、総合ブランドデータテ
ーブル、および／または個別ブランドデータテーブルに記憶されたフォロー相手／フォロ
ワー関係を照会することにより、そのデータオブジェクトを表示すべき消費者ユーザのＧ
ＵＩ、チャンネル、またはフィードを決定する。例えば、消費者ユーザのボブがシステム
上でブランドＹの靴をフォローし、ブランドＹが新しい靴のデータオブジェクトを追加す
ると、システムは、総合消費者データテーブル、個別消費者データテーブル、総合ブラン
ドデータテーブル、および／または個別ブランドデータテーブルを照会して、ボブがブラ
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ンドＹの靴に対して表明した嗜好を探し、新しい靴のデータオブジェクトが、ボブの消費
者ユーザＧＵＩの１つまたはそれ以上の領域、チャンネル、またはフィードに表示される
ようにする。システムは、データオブジェクトへの参照を、該当する事前定義またはカス
タマイズされたチャンネルまたはフィードのデータテーブルにコピーし、事前定義または
カスタマイズされたチャンネル各々に関連付けられた消費者ユーザは、そのチャンネルま
たはフィードのＧＵＩを次回更新した時にその新しいデータオブジェクトを見ることにな
る。さらに、これまでに消費者ユーザに見られていないデータオブジェクト表現を表示す
るためのチャンネルまたはフィード（例えば「Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌ」）について、あ
るデータオブジェクトが所与の消費者ユーザによって見られた、かつ／または以前にシス
テムによりその消費者ユーザのＧＵＩで消費者ユーザに提示されたとシステムが判定する
と、システムは、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルから参照を削除することによ
りそのデータオブジェクトをＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌから取り除く。一実施形態では、シ
ステムは、例えばデータオブジェクトが消費者ユーザのＧＵＩに表示されたことをブラウ
ザのＪａｖａＳｃｒｉｐｔ（登録商標）を介して検出することによりデータオブジェクト
が消費者ユーザによって見られたかどうかを判定することができ、サーバにメッセージが
送信されて、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルからそのデータオブジェクトを取
り除くようにシステムに指示する。Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌが更新されると、そのデータ
タイルは以降表示されなくなる。あるいは、システムは、消費者ユーザが自身のブラウザ
で実際に「見た」ことを検出するのではなく、代わりに、単にＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに
これまでに提示されたデータオブジェクトの記録を維持し、一度提示されると、そのデー
タオブジェクトへの参照がＮｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌのデータテーブルから削除される。さ
らに別の代替方式では、システムは、Ｎｅｗ　Ｃｈａｎｎｅｌに最初に表示されてから選
択された時間内、例えば１週間、１か月、３か月等の間にデータオブジェクトへの参照を
削除することもできる。
【０１９０】
　図３（ｅ）は、上記で参照したお気に入りウィザード（３１８）を示す図である。お気
に入りウィザードは、総合ブランドデータテーブル（３２０）から取り出される情報に基
づいて、消費者ユーザにすべての興味カテゴリの表示を提示する（３１９）。消費者ユー
ザは、好きな興味カテゴリ（３２１）と、場合により下位カテゴリ（３２２）を選択し、
それらの選択結果は消費者プロフィール（３２３）に保存される。システムは、場合によ
り、アイテム／ブランドの提案を生成するためにシステムが使用できる任意選択の情報、
例えば消費者ユーザの職業、平均世帯収入、自宅の所有権、購入の責任、子供、婚姻状況
等に関する１つまたはそれ以上のフィールドを提示することができる（３２４）。消費者
ユーザがプロフィールに任意選択の情報を含めることを選択すると、ユーザはその情報を
入力し（３２５）、情報は消費者プロフィール（３２３）に保存される。システムは、場
合により、消費者ユーザから提供された任意選択の情報および総合ブランドデータテーブ
ル（３２６）に保持されている情報に基づいて追加的な興味カテゴリおよび／またはブラ
ンドの提案（３２７）を生成し、消費者ユーザはその追加的な提案（３２８）から選択し
て、消費者ユーザプロフィール（３２３）に記憶されるプロフィールを生成する。
【０１９１】
　さらに他の実施形態では、お気に入りウィザードは、消費者ユーザのプロフィール情報
、例えば年齢層、性別、興味関心事を、システム上の類似する消費者ユーザのアイテムお
よび／またはブランドの選択と比較することもでき、システムがその比較に基づいて提案
を表示する。例えば、消費者ユーザが４５歳の男性でゴルフに興味がある場合、システム
は、システム上の同じ年齢層の他の男性の消費者ユーザで、同じくゴルフへの関心を表明
しているユーザのアイテム／ブランドの嗜好を調査し、それらの他の消費者ユーザが選択
しているアイテムおよび／またはブランドを、提案されるお気に入りとして表示する。
【０１９２】
　以下の例は、上記で説明し、図３（ａ）～（ｅ）に示したプロフィール作成システムを
説明するものであり：消費者ユーザが１つまたはそれ以上の好ましい興味カテゴリ、例え
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ばスポーツおよびアウトドアを特定し、システムは、例えばスポーツおよびアウトドアの
カテゴリにある１つまたはそれ以上の好ましい興味関心事の下位カテゴリを表示し、消費
者ユーザは、チームスポーツ、運動およびフィットネス、アウトドアの娯楽、運動および
アウトドア用衣料等への関心を指定することができる。選択された追加的な興味カテゴリ
ごとに、消費者ユーザは、場合により、例えば玩具のカテゴリ内で興味関心事の下位カテ
ゴリを選択することができ、消費者ユーザは、ビデオゲーム、人形、および／または組み
立て玩具への関心を指定することができ、小型消費者家電のカテゴリでは、カメラ、電話
機、および／またはラジオへの関心を指定することができる。各好ましい興味関心事の下
位カテゴリはさらに追加的な下位カテゴリに分けることができ、例えばカメラの下位カテ
ゴリでは、消費者ユーザはデジタルカメラ、ＳＬＲ、ビデオカメラ等への関心を指定する
ことができる。システムは１つまたはそれ以上の事前定義された興味カテゴリおよび下位
カテゴリを含めることができ、かつ／または、消費者ユーザが消費者ユーザに固有の興味
カテゴリおよび下位カテゴリを定義することができる。上記のように、各カテゴリ（およ
び下位カテゴリ）は一意的なＩＤを含み、そのカテゴリに関連付けられた製品および／ま
たはブランドも一意的なＩＤを含む。したがって、消費者ユーザがシステム上で特定のカ
テゴリの製品に対する嗜好を表明すると、システムによってユーザＩＤとカテゴリＩＤと
の間に関連付けが作成され、システムはその関連付けを使用してそのカテゴリに含まれる
アイテムＩＤを特定し、それらのアイテムＩＤをユーザに表示する。したがって、システ
ムは、一意的なユーザＩＤ、カテゴリＩＤ、およびそのカテゴリ内のアイテムＩＤを一致
させて、ユーザの嗜好に合致する、特化したデータオブジェクトのサブセットを生成する
。
【０１９３】
　消費者ユーザが興味カテゴリおよび／または１つまたはそれ以上の下位カテゴリを選択
すると、選択画面が更新されて、システムに参加しているブランドの中で、消費者ユーザ
によってハイライト表示された興味カテゴリおよび／または下位カテゴリ内に分類されて
いる代表的なブランドを表示する。一実施形態では、ブランドは、追加料金を払うことに
より選択画面で目立つように表示されることができ、例えば、選択された興味カテゴリに
分類された代表的なブランドの第１のグループ化の中に表示されるようにすることができ
る（これは下記で詳しく説明するアイテムを「宣伝強化（feature）」する一方式の例で
ある）。興味カテゴリ選択の工程は、選択プロセス中のいつでも消費者ユーザによって更
新することができる。個々のブランドロゴを使用して様々な代表的ブランドを選択画面に
表示することができ、またはフィールドがブランド名によるブランドの一覧を含むことが
できる。消費者ユーザは、プロフィール設定に提供されるリストから１つまたはそれ以上
のブランドを選択および／または選択解除することができ、すなわち好きなブランドを選
択する、かつ／または、消費者ユーザがシステム上で閲覧したくないブランドを削除する
ことができる。あるいは、消費者ユーザは、プロフィール設定に提供されたリストでブラ
ンドの選択および／または選択の取り消しをする必要が一切なく、その場合、消費者ユー
ザは、その消費者ユーザが選択した一般的な興味カテゴリ／下位カテゴリに分類されたす
べてのブランドからの情報を見ることができる。例えば、消費者ユーザは、任意のブラン
ドまたは特定のデザイナーの女性用衣料への関心を指定することができる。また、消費者
ユーザは、特定の製造者の女性用衣料の選択を取り消すことができ、するとシステムが指
示されて、その消費者ユーザの結果をフィルタリングしてその製造者をその消費者ユーザ
の表示から除外する。さらに、消費者ユーザは、プロフィール設定中の任意の時にブラン
ド選択プロセスのすべてまたは一部を更新することができる。
【０１９４】
　それに加えて、またはそれに代えて、消費者ユーザは、特定の興味カテゴリを全く参照
せずに、プロフィール設定時に１つまたはそれ以上のブランドを選択することもできる。
その実施形態では、システムが、システムに参加しているブランドの一覧を提示し、消費
者ユーザが関心のあるブランドを選択する。ブランドの一覧は、例えばアルファベット順
や１つまたはそれ以上の興味カテゴリに分類するなど、任意の順序で消費者ユーザに表示
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することができる。消費者ユーザは、システムがブランドのアイテム提供の結果をフィル
タリングしてその消費者ユーザがすでに所有しているアイテム／ブランドを除外できるよ
うに、自身がすでに所有しているアイテム／ブランドや体験しているアイテム／ブランド
に関する情報を提供することもできる。これに関して、システムは、必ずしもシステムや
一般市場で新たに発売されたアイテムでなくとも、所与の消費者ユーザにとって新しいア
イテムを含む、的を絞った買い物の結果を提供することができる。
【０１９５】
　システムは、消費者ユーザの買い物の嗜好に関してシステムにより多くの情報を与える
可能性のある追加的な情報を、消費者ユーザから収集することができる。例えば、システ
ムは、職業、収入、自宅の所有権、消費者ユーザが主として世帯用の買い物をする責任を
負っているかどうか、ならびに消費者ユーザに子供がいるかどうかおよび子供のおよその
年齢層に関する情報を収集することができる。消費者ユーザが主として世帯用の買い物を
する責任を負っているかどうかについての情報は、消費者ユーザは家庭用アイテムに関心
を持たない可能性もあるものの、主に世帯の買い物をする者として、例えば家庭を維持す
ることに関連する製品やサービスなど、家庭用品に関連するアイテムや掃除用品等には関
心を持つと思われるためである（消費者ユーザは、そのようなアイテムについての情報を
受け取ることに関心がない場合は、そのような情報を提供しないことを選択することもで
きる）。同様に、消費者の子供の数についての情報は、消費者ユーザがプロフィール作成
プロセスの別の段階でそのようなアイテムについての関心を必ずしも表明していなくとも
、消費者の関心が例えば衣料や玩具など子供向けのアイテムに及ぶ可能性があることをシ
ステムおよび／またはブランドに知らせることができる（消費者ユーザは、そのようなア
イテムについての情報を受け取ることに関心がない場合は、そのような情報を提供しない
ことを選択することもできる）。そのような追加的情報の任意選択のカテゴリをユーザの
プロフィールに追加して、システムがユーザに表示できるデータオブジェクトの範囲を広
げることができる。
【０１９６】
　消費者ユーザは、１人またはそれ以上の連絡先のリストを自分のプロフィールに含める
こともできる。連絡先はシステムの消費者ユーザである必要はない。好ましい実施形態で
は、消費者ユーザの連絡先の１人またはそれ以上もシステムの消費者ユーザ（「他の消費
者ユーザ」）である。一実施形態では、消費者ユーザの連絡先データテーブルは、ソーシ
ャルネットワーキングウェブサイトの消費者ユーザの連絡先データテーブルにある１人ま
たはそれ以上の連絡先を取り込むことによって埋めることができる。それに代えて、また
はそれに加えて、連絡先データテーブルは、電子メール交換システムの消費者ユーザの連
絡先データテーブルから１人またはそれ以上の連絡先を取り込むことによって埋めること
もできる。一実施形態では、連絡先データテーブルは、その消費者ユーザがフォローして
いる個人および／もしくはブランドのリスト、ならびに／またはその消費者ユーザをフォ
ローしているブランドおよび／もしくは個人のリストを含む。あるいは、消費者ユーザの
プロフィールは、その消費者ユーザがフォローしている個人および／もしくはブランドの
リスト、ならびに／またはその消費者ユーザをフォローしているブランドおよび／もしく
は個人のリストを含むフォロー／フォロワーデータテーブルを含むことができ、フォロー
／フォロワーデータテーブルは連絡先データテーブルとは分かれている。
【０１９７】
　このシステムでは、消費者ユーザが、システムを介して連絡先またはソーシャルネット
ワーキングサイトの連絡先との対話を管理できるようにすることができ、例えば、特定の
ソーシャルネットワーキングサイトに参加している本システム上のすべてのユーザを閲覧
、検索する、ソーシャルネットワーキングサイトを介して他のシステムのユーザに連絡先
になるように誘う、本システムを介して友達の招待を承認および／もしく拒否する、シス
テム上の連絡先リストから連絡先を削除する、本システムを介して連絡先もしくはそれら
のネットワークにいる１人またはそれ以上の連絡先にプライベートメッセージを送る、連
絡先のネットワーク内にいる連絡先からの本システムを通じた通信をブロックする、かつ
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／または、システム上での友達もしくは連絡先の不正行為をシステム管理者に報告するこ
とができる。さらに、消費者ユーザは、自分の連絡先リストを格子またはリスト形式で見
る、連絡先または連絡先リストを名前または名字のアルファベット順で並べ替える、連絡
先もしくは連絡先リスト、グループの連絡先もしくは１つまたはそれ以上のリストの連絡
先にキーワード（または名前）検索を行い、連絡先または連絡先リストをフィルタリング
してすべての連絡先、最近追加された連絡先、および／またはプロフィールが更新されて
いる連絡先等を表示する、１つまたはそれ以上の好ましいリスト、例えばギフトリストお
よび／またはウォッチリストに連絡先リストから連絡先を追加することができる。
【０１９８】
　また、消費者ユーザは、自分の好きな興味関心事、アイテムおよび／またはブランドを
入れた１つまたはそれ以上のリストを、自分の消費者ユーザプロフィール中に作成するこ
ともできる。各個別消費者プロフィールは、消費者ユーザの購入の嗜好、例えばブランド
の嗜好、アイテムの嗜好、および興味カテゴリを含む１つまたはそれ以上の追加的なデー
タテーブルを含む。１つまたはそれ以上の追加的なデータテーブルは、消費者ユーザによ
って定義された任意の方式で編成された１つまたはそれ以上のアイテムリストを含むこと
ができる。例えば、消費者ユーザは、１つまたはそれ以上のリストを作成することができ
、それらのリストは、これらに限定されないが：欲しいアイテム、所有しているアイテム
、使用したことがあるアイテム、好きなアイテム、第三者に対して消費者が特定したアイ
テム、消費者が閲覧したアイテム、連絡先との間で消費者が共有またはコメントしたアイ
テム、消費者との間で連絡先が共有またはコメントしたアイテム、およびすべてのアイテ
ムを含み、また１つまたはそれ以上のブランドリストも含み（これも消費者ユーザによっ
て定義された任意の方式で編成される）、ブランドリストは、これらに限定されないが：
欲しいブランド、所有しているブランド、使用したことがあるブランド、好きなブランド
、第三者に対して消費者が特定したブランド、友達との間で消費者が共有またはコメント
したブランドデータオブジェクト表現、消費者との間で友達が共有またはコメントしたブ
ランドデータオブジェクト表現、およびすべてのブランドを含む。
【０１９９】
　例えば、消費者ユーザは、特定の理由のためのアイテムのリスト、例えば欲しいものリ
スト、ギフトリスト、誕生日リスト、および／または祝日用リスト等を１つまたはそれ以
上作成することができる。本明細書で使用される場合、欲しいものリストは消費者ユーザ
が欲しいと思っているアイテム／ブランドのリストであり、ギフトリストは、第三者への
贈答品として消費者ユーザが欲しいと思う可能性のあるアイテム／ブランドのリストであ
る。誕生日リストおよび祝日用リストはそれぞれ、特定の機会のために作成することがで
きる特化されたギフトリストの例である。一実施形態では、消費者ユーザは、自身の消費
者ユーザプロフィール中にある１つまたはそれ以上のリストへのアクセス権を１人または
それ以上の連絡先に与えることができる。例えば、消費者ユーザは、自分のプロフィール
にあるリストのうち限られた数のリスト、例えば欲しいものリストもしくはギフトリスト
だけへのアクセス権を友達に与えることができ、または連絡先の１人またはそれ以上には
すべてのリストへの完全なアクセス権を与えることができる。これに関して、友達に与え
られるアクセス権は閲覧のみのアクセスとすることも、または消費者ユーザのリストにあ
るアイテムの１つまたはそれ以上についてコメントする許可を消費者ユーザから友達に与
えることもできる。例えば、消費者ユーザが任意のイベントのための欲しいものリスト、
例えば結婚レジストリや出産レジストリなどを作成した場合、消費者ユーザは、そのレジ
ストリへのアクセス権を１人またはそれ以上の連絡先に与えることができ、その連絡先に
は、レジストリにある１つまたはそれ以上のアイテムを自身が購入したかどうかを知らせ
ることを許可することができ、場合により、名前で自身を識別することができる。さらに
、消費者ユーザのプロフィールは、消費者ユーザがブックマークしているシステム上で入
手可能なアイテムおよび／またはブランドページのリストも含むことができ、その消費者
ユーザのブックマークへのアクセス権を１人またはそれ以上の連絡先に与えることができ
る。
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【０２００】
　アイテムおよび／またはブランドのデータオブジェクト表現について、消費者ユーザは
、コメントを提供する、レビューを書く、かつ／またはアイテムもしくはブランドを評価
付けすることができる。ブランドまたはアイテムに関する１人のユーザから別のユーザへ
のコメントは任意の内容とすることができ、これらに限定されないが、そのアイテムを自
分または人のために購入することを勧める提案、あるユーザがそのアイテムを好きである
、または好きでない旨の通知、あるユーザが別のユーザからアイテムを購入したい旨の通
知等が含まれる。アイテム／ブランドの評価およびレビューについての以下の属性を、消
費者ユーザが自身のコメントおよび／またはレビューに含めることができる：消費者ユー
ザの名前入りまたは匿名の評価、コメントまたはレビューをした日付、評価（例えば１～
５個の星の数による方式や、システムによって作成された別の評価システム）、ならびに
コメントおよび／またはレビューの文章。好ましい実施形態では、消費者ユーザは、アイ
テムおよび／またはデータオブジェクト表現についてのコメントを提供することができ、
その消費者ユーザの連絡先も同じことをすることができる。ブランドも、アイテムおよび
／またはブランドのデータオブジェクト表現についてのコメントを含めることができる。
フィルタリングプログラムはシステム上の個々の消費者ユーザに関連する情報を選択する
ように構成されるので、連絡先、フォロワー、および／またはその特定の消費者ユーザに
フォローされている者、ならびに／またはその消費者ユーザが関心を表明しているブラン
ドから提供されたコメントだけが、その特定の消費者ユーザのインターフェースに表示さ
れる時にそのアイテムおよび／またはブランドに対応するデータオブジェクト表現に表示
される。
【０２０１】
　また、上記のように、消費者ユーザは次のようにデータオブジェクト表現と対話するこ
ともできる：１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現を見る、嗜好を表明する、１
つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現および／もしく派生データオブジェクト表現
についてコメントする、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現もしく派生データ
オブジェクト表現に関する会話に参加する、意見を提供する、評価を提供する、１つまた
はそれ以上のデータオブジェクト表現をクリックしてさらなる詳細を見る、１つまたはそ
れ以上のデータオブジェクトをクリックして第１のブランドに置かれている情報を見る、
調査に参加する、さらなる情報を要求する、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表
現に表示された商品アイテムを第三者の小売業者／再販業者から購入する、サブセット中
の１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテムをブランドか
ら直接購入する、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された商品アイテ
ムを個人から購入する、競売に参加する、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオ
ブジェクト表現に表示された商品アイテムを無料、貸し付け、販売、リース、および／も
しくはレンタルで提供する、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現に表示された
商品アイテムの購入を申請する、サブセット中の１つまたはそれ以上のデータオブジェク
ト表現に表示された取り扱いが中止された商品アイテムを第１のブランドおよび／もしく
はその公認小売業者／再販業者が再開することを要求する、サブセット中の１つまたはそ
れ以上のデータオブジェクト表現に関して製品に関するアイデア、改良、および／もしく
は改善を第１のブランドに提案する、１つまたはそれ以上のリストからデータオブジェク
ト表現を削除する（「リストから削除（de-listing）」する）、個人もしくはグループと
データオブジェクト表現を共有する、例えばデータオブジェクト表現（もしくはデータオ
ブジェクトへのハイパーリンク）を電子メールで送信する、そのデータオブジェクトへの
ハイパーリンクをソーシャルネットワーキングシステム等に含める、データオブジェクト
の「いいね」を取り消す、例えば消費者ユーザのプロフィール中の「いいね」したデータ
オブジェクト表現のリストからそのデータオブジェクト表現を削除する、「友達関係を取
り消す」、例えば消費者ユーザのプロフィールの「友達」のリストからそのデータオブジ
ェクト表現を削除する、またはそれらの組み合わせ。
【０２０２】
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　消費者ユーザが消費者ユーザプロフィールとシステムプロフィールを作成すると、その
消費者ユーザから提供された情報がネットワークによって整形されて、消費者ユーザのプ
ロフィールに合わせた消費者ユーザＧＵＩまたは消費者ユーザのランディングページ（ま
たは「ホームページ」）を作成する。消費者ユーザＧＵＩのランディングページの非制限
的な例を図４（ａ）～（ｆ）に示す。ＧＵＩは、検索フィールド（４０２）および任意選
択の消費者のアバター（４０３）を含む見出し（４０１）を含み、このアバターにより、
そのアバターで表される消費者に合わせてシステムによってカスタマイズされたＧＵＩと
して消費者ユーザＧＵＩが識別される（代替実施形態では消費者のアバターの代わりにユ
ーザ名フィールド（図示せず）を用いることもできる）。一連のデータオブジェクト表現
が図４（ａ）（４０４）に示され、より詳細なデータオブジェクト表現の表示が図４（ｂ
）に示され、ここでは、データオブジェクト表現は、アイテムの選択可能な共通の視覚的
表現を含み、視覚的表現は、アイテムの画像（４０５）、見出し（４０６）、価格（４０
７）、およびコメントフィールド（４０８）を含み、コメントフィールドは、データオブ
ジェクト表現に表されるアイテムの提供元ブランド（４０９）を含む個々の消費者ユーザ
の連絡先またはフォロワーからのコメントを含むと共に、コメントフィールドにコメント
を追加するためにユーザが選択できるフィールド（４１０）を含む。追加的なアイテムの
データオブジェクト表現が４１１に示され、これは消費者ユーザが関心を表明したアイテ
ムまたはブランドに関連する販売促進情報を含んでいる。消費者ユーザインターフェース
は活動フィード（４１２）も含むことができ、これは、消費者ユーザがこれまでにシステ
ム上で関与した活動および／または消費者ユーザの連絡先もしくはフォロワーの活動に関
する情報を提供する。活動フィードは、古い順、新しい順、無作為の順序、または消費者
ユーザによって定義された順序で表示することができる。好ましい実施形態では、活動フ
ィードは新しい順に表示される。各データオブジェクト表現はアイコン（４１３～４１４
）も含むことができ、それらのアイコンを消費者ユーザが選択して、そのデータオブジェ
クトに対する嗜好を示すことができ（例えば「いいね」（４１３）や「フォローする」（
４１４））、またはその消費者ユーザの友達もしくはフォロワーによってコメントフィー
ルドが追加されていない場合は、そのデータオブジェクト表現に関するコメントを追加す
ることができる（４１５）。
【０２０３】
　上記のように、各データオブジェクト表現は消費者ユーザによって選択することができ
、システムはそのデータオブジェクトに関連する追加的な情報を表示する。データオブジ
ェクト表現のより詳細な表示の例を図４（ｃ）に示す。詳細な表示は、１つまたはそれ以
上のアイテムの画像、アイテムの見出し、アイテムの価格、アイテムの詳細な説明、購入
の選択肢、およびコメントフィールドを含み、コメントフィールドは、データオブジェク
トに表されたアイテムの提供元ブランドを含む個々の消費者ユーザの連絡先からのコメン
ト、ならびにコメントフィールドにコメントを追加するためにユーザが選択できるフィー
ルドを含む。
【０２０４】
　図４（ｄ）は、ランディングページを介して（例えば消費者ユーザのアイコンまたはユ
ーザ名の下方にあるドロップダウンメニュー（図示せず）を介して）消費者ユーザがアク
セスして、システム内で自身が作成した１つまたはそれ以上のリストに関してさらに詳細
を提供できる画面の一実施形態を示す。各リストはデータオブジェクト表現（４１６）で
表され、そのデータオブジェクト表現は、そのリストの名前（４１７）と、場合により、
そのリストに含まれるアイテムの１つまたはそれ以上の画像（４１８）を含む場合がある
。消費者ユーザがランディングページを介してアクセスできる別の画面を図４（ｅ）に示
し、この画面は、消費者ユーザがシステム上でフォローしている１人またはそれ以上の個
人および／もしくはブランド、ならびに／またはシステム上でその消費者ユーザをフォロ
ーしている１人またはそれ以上の個人および／もしくはブランドに関するさらなる詳細を
含む。各個人またはブランドはデータオブジェクト表現（４１９）で表され、データオブ
ジェクト表現は、個人またはブランドの名前（４２０）と、場合により、アバター（４２
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１）、またはブランドのロゴもしくは商標（４２２）を含むことができる。さらに、消費
者ユーザは、システム上で消費者ユーザがシステム上でフォローしている個人および／も
しくはブランドのグループ、ならびに／またはシステム上でその消費者ユーザをフォロー
している１人またはそれ以上の個人および／もしくはブランドに関するさらなる詳細を含
む画面（図４（ｆ））に、ランディングページを介してアクセスすることができる。各個
人またはブランドのグループは、データオブジェクト表現（４２３）で表され、そのデー
タオブジェクト表現は、グループ名（４２４）と、場合により、１つまたはそれ以上のア
バター（４２５）、またはブランドのロゴもしくは商標（４２６）を含むことができる。
【０２０５】
　上記のように、消費者ユーザは、例えば連絡先またはフォロワーとアイテムまたはブラ
ンドを共有することや、データオブジェクト表現を追加および／またはコメントすること
等により、システム上で１人またはそれ以上の連絡先と対話することができる。特定の一
実施形態では、消費者ユーザは、本システムを使用して、自身が関心を持っている１つま
たはそれ以上のアイテムまたはブランドのデータオブジェクト表現に関して１人またはそ
れ以上の連絡先またはフォロワーにコメントを要求することもできる。例えば、消費者ユ
ーザが２つ以上のアイテムの購入を検討している場合、システムを介してそれらのアイテ
ムのページを１人またはそれ以上の連絡先またはフォロワーと共有し、それらの連絡先ま
たはフォロワーに、購入すべきアイテムもしくはブランドに投票するか、またはその他の
形でコメントするように求めることができる。一実施形態では、システムは投票機構を提
供し、その投票機構がシステムを介して消費者ユーザから１人またはそれ以上の連絡先ま
たはフォロワーに送られ、１人またはそれ以上の連絡先またはフォロワーは、投票機構で
、当該消費者ユーザが購入すべきアイテムまたはブランドのアイテムを示すことができる
。また、投票機構は、１人またはそれ以上の連絡先またはフォロワーがアイテムの提供に
ついてコメントできるフィールドも含む。
【０２０６】
　同様に、システムは様々な形態でアイテム／ブランドを表示し、そのような形態には、
これらに限定されないが、格子、リスト、スライドショー、および／またはカルーセル形
式が含まれ、システムは、消費者ユーザが表示されているアイテム／ブランドを次々に見
られるようにする。システムは、アイテムの合計数を表示することができ、かつ／または
消費者ユーザが所与のページで閲覧できるアイテム数を指定することができる。システム
は、宣伝強化アイテムおよび／または未発売のアイテムを、表示形式で他のアイテムから
視覚的に区別できるように表示することができる。スライドショーおよび／またはカルー
セル形式では、消費者ユーザは、スライドショーを全画面モードまたは部分画面モードで
見ることができる。表示形式は、選択された表示からアイテムの詳細ページに移動する機
能と、アイテムをブックマークして後に詳しく見るためにアイテムの編集リストを作成す
る機能を含む。また、スライドショーおよび／またはカルーセル形式は、消費者ユーザが
スライドショーの最初と最後に移動できるナビゲーション制御、スライドショーの１ペー
ジを早送りおよび巻き戻すナビゲーション制御、スライドショーを連続的に再生および／
または一時停止できるナビゲーション制御を含む。表示形式はいずれも、消費者ユーザが
カーソル／マウスをアイテム上に移動するとアイテムの画像の上にクイックビューボタン
を提供することもできる。クイックビューは、アイテム詳細の要約リストを含むポップア
ップ式の副ディスプレイを表示することができ、クイックビューで、消費者ユーザはクイ
ックビューから完全なアイテムの表示ページに移動することもできる。
【０２０７】
　また、本明細書に記載されるランディングページは、システムの他の消費者ユーザにつ
いての情報のサンプルを表示することができ、そのような消費者ユーザには、これらに限
定されないが、連絡先、フォロワー、有名人、ある分野の専門家、および評論家が含まれ
る。一実施形態では、システムがランディングページに表示する他の消費者ユーザのカテ
ゴリを消費者ユーザが選択することができる。また、消費者ユーザは、例えば特定の連絡
先、フォロワー、有名人、ある分野の専門家、および／もしくは評論家など、ランディン
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グページに表示したい特定の追加的な消費者ユーザを特定することができ、または連絡先
、フォロワー、有名人、および／もしくは評論家のグループを選択することができる。あ
るいは、例えば消費者ユーザからの指示がない場合には、ランディングページに表示する
ことができる追加的な消費者ユーザをシステムが無作為に選択することもできる。例えば
、システムは、消費者ユーザの連絡先データテーブルにある連絡先またはフォロワーに関
する情報を無作為に表示することができ、システムは、ランディングページにおける連絡
先データテーブルにある連絡先に関する情報の表示を定期的に循環させることができ、例
えば消費者ユーザがシステムにログインするたびや、毎日、週に一度、月に一度などの周
期でシステムによって変更を実施することができる。同様に、システムは、有名人、ある
分野の専門家、および／または評論家、例えば消費者ユーザが自分の嗜好で明らかにした
特定のアイテムおよび／またはブランドを特定した有名人、ある分野の専門家、および／
または評論家に関する情報を無作為に表示することもできる。システムは、ランディング
ページにおける有名人および／または評論家に関する情報の表示を定期的に循環させるこ
とができ、例えば、消費者ユーザがシステムにログインするたび、毎日、週に一度、月に
一度などの周期でシステムによって変更を実施することができる。
【０２０８】
　システムは、１つまたはそれ以上のシステム基準に基づいて宣伝強化アイテムの集まり
を表示することができる。例えば、システムは、システムの消費者ユーザによって最も閲
覧／検索されたアイテムの集まりを表示することができ、それらのアイテムは、例えばア
イテムページの閲覧回数、アイテムページがシステムの消費者ユーザによって好ましいア
イテムリスト（例えばお気に入りリスト、欲しいものリスト、ウォッチリスト、および／
もしくはギフトリスト）に追加された回数、アイテムページがシステムの消費者ユーザに
よってブックマークされた回数、および／または消費者ユーザによるアイテムの評価、か
ら選択される基準の組み合わせによって順位付けされる。システムは、システムの消費者
ユーザから提供された評価が最も高いアイテムの集まりを表示することもできる。さらに
、システムは、消費者ユーザのプロフィールに基づいて、消費者ユーザから推薦されたア
イテムの集まりを表示することもできる。消費者ユーザは、次の基準の１つまたはそれ以
上：ブランド、価格、平均レビュー、検索基準との関連度、発売日等に基づいて、そのよ
うなアイテムの集まりの結果を昇順または降順でフィルタリングすることができ、消費者
ユーザは、その集まりまたは集まりをフィルタリングした表示を、格子、リスト、カルー
セル、またはスライドショーの提示ビューで表示することができる。
【０２０９】
　システムは、システム上で利用可能なすべてのブランドの一覧も表示することができる
。データテーブルは、アルファベット順、および／または興味カテゴリ／下位カテゴリご
とに編成することができる。消費者ユーザは、すべてのブランドデータテーブルにあるブ
ランドおよびアイテムのキーワード検索を行うことができ、消費者ユーザは、次の基準：
アイテム／ブランドのカテゴリ、時間、価格、平均顧客レビュー、関連度、発売日等に基
づいて、ブランドデータテーブルおよび／またはキーワード検索の結果をフィルタリング
することができる。消費者ユーザは、すべてのブランドデータテーブルまたはデータテー
ブルをフィルタリングした表示を格子、リスト、カルーセル、またはスライドショーの提
示ビューで表示することができる。
【０２１０】
　このシステムでは、消費者ユーザは、アイテム／ブランドページとそれに関連するすべ
ての内容を含むサイトを、キーワード検索を使用して検索することができる。システムは
、次のコンテンツ種別：ブランド、アイテム、記事、レビュー、ブログ等、に従って検索
結果を分けることができる。コンテンツ種別ごとにその種別の検索結果数が表示され、コ
ンテンツ種別ごとの検索結果はリスト形式で表示される。ブランドの検索結果の表示は、
各種情報の中でも特に、ブランドロゴの画像、ブランド名、ブランドの説明を含むことが
できる。消費者ユーザは、ブランドのロゴまたはブランドの名前をクリックすることによ
りブランドのページを見ることができる。アイテム検索結果の表示は、次の属性の１つま
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たはそれ以上：１つまたはそれ以上のアイテムの画像、アイテム名、アイテムの説明、価
格、平均アイテム評価、および評価数を含むことができる。消費者ユーザは、アイテムの
画像またはアイテム名のどちらかをクリックすることによりアイテムのアイテム詳細ペー
ジを見ることができる。記事内で行った検索の結果の表示は、提供されている場合は著者
の写真、著者名、記事の題名、記事が書かれた日付、および記事の紹介を含むことができ
る。消費者ユーザは、記事の題名をクリックすることにより記事全体を見ることができる
。アイテムのレビュー内で検索を行った結果の表示は、レビュー対象のアイテムの写真、
アイテムの名前、レビューした人物の名前または別名、レビューが書かれた日付、および
レビューの紹介を含むことができる。消費者ユーザは、レビューの題名をクリックするこ
とによりレビュー全体を見ることができる。ブログ内で検索を行った結果の表示は、ブロ
ガーの写真またはアバター、ブロガーの名前または別名、ブログが書かれた日付、ブログ
のタイトル、およびブログの紹介を含むことができる。消費者ユーザは、ブログのタイト
ルをクリックすることによりブログ全体を見ることができる。
【０２１１】
　システムは、新しいアイテム／ブランドに関する通知ならびに／またはアイテムおよび
／もしくはブランドについての新しい情報を消費者ユーザに送るように構成され、消費者
ユーザはそのような通知を様々な方法で受け取ることができる。一実施形態では、そのよ
うな通知は、派生データオブジェクトを含むアイテムまたはブランドデータオブジェクト
に変更を加えることであり、そのような変更があったデータオブジェクト表現は、上記の
ように新しい順に消費者ユーザＧＵＩに表示される。それに加えて、またはそれに代えて
、システムは、電子メール、テキストメッセージ、および／またはプライベートメッセー
ジで消費者ユーザに通知することもできる。システムは、ソーシャルネットワーキングサ
イト、例えばＦａｃｅｂｏｏｋ、Ｔｗｉｔｔｅｒ、Ｆｒｉｅｎｄｓｔｅｒ、ＭｙＳｐａｃ
ｅ等の中で消費者ユーザに通知を送ることもできる。システムの他の消費者ユーザまたは
ブランドが消費者ユーザに各種の通知を送ることができ、そのような通知にはこれらに限
定されないが：（ａ）システムの消費者ユーザが、アイテム、興味カテゴリ、ブランド、
ブランドカテゴリ等に関するメッセージをさらに他の消費者ユーザに送ることができ；（
ｂ）ブランドが消費者ユーザにアイテム、ブランド、興味カテゴリ等に関連する新しい情
報に関するメッセージを送るか、かつ／または、ブランドが消費者ユーザに利用可能な新
しいアイテムおよび／もしくはアイテムのカテゴリに関するメッセージを送ることができ
（好ましい実施形態では、ブランドが個々の消費者ユーザの連絡先情報にアクセスできる
ようにするのではなく、あるブランドまたはブランドのアイテムに対する嗜好を表明して
いる消費者ユーザのグループにメッセージを送るようにブランドがシステムに指示するこ
とができる）；（ｃ）消費者ユーザが友達の招待を受け取ることができ；（ｄ）消費者ユ
ーザが、別の消費者ユーザおよび／もしくはブランドがその消費者ユーザをフォローする
ことを選択したことを知らせる通知を受け取ることができ；（ｅ）消費者ユーザが、近づ
きつつある友達もしくはフォロワーの誕生日や記念日等に関する通知を受け取ることがで
き；（ｆ）消費者ユーザが、本システムに参加するように誘う招待、および／もしくはブ
ランドクラブもしくはアイテムクラブに参加するように誘う招待を受け取ることができ；
（ｇ）消費者ユーザが、他の消費者ユーザ、例えばその消費者ユーザの友達やフォロワー
の好きなブランドのデータテーブルにブランドが追加されたことを知らせる通知を受け取
ることができ；（ｈ）消費者ユーザが、友達もしくはフォロワーの好きなアイテムのデー
タテーブルにアイテムカテゴリが追加されたことを知らせる通知を受け取ることができ；
（ｉ）消費者ユーザが、友達もしくはフォロワーの好きなアイテムのデータテーブルにア
イテムが追加されたことを知らせる通知を受け取ることができ；（ｊ）消費者ユーザが、
友達もしくはフォロワーの欲しいものリスト、ウォッチリスト、および／もしくはギフト
リストにアイテムが追加されたことを知らせる通知を受け取ることができ；かつ／または
（ｋ）消費者ユーザが、友達もしくはフォロワーがアイテムおよび／もしくはブランドに
ついてコメントした、アイテムレビューおよび／もしくはブログエントリを投稿した、お
よび／もしくはアイテムおよび／もしくはブランドを勧めたことを知らせる通知を受け取
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ることができる。さらに、消費者ユーザは、受け取る通知を各種方式で；昇順または降順
にフィルタリングすることができ、そのような方式には、これらに限定されないが：（ａ
）特定の消費者ユーザから受け取られた；（ｂ）特定のブランドから受け取られた；（ｃ
）日付；および（ｄ）消費者ユーザの好きなアイテム／ブランドデータテーブルにある特
定のアイテム／ブランドに関連する、等を含む。
【０２１２】
　上記の構成要素は様々な方式で編成してユーザインターフェースに描画することができ
るが、そのような変形は本発明の全範囲に包含されることが理解されよう。さらに、ホー
ムページには、例えば広告材料、宣伝強化アイテム、ブランド、他の消費者ユーザ、消費
者ユーザのプロフィールへの追加的なリンク、１つまたはそれ以上の消費者データテーブ
ル、追加的なシステム閲覧機能等の各種の追加的な機能を含めることができ、そのような
追加的な機能は本発明の全範囲に包含される。
【０２１３】
　ブランドプロフィールおよびインターフェース
　ブランドも、ブランド情報を含むシステムプロフィールを作成することができ、ブラン
ド情報には、これらに限定されないが、ブランド名、連絡先情報、ウェブサイトおよびウ
ェブサイトへのリンク、電子メール、およびパスワード、ならびにブランドプロフィール
の公認ブランドユーザのリストが含まれる。ブランドは、１人またはそれ以上のブランド
マネジャまたはユーザ（本明細書では「ブランドユーザ」と呼ぶ）を指定することができ
、これはブランドプロフィールやその構成要素にアクセスし、かつ／または変更を加える
権限を持つ個人または個人のグループであり、ブランドプロフィールは、各ブランドユー
ザの連絡先情報、例えば名前および電子メール、ならびにパスワードも含む。ブランドは
、システムへのログイン時に検証可能な資格証明の１つまたはそれ以上が提供されない場
合にブランドやブランドユーザを識別するために使用される、ブランドを識別するキーま
たはパスワードも含むことができる。
【０２１４】
　図５（ａ）に示すように、一実施形態では、ブランドは、指定されたブランド名、ウェ
ブサイトのＵＲＬ、ならびに場合により１つまたはそれ以上のブランドのロゴまたは商標
およびアイテムリストを使用して、システム上でプロフィールを設定する。消費者ユーザ
が１つまたはそれ以上のリストを作成できるのとちょうど同じように、ブランドも自身の
アイテムを、そのブランドによってグループ化された１つまたはそれ以上のリスト、例え
ば、現在販売中のアイテムのリスト、取り扱いが中止されたアイテムのリスト、新しいア
イテムのリスト、セールアイテムのリスト、および将来発売されるアイテムリストに編成
することができる。場合により、ブランドは、各興味カテゴリの説明を含む１つまたはそ
れ以上のブランド興味カテゴリ（図示せず）を作成することができ、代替実施形態または
さらに他の実施形態では、ブランドは、システムによって作成された１つまたはそれ以上
のブランドアイテムカテゴリを採用して、システム上でブランドのアイテムをリスト化す
ることができる。アイテムごとに、ブランドは、図５（ｂ）に示すように、上記のアイテ
ムまたはブランドの共通の視覚的表現を含むデータオブジェクトを作成することができる
。データオブジェクト表現は、次の１つまたはそれ以上：アイテム名（５０１）、説明（
５０２）、画像（５０３）、任意選択の例えば映像、追加的な画像、解説文書等の追加的
な媒体（５０４）、そのアイテムが含まれる興味カテゴリリスト（５０５）、購入の選択
肢への１つまたはそれ以上のリンク（５０７）、そのアイテムを提供しているブランド（
または公認小売業者もしくは再販業者）のウェブサイトのＵＲＬ（５０８）を含む。好ま
しくは、システム上の各データオブジェクトは、供給元に関係なく、アイテムの画像、ア
イテム名、アイテムの価格、およびコメントフィールド（図示せず；コメントフィールド
は、好ましくは、ブランドによってデータオブジェクトが作成されると、システムによっ
て自動的にデータオブジェクトに取り込まれる）を含む。消費者ユーザによって選択され
ると、データオブジェクト表現は、アイテムに関する追加的な情報、例えばアイテムのよ
り詳細な説明、追加的な媒体、購入の選択肢、ブランドのウェブサイトのＵＲＬ、アイテ
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ムの評価等を表示する。アイテムデータオブジェクトに含めることができるアイテム情報
は、これらに限定されないが：アイテムの識別子、任意選択のＳＫＵおよび／またはカス
タム識別子、アイテムの説明、アイテムの画像、アイテム媒体（例えばアイテム固有の映
像ファイルおよび音声ファイルならびに印刷媒体）、小売価格、発送および取扱い情報、
セール、クーポン等、広告材料、アイテムのレビューおよび／または評価、討論フォーラ
ム、アイテムに関連するニュースおよびイベント、使用および／または組み立ての指示、
そのブランドおよび／または関連付けられたブランドから提供される関連付けられた／関
連するアイテムおよび／または付属品、アイテムの統計、公認小売業者および／または再
販業者の識別および連絡先情報、所与のアイテムまたはブランドについての公認サービス
提供者（例えばアイテムの組み立てやアフターサービスの詳細）等、アイテム固有の解説
文書および情報、例えばアイテムの添付文書、仕様、マニュアル、指示、文献の参照、レ
ビュー、ブログへのリンク、討論フォーラムへのリンク等、これらに限定されないが価格
、製造者、公認小売業者および／または卸売業者から提供されるクーポンや値引き、発送
および取扱い情報を含む購入情報、公認小売業者、卸売業者および／または販売業者の識
別および連絡先情報、被保証人情報等、を含む。特定の実施形態では、所与のアイテムに
ついての上記に列記した情報の一部は、ブランドクラブまたはアイテムクラブ（本明細書
でさらに詳しく説明する）のメンバだけが利用できる場合もある。例えば、例えばクーポ
ンや値引き等の特定の販売促進の機会は、アイテムクラブおよび／またはブランドクラブ
のメンバだけからアクセスできるか、またはメンバだけに提供することができる。
【０２１５】
　特定種類の特殊なアイテム／ブランドには追加的な情報を含めることを認めることがで
き、そのような情報には、これらに限定されないが、公認小売業者／再販業者／サービス
提供者に関連する地理的に固有の情報、発送の制約、季節による購入可能性や他の購入可
能性の制限または制約（例えば取り寄せ注文）、ならびに推奨される保管および取り扱い
の情報が含まれる。例えば、例えば農産物などの傷みやすい食料品を提供するブランドの
場合、ブランドは、特定の地理的場所における所与のアイテムまたはアイテム群の季節に
よる購入可能性、所与の町や州にある特定の公認小売業者／再販業者に関連する情報、な
らびに適用される可能性のある発送の制約および安全な取扱いの情報を含めることができ
る。所有者の免許または許可を必要とするアイテムを提供するブランドの場合、ブランド
は、消費者ユーザが該当する免許を入手できる場所および／またはその方法に関連する情
報も含めることができ、その情報は地理的場所ごとに異なる場合もある。ブランドは、１
つまたはそれ以上の免許発行機関のリストおよび／またはウェブサイトへのハイパーリン
クも含めることができる。この実施形態では、システムは、ブランドが消費者ユーザの免
許や年齢等を確認できる機構を含むことができ、例えば、免許および／または年齢制限を
必要とするアイテムについて要求されると、消費者ユーザは自分の免許識別番号や年齢等
を提供し、システムは、免許が有効であること、および／または消費者ユーザが適切な年
齢を示したことを確認することができる。
【０２１６】
　好ましい実施形態では、商品アイテムに関連するデータオブジェクトは、１つまたはそ
れ以上の商品アイテムの商標、商品アイテムの説明情報、商品アイテム媒体、商品アイテ
ムの購入情報、商品アイテムの小売り情報、商品アイテムの販売促進情報、関連する第１
のブランド製品、またはそれらの組み合わせを含むことができ；商品アイテムの説明情報
は、アイテムの画像、１つまたはそれ以上のアイテム固有の解説文書および情報、１つま
たはそれ以上の商品アイテムのレビュー、商品アイテムの評価、またはそれらの組み合わ
せを含むことができ；商品アイテム媒体は、商品アイテム固有の映像ファイル、商品アイ
テム固有の音声ファイル、または印刷媒体を含むことができ；商品アイテム固有の解説文
書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレ
スリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わせを含む。
【０２１７】
　それに加えて、またはそれに代えて、上記のように、システムの消費者ユーザは、例え
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ば図５（ｂ）に示し、上記で説明したプロセスを使用して、アイテムデータオブジェクト
を作成することができる。
【０２１８】
　ブランドは、図５（ｃ）に示すようにブランドデータオブジェクトも作成することがで
き、このオブジェクトは、ブランド名（５０９）、ブランドの説明（５１０）、ブランド
のロゴまたは商標（５１１）、追加的なブランド媒体（６１２）、アイテムリスト（５１
３）、購入の選択肢へのリンク（５１４）、およびウェブサイトのＵＲＬ（５１５）を含
む。ブランドデータオブジェクトは、そのブランドに関連付けられた１つまたはそれ以上
の興味カテゴリ（図示せず）も含むことができる。ブランドデータオブジェクトの目的は
アイテムデータオブジェクトの目的とは異なり、後者が１種類のアイテムについての情報
を閲覧者に提供することを意図するのに対し、ブランドデータオブジェクトは、ブランド
についての一般的な情報、例えばそのブランドが提供するアイテムやサービスの種類、ロ
ゴまたは商標、そのアイテムを購入できる場所等を閲覧者に与えることを意図する。ブラ
ンドデータオブジェクトには、例えばシステム上で利用できるブランドの一覧の下にある
ブランド名またはブランドのアイコンを選択することにより、システム上で１つまたはそ
れ以上のハイパーリンクを介してアクセスすることができる。
【０２１９】
　アイテムデータオブジェクトと同様に、システム上の各ブランドデータオブジェクトは
、供給元に関係なく、画像、例えばブランドのロゴまたは商標、ブランド名、およびコメ
ントフィールドを含む（アイテムデータオブジェクトと同様に、コメントフィールドは、
好ましくは、ブランドによってデータオブジェクトが作成されるとシステムによって自動
的にデータオブジェクトに取り込まれる）。消費者ユーザによって選択されると、ブラン
ドデータオブジェクト表現は、ブランドに関する追加的な説明、例えばブランドのより詳
細な説明、追加的な媒体、購入の選択肢、ブランドのウェブサイトのＵＲＬ、ブランドの
評価等を表示する。ブランドデータオブジェクトに含めることができる情報は、これらに
限定されないが：ブランドアイテムのリスト、ブランド媒体（例えば映像ファイルおよび
音声ファイルならびに印刷媒体）、セール、クーポン等、広告材料、アイテムのレビュー
および／または評価、討論フォーラム、ブランドに関連するニュースおよびイベント、関
連付けられたブランド、ブランドについての統計、ブランドならびに／または公認小売業
者および／もしくは再販業者の識別および連絡先情報、所与のアイテムまたはブランド等
に対応する公認サービス提供者、公認卸売業者および／または販売業者の識別および連絡
先情報、被保証人情報等を含む。特定の実施形態では、所与のブランドについての上記に
列記した情報の一部は、ブランドクラブまたはアイテムクラブ（本明細書でさらに詳しく
説明する）のメンバだけが利用できる場合もある。例えば、クーポンや値引き等の特定の
販売促進の機会は、アイテムクラブおよび／またはブランドクラブのメンバだけからアク
セスできるか、またはメンバだけに提供することができる。
【０２２０】
　好ましい実施形態では、ブランドのデータオブジェクトは：１つまたはそれ以上のブラ
ンド商標、１つまたはそれ以上のブランドロゴ、１つまたはそれ以上の商品アイテムのロ
ゴ、ブランドの説明、ブランドに関連付けられた興味カテゴリ、ブランド媒体、ブランド
の購入情報、小売り情報、ブランドの販売促進情報、ブランドポートフォリオ内のブラン
ドに関連する情報、関連ブランドの説明、関連するブランドの製品、またはそれらの組み
合わせを含むことができる。ブランドの説明情報は、ブランド画像、１つまたはそれ以上
のブランド固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上のブランドのレビュー、ブラ
ンドの評価、またはそれらの組み合わせを含むことができ；ブランド媒体は、ブランド固
有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、または印刷媒体を含むことができ；ブ
ランド固有の解説文書および情報は、１つまたはそれ以上の文献の参照、レビュー、ブロ
グへのリンク、プレスリリース、フォーラムへのリンク、またはそれらの組み合わせを含
むことができる。
【０２２１】
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　それに代えて、またはそれに加えて、ブランドは、独立したブランドページの作成を選
択することもでき、そのページには、例えばシステム上で利用できるブランドの一覧の下
にあるブランド名またはブランドのアイコンを選択することによってシステム上で１つま
たはそれ以上のハイパーリンクを介して直接アクセスすることができる。ブランドページ
は、場合により、ブランドのバナー、ブランドの説明、ブランド媒体（これらに限定され
ないが、映像ファイルおよび写真、ならびに音声ファイル、プレスリリース等を含む）、
宣伝強化アイテムカテゴリ、宣伝強化アイテム、アイテムリスト、およびそのブランドを
「いいね」している１人またはそれ以上の個人のアバター、例えば有名人による推薦宣伝
や関連分野の主題についての専門家を含む。ブランドページは追加的な情報を含むように
カスタマイズすることもでき、そのような情報には、これらに限定されないが、１つまた
はそれ以上のブランドの商標またはサービスマークの一覧、ブランドの小売り情報、ブラ
ンドアイテムの販売業者、ブランドの説明、ブランド媒体、ブランドのアイテム、ブラン
ドのポートフォリオ等が含まれる。ブランドページは、システム上のプロフィールの有無
にかかわらずシステムのどの消費者ユーザでも見ることができ、または、ブランドページ
は、そのブランドまたはブランドのアイテムをフォローしているシステムの消費者ユーザ
だけが見られるように構成することもできる。
【０２２２】
　ブランドは、企業ブランド、傘下ブランド、ファミリーブランド、およびそれらの組み
合わせである可能性があり、その場合、ブランドは、１つまたはそれ以上の関連ブランド
（本明細書では「ブランド提携者（associates）」とも呼ぶ）、例えば保証付き（endors
ed）ブランド、下位ブランド、個々のアイテムのブランド、およびそれらの組み合わせを
含むことができる。したがって、ブランドページは、１つまたはそれ以上のブランド提携
者に関する追加的な情報を含むことができる。ブランドの説明は、これらに限定されない
が、アイテムの概念体系、対象とする市場の説明、およびそれらの組み合わせを含むこと
ができる。ブランド情報はさらに、広告材料、ブランドのレビューおよび／または評価、
討論フォーラム、ブランドに関連するニュースおよびイベント、ブランドについての統計
、公認小売業者および／または再販業者の識別および連絡先情報、公認サービス提供者（
例えばアイテムの組み立てやアフターサービスの詳細）等を含むことができる。ブランド
は、文献の参照、ブログおよび／または討論フォーラムへのリンク等を含めることができ
る。ブランド情報は、これらに限定されないが、映像ファイル、音声ファイル、印刷媒体
、およびプレスリリースを含むブランド媒体を含むことができる。ブランドページには、
例えばシステム上で利用できるブランドの一覧の下にあるブランド名またはブランドのア
イコンを選択することにより、システム上で１つまたはそれ以上のハイパーリンクを介し
てアクセスすることができる。
【０２２３】
　ブランドは、そのアイテムまたはブランドが販売促進に関連付けられていることを表す
インジケータを視覚的表現の中に含むアイテムまたはブランドデータオブジェクトを作成
することにより、アイテムまたはブランドについての特定の販売促進の提供を強調表示す
ることを選択することができ、例えば値引きされているアイテムのアイテムデータオブジ
ェクトは、値引きのないアイテムとは異なる色体系で表示することができる。同様に、ブ
ランドが最近作成した新アイテムのデータオブジェクト表現は、システム上の他のデータ
オブジェクト表現からそれらのデータオブジェクト表現を区別する色体系を備えることが
できる。アイテムが将来値引きされる予定の場合、ブランドは、データオブジェクト表現
にコメントを付加するか、かつ／またはデータオブジェクトの内容を変更して、そのアイ
テムに関心を持つ消費者ユーザにそのアイテムが近日中に値引きされることを知らせるこ
とができる。値引きアイテムやセールアイテムのデータオブジェクト表現は、その値引き
またはセールの残り時間および／または数量を示すように設計されたアイコンを含むこと
もでき、例えば時計や時間がデータオブジェクトの上に表示されて、その値引きやセール
の残り時間をカウントダウンする、かつ／またはその値引き価格で購入できるアイテムの
数量をカウントダウンする。代替または他の実施形態では、ブランドは、１つまたはそれ
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以上のアイテムカテゴリ、例えば販売促進中のアイテム、取り扱いが中止されたアイテム
、新アイテム、セールアイテム、および／または将来発売されるアイテムに特化した専用
ブランドページを作成することもできる。
【０２２４】
　場合により、システムは、ブランドがアイテムを様々な方式で販売促進することを可能
にする。例えば、ブランドは、システムにそのブランドを宣伝強化させることを選択する
ことができ、その場合、システムは、ＧＵＩの宣伝強化アイテムの領域にブランドの広告
および／またはアイテムを目立つように表示することを許される。例えば、宣伝強化アイ
テムは、消費者ユーザが対応する興味カテゴリに関心を表明している場合には消費者ユー
ザのＧＵＩに表示することができ、またシステムの一般的な広告や、上記のようなプロフ
ィール設定プロセスに表示することができ、そのようなアイテムを宣伝強化する方法はそ
れぞれ同じ料金を徴収しても、異なる料金を徴収してもよい。一実施形態では、ブランド
はこのサービスに追加料金を支払う。あるいは、ブランドは、例えば１クリック当たりの
費用の価値の観点からブランドによって提示される入札額に基づく例えば競争入札プロセ
スで、システムの宣伝強化ブランドの領域に表示されることをシステム上の他のブランド
と競うこともできる。ブランドまたはアイテムを宣伝強化するための１つまたはそれ以上
の機構をシステムにより提供することができ、宣伝強化機構の各種類、宣伝強化機構のグ
ループ（例えば、１つの価格でブランドが様々な方式でアイテムを宣伝強化することがで
きる）、またはシステムで提供されるすべての宣伝強化機構（例えば、１つの価格でブラ
ンドがシステムで提供されるすべての宣伝強化機構を使用して宣伝強化することができる
）に追加料金を関連付けることができる。
【０２２５】
　ブランドは、ブランドが、ブランドプロフィールに提供される情報のうち、特定のカテ
ゴリ、データテーブル、および／またはデータテーブルをシステムの消費者ユーザが見ら
れないように隔離できるセキュリティ設定を指定することもできる。例えば、アイテムの
一覧はシステムの消費者ユーザから見られるようにし、一方、ブランドプロフィール、在
庫、および供給情報は、１人またはそれ以上の指定されたブランドユーザだけが利用でき
るようにすることができる。同様に、ブランドは、ブランドプロフィールに提供される情
報のうち特定のカテゴリ、データテーブル、および／またはデータテーブルへの閲覧のみ
のアクセスまたは制限のないアクセス権を１人またはそれ以上のブランドユーザに付与で
きるセキュリティ設定を指定することもできる。
【０２２６】
　システム上のブランドプロフィールの作成をさらに図６（ａ）に示す。ブランドがプロ
フィールを作成し（６０１）、場合により、システムのデモンストレーションを見る（６
０２、６０３）。システムがサインアップ画面を提示し（６０５）、この画面でブランド
管理者および／または公認ブランドユーザが、ブランドに関する関連情報、例えば親会社
の情報、連絡先情報、パスワード情報等を入力することができる（６０６）。システムが
ブランドプロフィールを作成し（６０７）、それが個別ブランドデータテーブルの総合ブ
ランドデータテーブル（図示せず）（６０８）に記憶される。ブランドは、ブランドに関
するプロフィールに情報を追加することができ（６０９）、例えば関連付けられたブラン
ドまたは関連ブランド（６１０～６１３）、関連付けられたアイテム（６１４～６１５）
、およびシステムを使用するための予算、例えばブランドがシステム上で広告を出し、販
売活動を行うための予算（６１６～６１７）を定義することができる。この情報は、ブラ
ンドデータテーブルのブランドプロフィール（６１８）に記憶される。
【０２２７】
　図６（ｂ）に示すように、ブランドは、ロゴ、関連付けられた画像、およびブランド媒
体（６２２）等を含むブランドプロフィールのブランド情報を編集することもでき（６２
０～６２１）、これらはブランドデータテーブルに記憶される。ブランドは、場合により
ブランドページを作成することができ（６２５）、そのブランドページはブランドによっ
て定義されたコンテンツ、ウェブサイト、および媒体（６２６～６２８）を含むように編
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集することができ、これもブランドデータテーブルに記憶される（６３０）。図６（ｃ）
は、関連付けられた各ブランド（６３１）も上記のように定義できることを示し、関連付
けられたブランドのプロフィールの内容もブランド管理者および／または公認ブランドユ
ーザによって調整し、ブランドデータテーブルに記憶することができる。ブランド管理者
および／または公認ブランドユーザは、図６（ｄ）に示すように、１人またはそれ以上の
他のブランドユーザのブランドプロフィールへのアクセス権を変更することもできる。ブ
ランド管理者は、公認ブランドユーザそれぞれの連絡先情報を入力し、システムがそのブ
ランドユーザに資格証明を作成して、そのブランドユーザがプロフィールを有効化できる
ようにし、またシステム内でそのブランドの公認ユーザとして関連付けられるようにする
（６３６～６４１）。公認ブランドユーザ各々の識別およびログイン情報はブランドデー
タテーブルに記憶される（６４７）。また、各ブランドユーザは有効化画面（６４３）を
表示してデフォルトのシステムパスワードを変更することにより（６４４）、システム上
で自身のプロフィールを有効化する（６４２）。その情報はシステムのブランドデータテ
ーブルに記憶される（６４５、６４７）。
【０２２８】
　ブランド（および／または消費者ユーザ）は、図６（ｅ）に示すようにアイテムデータ
オブジェクトを作成することができる。システムは、ブランド管理者および／または公認
ブランドユーザにアイテム情報を照会し（７５３）、ユーザ（ブランドによって作成され
た場合はブランドユーザ、消費者ユーザによって作成された場合は消費者ユーザ）がアイ
テム情報を編集し（６５４～６５５）、その情報はブランドデータテーブル（６５８）に
記憶される。このシステムでは、ブランドが興味カテゴリおよび下位カテゴリを定義する
ことができ（６４９～６５１）、それらはブランドデータテーブルに記憶される。同様に
、図６（ｆ）に示すように、ブランドは、システムを使用する予算を定義することができ
（６５９）、この予算は編集し、さらに定義することができ、ブランドデータテーブルに
記憶される（６６０～６６５）。
【０２２９】
　一実施形態では、ブランドプロフィールに提供された情報に基づいて、システムが、消
費者ユーザがブランドのアイテムやブランド情報等を閲覧できるブランドのランディング
ページを構成する。ブランドのランディングページは、システムによって自動的に構成さ
れるか、または例えばブランドが指定した方式で特定のブランド広告、バナー、商標、サ
ービスマーク等を表示するように、上記のようにブランドによりカスタマイズすることが
できる。ブランドのランディングページは、無作為に、またはアイテムもしくはカテゴリ
の人気度（アイテムページの閲覧回数、アイテムの購入数、もしくは別のアイテム分類機
構で定義される）に基づいて、ブランドのアイテムまたはアイテムカテゴリを表示するこ
とができる。ブランドのランディングページは、ブランドクラブのメンバだけが利用でき
るブランドクラブのウェブサイトへのブランドクラブのリンクを含むことができる。ブラ
ンドのランディングページは、消費者ユーザが許可する場合は、自分の消費者ユーザプロ
フィールにそのブランドまたはブランドのアイテムを追加している消費者ユーザの無作為
のサンプルも表示することができる。また、ブランドのランディングページは、次の１つ
またはそれ以上：そのブランドまたはブランドのアイテムをお気に入りに追加している消
費者ユーザの数、そのブランドをフォローしている消費者ユーザの数、そのブランドがフ
ォローしている消費者ユーザおよび／または他のブランドの数、ブランドのアイテムで最
も人気の高いアイテムのリスト、ブランドのアイテムカテゴリのサンプル、ブランドのウ
ェブサイトへのハイパーリンク、ブランドのクラブへのハイパーリンク、ならびに、ブラ
ンドおよび／またはブランドの系列会社の１つまたはそれ以上の広告を表示することがで
きる。上記の構成要素は、様々な方式で編成してブランドページに描画することができる
が、そのような変形は本発明の全範囲に包含されることが理解されよう。
【０２３０】
　一実施形態では、ブランドは、ブランドクラブおよび／またはアイテムクラブを作成す
ることもでき、このクラブは、ブランドクラブのメンバ、例えばブランド固有の消費者ユ
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ーザプロフィールを作成することによってあるブランドへの関心を特に表明しているシス
テムの消費者ユーザだけが利用できる宣伝強化アイテムの情報および／または販売促進の
機会を含む。ブランドクラブ／アイテムクラブは、ブランドクラブ／アイテムクラブのメ
ンバだけが利用できるブランド／アイテム固有のコンテンツ、例えば映像、音声、印刷媒
体、討論フォーラム等、ならびに、アイテムの発売前の告知、特別な販売促進、ブランド
／アイテムに関する調査に参加させる動機付け、およびフォーカスグループ等をブランド
クラブのメンバに表示することができる。例えば、ブランドクラブは、ブランドおよび／
または関連アイテムに関するプレスリリース、ならびにそのブランドおよび／またはアイ
テムに関連する討論フォーラムへのハイパーリンクを含むことができる。さらに、ブラン
ドは、ブランドおよび／またはブランドの１つまたはそれ以上のアイテムを特定および／
またはコメントした有名人、評論家、および／または消費者の支持グループを特定するこ
とができる。例えば、ブランドが有名人による推薦宣伝の関係を有する場合、そのブラン
ドは、その有名人、ならびに／またはその有名人によるブランドおよび／もしくはアイテ
ムの推薦宣伝に関する情報をブランドページに表示することができる。同様に、ブランド
は、ブランド、アイテム、またはそのブランドが知られているアイテムのカテゴリもしく
は下位カテゴリの評論家として特定の個人やグループを特定することができ、ブランドは
、アイテム／ブランドについてのそれらの個人またはグループの意見に関する情報を提供
することができる。そのような情報は、第三者のウェブサイトへのハイパーリンクとして
提供するか、または音声、映像、もしくはテキストファイル、ならびにブログや他の討論
フォーラムへのリンクとして提供することができる。上記の構成要素は、様々な方式で編
成してユーザインターフェースに描画することができるが、そのような変形は本発明の全
範囲に包含されることが理解されよう。さらに、アイテムおよび／またはブランドクラブ
のページには各種の追加的機能、例えば広告材料、宣伝強化アイテム、追加的なシステム
閲覧機能等を含めることができ、そのような追加的な機能は本発明の全範囲に包含される
。
【０２３１】
　ブランドは、システム上で例えばフォロワーとアイテムやブランドを共有することによ
り１人またはそれ以上のフォロワーと対話することができ、またデータオブジェクトを追
加するおよび／またはデータオブジェクトについてコメントすること等により、ブランド
がフォローしている消費者ユーザと対話することができる。特定の一実施形態では、ブラ
ンドは、システムを使用して、フォロワー／フォロー中のユーザが関心を持っている１つ
またはそれ以上のアイテムまたはブランドのデータオブジェクトに関して、１人またはそ
れ以上のフォロワー／フォロー中のユーザからのコメントを求めることもできる。例えば
、ブランドは、アイテムデータオブジェクトにコメントを追加して、そのアイテムについ
てコメントする、またはそのアイテムの評価を行うようにフォロワー／フォロー中のユー
ザに要求することができる。ブランドは、データオブジェクト表現のコメントフィールド
を使用して、自社が提供する関連アイテムを消費者ユーザに通知することもでき、例えば
消費者ユーザがあるブランドのアイテムを「いいね」すると、ブランドは、例えばそのブ
ランドまたは関連するブランドから提供される１つまたはそれ以上の付属品と共にそのア
イテムを使用できることを提案することができる。本システムは、ブランドが自社のアイ
テムを競合ブランドのアイテムと比較するためにも使用することができる。例えば、ブラ
ンドが競合ブランドに関する販売促進データオブジェクトについてコメントするか、また
はそのようなオブジェクトを作成することにより、競合ブランドにそれに対するコメント
を提出するよう挑むと共に、そのブランド／競合ブランドのアイテムのユーザをその挑戦
に参加させることができる。
【０２３２】
　好ましい実施形態では、プロセッサは、消費者の購入の嗜好、対話データ、またはそれ
らの組み合わせに基づいて、新しいアイテム情報、新しいブランド情報、またはそれらの
組み合わせを消費者に通知するように構成される。システムは、上記のように消費者ユー
ザにメッセージを送ることができ、かつ／または、システムは、これまでに消費者ユーザ
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ＧＵＩで消費者ユーザに表示されていないデータオブジェクト表現を、ＧＵＩ中で他のデ
ータオブジェクト表現と比べて目立つ位置に表示することができる。例えば、これまでに
システムによって消費者ユーザに表示されていないデータオブジェクト表現を新しい順に
表示して、最も新しいデータオブジェクト表現がインターフェースの一番上に表示される
ようにすることができる（これは、他のデータオブジェクト表現との比較でＧＵＩ中で新
しいデータオブジェクト表現を宣伝強化する方式の一実施形態であり、制限的な実施形態
ではない）。新しいアイテム情報は、システム上で提供される新しいアイテムおよびその
新しいアイテムの提供に関連する情報；システム上で提供されている既存のアイテムに関
する新しい情報（例えば以前に消費者ユーザに表示されている可能性があるデータオブジ
ェクトで表されるアイテムであるが、それまでに消費者ユーザに表示されていない、その
アイテムについての新しい情報）；消費者の購入の嗜好に基づく消費者にとって新しいア
イテムの提供、およびその消費者にとって新しいそのアイテムの提供に関連する情報；な
らびにそれらの組み合わせ、を含む。新しいアイテム情報は、新しく発売されたアイテム
の識別、新しいアイテムの説明情報、新しいアイテム媒体、新しい購入情報、およびそれ
らの組み合わせを含むことができる。新しいアイテムの説明情報は、新しいアイテムに固
有の解説文書および情報、アイテムの付属品および／または関連アイテム、アイテムのリ
コール情報、取り扱いが中止されたアイテムの情報、ならびにそれらの組み合わせを含む
ことができる。新しい購入情報は、これらに限定されないが、新しいアイテム価格情報、
新しい発送および取扱い情報、新しい公認小売業者の情報、新しい購入可能性（例えば取
り寄せ注文の対象ではなくなったこと）、アイテム商標、アイテムの説明、アイテム媒体
、新しい購入情報、小売り情報、またはそれらの組み合わせを含む。
【０２３３】
　同様に、システムが消費者ユーザに新しいブランド情報を通知することもでき、例えば
システム上で提供されるアイテムの新しいブランドおよびそのアイテムの新しいブランド
に関連する情報；システム上で提供される既存のアイテムブランドに関連する新しい情報
；消費者の購入の嗜好に基づく消費者にとって新しいアイテムのブランド、およびその消
費者にとって新しいそのブランドのアイテムに関連する情報、ならびにそれらの組み合わ
せを通知することができる。そのような新しいブランド情報は、１つまたはそれ以上のブ
ランド商標、ブランドの説明、ブランド媒体、新しい購入情報、小売り情報、ブランドの
アイテム、ブランドのポートフォリオ、ブランドのポートフォリオ中の関連ブランド、関
連ブランドの説明、関連するブランドのアイテムに関連する情報、およびそれらの組み合
わせを含むことができる。ブランドの説明情報は、ブランド画像、１つまたはそれ以上の
ブランド固有の解説文書および情報、１つまたはそれ以上のブランドのレビュー、ブラン
ドの評価、ならびにそれらの組み合わせを含むことができる。ブランド媒体は、ブランド
固有の映像ファイル、ブランド固有の音声ファイル、および印刷媒体を含む。ブランド固
有の解説文書および情報は、文献の参照、レビュー、ブログへのリンク、プレスリリース
、フォーラムへのリンク、およびそれらの組み合わせ、からなる群から選択される。
【０２３４】
　システムを介して直接の広告または販売促進情報を消費者ユーザに送るようにブランド
がシステムに指示することもできる。そのような直接の広告は、システムで生成される対
話データによって通知することができ、ブランドは、システム上でそのブランドやそのア
イテムへの関心を表明している消費者ユーザだけにそのような材料を送ることができる。
好ましい実施形態では、アイテムまたはブランドに関する直接の広告および／または販売
促進情報は、システムによって消費者ユーザのＧＵＩに表示される広告または販売促進専
用のデータオブジェクト表現により、そのアイテムまたはブランドに関心を持つ消費者ユ
ーザに中継される。
【０２３５】
　ブランドプロフィールが作成されると、ブランドユーザＧＵＩがシステムによって表示
され、このＧＵＩは公認ブランドユーザだけに表示され、システム上で提供されるアイテ
ムに関する詳細、ブランドおよびそのブランドのアイテムのフォロワー、システム上でユ
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ーザがどのようにそのブランドと接触しているかに関する統計（下記で詳細に説明する）
等を含む。図７（ａ）に示すように、ブランドユーザＧＵＩは１つまたはそれ以上のデー
タオブジェクト表現（７０１～７０５）を含み、これらは個々のアイテム（および／また
は興味関心）のカテゴリ（７０６）を表し、ＧＵＩの一領域は、ブランドに関する一般的
な情報およびブランドのアイテム、フォロワー、そのブランドがフォローしている個人に
関するさらなる詳細へのリンク（７０７）、ブランドおよび／もしくはフォロワー、また
はそのブランドがシステム上でフォローしている個人の活動を表示する活動フィールド（
７０８）を含む。最後に、ブランドユーザのＧＵＩは選択可能なメニュー（７０９）も含
み、このメニューで、ブランドユーザは、ブランドのアイテム、フォロワー、ブランドに
フォローされている個人（「フォロー中のユーザ」）、システム上でのブランドの統計、
システム設定に関するさらに多くの情報にアクセスすることができ、またシステムのログ
アウトへのリンクにアクセスすることができる。また、消費者ユーザのＧＵＩと同様に、
図７（ｂ）に示すように、ブランドユーザＧＵＩも、そのブランドをフォローしている個
人（７１０）ならびにブランドがフォローしている個人（図示せず）に関する詳細な情報
を表示する。
【０２３６】
　販売活動の分析
　本システムは、好きなブランドの新しいアイテムや刷新についての最新情報を常に得る
手段を消費者に提供し、消費者が、愛好しているブランドと個人的な関係を築き、システ
ムコミュニティの一部をなす連絡先や買い物が好きな他の人達と体験を共有できるように
する。上記のように、システムは、多数のブランドによって提出される新しいアイテムを
集約し、そのアイテムを、分かりやすく、整理され、かつ関心を引く形で消費者に提示す
る。消費者ユーザは、新しいアイテムを求めて探し回ったり、偶然新しいアイテムを見つ
ける必要がなく、新しいアイテムが時機を得て消費者ユーザにプッシュされる。消費者ユ
ーザは常に最新の情報を得ることができ、そのため、どこでいつ購入するかを知識に基づ
いて決定することができる。ユーザが好きなブランドをフォローできるようにするのに加
えて、本システムは消費者が新しいブランドやアイテムを発見することも可能にする。本
システムは、消費者が閲覧した、またはその他の形で関心を表明した事物に基づいて、消
費者がよく知らない可能性のあるアイテムやブランドを推薦する。
【０２３７】
　また、本システムは、ブランドが既存の顧客および潜在顧客と交流するための機構を含
む。一実施形態では、ブランドは、上記のようにブランドに関連するデータオブジェクト
表現に変更を加えるか、またはプッシュ型の通知を介してメンバと情報を共有する、かつ
／またはブランドクラブもしくはアイテムクラブのメンバと直接情報を共有することによ
り、システム上で消費者ユーザと交流する。それに代えて、またはそれに加えて、ブラン
ドは、１つまたはそれ以上の購入の嗜好を介してあるブランドやそのアイテムに関心を表
明したすべての消費者ユーザに、システムを通じて、電子メールを介して、対象を絞った
広告材料、アイテムまたはブランド情報等を送信するようにシステム管理者に指示するこ
ともできる。アイテムの発売前の告知、特別な販売促進、ブランド／アイテムに関する調
査に参加させる動機付け、およびフォーカスグループ等をそのような対象消費者のグルー
プに提供できることはブランドにとって極めて有用である。
【０２３８】
　本システムは、ブランドに対話データを提供して、ブランドが販売戦略と消費者への働
きかけを最適化できるようにする。消費者ユーザのコミュニティの買い物と購入の習慣に
ついて収集されるデータの集約と分析は、市場調査データの有用な供給源となる。システ
ムによって収集されたデータの調査、報告、分析、データマイニング、および視覚化をブ
ランドに提供して、ブランドが販売戦略と消費者への働きかけを最適化できるようにする
。図１（ｈ）を参照して上記で説明したように、本システムは、データオブジェクトごと
に対話データを生成し、その対話データをデータオブジェクトと共に記憶すると共に、グ
ローバル対話データデータベースにも記憶する。対話データは、これらに限定されないが
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、システムの消費者、１つまたはそれ以上の興味カテゴリの消費者、および１つまたはそ
れ以上の興味カテゴリの消費者：の数および識別；システムの全消費者ユーザ、１つまた
はそれ以上の興味カテゴリの消費者ユーザ：の消費者人口統計、システム消費者によるク
リック数、興味カテゴリごとのシステム消費者によるクリック数、システム消費者による
インプレッション数、興味カテゴリごとのシステム消費者によるインプレッション数、興
味カテゴリの平均クリックスルー率、興味カテゴリの季節ごとの動向データ、平均コンバ
ージョン率、ならびにそれらの組み合わせを含む。消費者の人口統計は、システムユーザ
の性別、人種、年齢、収入、教育、自宅の所有権、居住地、雇用状況、買い物の履歴、興
味関心事に関連する情報、およびそれらの組み合わせを含む。一実施形態では、システム
は、消費者ユーザの買い物の履歴を含む対話データを提供し、買い物の履歴は、例えば、
システムを介して購入されたアイテムの履歴、第三者の買い物システムを介して購入され
たアイテム、システムを介して閲覧されたアイテム、システムを介して購入されたアイテ
ムのブランド、消費者の購入の嗜好で特定されたアイテム、第三者の買い物システムを介
して購入されたアイテムのブランド、システムを介したブランドの閲覧履歴、消費者の購
入の嗜好で特定されたブランド、またはそれらの組み合わせである。買い物履歴の対話デ
ータは、個々の消費者ユーザがそのような情報を提供し、かつそれらの消費者ユーザがそ
の情報をブランドに流すことを許可する場合は、ブランドが入手できるようにすることが
できる。
【０２３９】
　さらなる好ましい実施形態では、システムは、例えば、各個々のデータオブジェクトま
たはデータオブジェクトとその派生データオブジェクトについて、データオブジェクト固
有の対話データを生成し、システムは対話データを収集し、その対話データには、そのデ
ータオブジェクトに関連付けられたブランドからアクセスすることができる。このデータ
オブジェクト固有の対話データは、これらに限定されないが、そのデータオブジェクト表
現と対話しているシステムの消費者、そのデータオブジェクト表現と対話している１つま
たはそれ以上の興味カテゴリの消費者、：の数および識別、そのデータオブジェクト表現
と対話しているすべての消費者ユーザの消費者人口統計、データオブジェクト表現のクリ
ック数、データオブジェクト表現のインプレッション数、データオブジェクト表現のクリ
ックスルー率、データオブジェクトの季節ごとの動向データ、そのデータオブジェクトの
平均コンバージョン率、ならびにそれらの組み合わせを含む。個々のデータオブジェクト
について収集することが可能な消費者の人口統計には、システムユーザの性別、人種、年
齢、収入、教育、自宅の所有権、居住地、雇用状況、買い物の履歴、興味関心事に関連す
る情報、およびそれらの組み合わせが含まれる。一実施形態では、システムは、消費者ユ
ーザの買い物の履歴を含むデータオブジェクト固有の対話データを提供し、買い物の履歴
は、例えば、システムを介して購入されたアイテムの履歴、第三者の買い物システムを介
して購入されたアイテム、システムを介して閲覧されたアイテム、システムを介して購入
されたアイテムのブランド、消費者の購入の嗜好で特定されたアイテム、第三者の買い物
システムを介して購入されたアイテムのブランド、システムを介したブランドの閲覧履歴
、消費者の購入の嗜好で特定されたブランド、またはそれらの組み合わせである。買い物
履歴の対話データは、個々の消費者ユーザがそのような情報を提供し、かつそれらの消費
者ユーザがその情報をブランドに流すことを許可する場合は、ブランドが入手できるよう
にすることができる。
【０２４０】
　一実施形態では、プロセッサは、定義された時間間隔にわたる対話データに基づいてシ
ステム上の各ブランドの比較分析を生成するように構成された分析プログラムを含む。比
較分析は、上記の１つまたはそれ以上の対話データのパラメータを、システム上のあるブ
ランドと１つまたはそれ以上の他のブランドとの間で比較することを含む。比較は、シス
テム上の全ブランドについて行うことも、かつ／または興味カテゴリもしくは下位カテゴ
リ内にあるすべてのブランドについて行うこともできる。例えば、あるブランドが靴を販
売する場合、システムは、そのブランド自体についての対話データの分析を生成すること
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ができるが、システムは、そのブランドと、靴を販売しているシステム上の他のブランド
との比較も提供することができる。これに関して、ブランドについてシステムから提供さ
れる対話データは、靴の買い物に関心を持つシステム上の消費者の数、靴に関心を持つ消
費者の人口統計、靴の興味カテゴリ内のシステム消費者のクリック数、靴の興味カテゴリ
内のシステム消費者によるインプレッション数、システム上で靴を閲覧する消費者の平均
クリックスルー率、靴の興味カテゴリの季節ごとの動向データ、靴の興味カテゴリ内の平
均コンバージョン率等を含むことができる。消費者ユーザのサンプリングで買い物の履歴
情報が得られた場合、対話データは、それらの消費者ユーザについて、システムを介した
靴の買い物の履歴、第三者の買い物システムを介した靴の購入、システムを介して閲覧さ
れた靴、システムを介して購入された靴のブランド、消費者の購入の嗜好で特定された靴
、第三者の買い物システムを介して購入された靴のブランド、システムを介した靴のブラ
ンドの閲覧履歴、消費者の購入の嗜好で特定された靴のブランド、およびそれらの組み合
わせを含むことができる。さらに他の実施形態では、分析プログラムは、あるブランドと
、同じ興味カテゴリおよび場合により同じ価格帯のアイテムを販売している１つまたはそ
れ以上のブランドとの比較分析を生成することができる。これにより、ブランドは、同じ
顧客ベースを持つブランドとどのように競うかをよりよく理解することができる。分析プ
ログラムは、定義された時間間隔についての比較分析を生成することができ、定義された
時間間隔は例えば、ブランドまたは競合ブランド（同じ興味カテゴリに別のブランドとし
て存在するブランド）がシステムに参加している期間全体（例えばブランドプロフィール
が作成された日から現在まで）、ブランドまたは競合ブランドがシステムに参加している
期間のうち任意の範囲、消費者がシステムにログインした日から所定の年数、月数、また
は日数さかのぼる期間、例えば消費者がシステムにログインした時から１～５年前、消費
者がシステムにログインした時から１～６か月前等である。
【０２４１】
　分析プログラムは、ブランド対話データに基づく分析も提供することができ、この分析
には、これらに限定されないが、ブランドアイテムのデータオブジェクト表現の消費者に
よるクリック回数、ブランドアイテムのデータオブジェクト表現の消費者によるインプレ
ッション数、ブランドアイテムのデータオブジェクト表現のクリックスルー率、ブランド
アイテムデータオブジェクトのコンバージョン率、ブランドの興味カテゴリの消費者のク
リック回数、ブランドの興味カテゴリの消費者によるインプレッション数、ブランドの興
味カテゴリのクリックスルー率、ブランドの興味カテゴリのコンバージョン率、およびそ
れらの組み合わせが含まれる。一実施形態では、ブランド対話データは、（ｉ）あるブラ
ンドを消費者の購入嗜好で特定した消費者；（ｉｉ）あるブランド興味カテゴリを消費者
の購入嗜好で特定した消費者；（ｉｉｉ）あるブランドアイテムを消費者の購入嗜好で特
定した消費者；（ｉｖ）あるブランド興味カテゴリを消費者の購入嗜好で特定した消費者
；（ｖ）あるブランドをフォローしている消費者；（ｖｉ）あるブランドアイテムをフォ
ローしている消費者；（ｖｉｉ）あるブランドに「いいね」をしている消費者；（ｖｉｉ
ｉ）あるブランドアイテムに「いいね」をしている消費者；（ｉｘ）あるブランドにコメ
ントおよび／または評価している消費者；（ｘ）あるブランドアイテムにコメントおよび
／または評価している消費者；（ｘｉ）あるブランドアイテムを１つまたはそれ以上のリ
ストに追加している消費者；ならびに、（ｘｉｉ）それらの組み合わせ、を対象とする。
【０２４２】
　プロセッサは、同じブランドカテゴリおよび／もしくは興味カテゴリ、ならびに／また
は、総合ブランドカテゴリおよび／もしくは興味カテゴリにある追加的なブランドとの関
連でブランドの順位データも提供することができる。したがって、プロセッサは、例えば
システム上で販売されているブランドアイテムや、そのブランドを自身の消費者の購入の
嗜好で特定している消費者等：の数に基づいて、所与のブランドカテゴリおよび／または
興味カテゴリにおける、順位付けされ、順序付けられたブランドのリストを生成すること
ができる。例えば、プロセッサは、システム上で販売されている靴の数および／またはシ
ステム上での靴の総売り上げの昇順／降順で、順位付けされ、順序付けられたシステム上
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の靴のブランドのリストを生成することができる。そのような順位データは、あるブラン
ドについて、期間を参照せずに、または、例えばブランドがシステムに登録した日および
／または定義された日から現在までなどの指定された期間との関係で生成することができ
る。
【０２４３】
　プロセッサは、他の場所と比較した任意の場所についての対話データを生成することが
できる。例えば、消費者ユーザが自身の地理的な位置を提供している場合、システムは、
当該アイテムおよび／またはブランドに関心を表明した消費者ユーザがどこに居住してい
るかを表す、国、群、市等の地図を生成することができる。ブランドは、対話データを受
け取りたい地理的場所を選択するか、または、システムが、そのブランドに関心を持つす
べての消費者ユーザの所在地を反映した地図を作成することができる。地図は、地理的場
所または地域ごとのそのブランドに対する消費者ユーザの相対的な関心も反映することが
できる。例えば、地図では、当該ブランドに関心を持つシステムの消費者ユーザを多数含
む市を赤で強調し、一方、青色の市は、関心を持つ消費者ユーザの数が比較的少ないこと
を示すことができる。地図はさらに、その地理的場所の全人口との関係で、関心を持つ消
費者ユーザの相対的な数を反映することができる。ブランドはその情報を使用して、例え
ば比較的高い人口密度で高い需要があるために実際のブランド店舗の店頭で対応するのに
適する可能性のある地理的場所を見つけることができる。
【０２４４】
　選択されたシステムコンテンツの集約および提示
　追加的な実施形態で、本システムでは、消費者ユーザ、ブランド、および／または消費
者ユーザのグループが、システム上で利用できるコンテンツ、例えば映像、スライドショ
ー、音声、グラフィック、印刷媒体等、およびそれらの組み合わせを選択してシステム上
でデータテーブルにまとめ、そのコンテンツを適切な提示形式または媒体で編成し、注釈
を加え、提示し、そのプレゼンテーションをシステムの他の消費者ユーザが利用できるよ
うにする。コンテンツは、一般にはすべてのシステム消費者ユーザが利用できるようにす
るか、コンテンツまたはその選択された一部は、消費者ユーザのサブセット、例えばアイ
テムクラブまたはブランドクラブのメンバだけが利用できるようにする。個人は、場合に
より、プレゼンテーションに注釈を加える、例えばプレゼンテーションの全体または一部
に文字、音声、および／または映像によるコメントを付加し、そのプレゼンテーションを
システム上の選択されたデータテーブルに保存し、そのプレゼンテーションをシステムの
消費者ユーザのコミュニティまたはそのうち選択された者と共有することができる。
【０２４５】
　例えば、あるブランドが特定の興味カテゴリのアイテムを販売促進したい場合には、そ
の興味カテゴリのアイテムにシステム上で利用できるアイテム媒体、例えば印刷媒体（例
えば文字による材料や印刷広告）、映像媒体（例えば映像広告（コマーシャル）、アイテ
ムのデモンストレーション、映像によるレビュー等）、音声媒体（例えば音声広告、音声
による討論フォーラム、またはポッドキャスト）等を、任意の適切な提示形式、例えばテ
レビおよび／またはコンピュータで閲覧可能なストリーミング映像に集約し、その際補助
的な文字、視覚、および音声によるコメントを付加しても付加しなくともよく、そしてそ
のプレゼンテーションをシステムの消費者ユーザまたはそのうち選択された者が利用でき
るようにする。ブランドは、そのようなプレゼンテーション題材の集まりを、例えば選択
された興味カテゴリのアイテムについて、またはアイテムカテゴリにまたがって、または
すべてのアイテムについて作成することができ、ブランドは、集約されたプレゼンテーシ
ョンをシステム上の１つまたはそれ以上のデータテーブルに保存することができる。各プ
レゼンテーションは場合により名前および説明で識別され、プレゼンテーションには変更
を加えることができ、例えば作成者またはその代理人により、新しいアイテムや内容を追
加、更新、および／またはデータテーブルから削除することができる。また、消費者ユー
ザが、システム上で利用できるアイテムおよび／またはブランド媒体、例えばその消費者
ユーザが関心を表明したアイテムおよび／またはブランド、例えば印刷媒体、映像媒体、
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音声媒体等を任意の適切な提示形式で集約し、その際文字、視覚、および音声によるコメ
ントを付加しても付加しなくともよく、そしてそのプレゼンテーションをシステムの他の
消費者ユーザまたはそのうち選択された者が利用できるようにすることができる。同様に
、消費者ユーザのグループまたは消費者の支持者グループもしくはその代表者も、システ
ム上で利用できるアイテムおよび／またはブランド媒体、例えばそのグループによってレ
ビューされたアイテムおよび／またはブランド、例えば印刷媒体、映像媒体、音声媒体等
を、任意の適切な提示形式で集約し、その際文字、視覚、および音声によるコメントを付
加しても付加しなくともよく、そしてそのプレゼンテーションをシステムの他の消費者ユ
ーザまたはそのうち選択された者が利用できるようにすることができる。
【０２４６】
　デスクトップおよび／またはモバイルコンピューティングインターフェースにおけるデ
ータオブジェクト表現の提示は、優先的に、一番最近更新および／または作成されたデー
タオブジェクト表現を新しい順に並べたストリームとすることができる。図１０（ａ）に
示すように、データオブジェクト表現である図１０（ａ）の要素Ａ～Ｘのストリームは、
ＧＵＩ内で左から右、次いで下に流れる連続的な流れとして提示することができる。特定
の実施形態では、ＧＵＩは、そのデータオブジェクト表現に対するシステム活動が継続的
である場合には、データオブジェクト表現の無限のスクロールを表示する。あるいは、Ｇ
ＵＩは、ＧＵＩの大きさおよび解像度に応じて、ＧＵＩの１画面当たりに事前定義された
一定数のデータオブジェクト表現を表示することができる。ユーザは、ウェブベースの場
合はブラウザ、またはアプリケーションがコンピューティング機器に固有である場合はア
プリケーションインターフェースの画面を下方にスクロールすることができる。データオ
ブジェクト表現の数は無限に近く、したがってコンピュータデバイスで１つの完全なセッ
トとして表示することができないため、そのようにして、システムは、閲覧可能なデータ
オブジェクト表現をセットにまとめることができる。ユーザが下方にスクロールするのに
従い、インターフェースは表示する次のデータオブジェクト表現のセットを取り出す。ま
た本明細書に記載されるように、ユーザは、データオブジェクトを選択して、選択したデ
ータオブジェクトの詳細な表示を開くことにより、特定のデータオブジェクト表現と対話
する。この表示は、図１０（ｂ）に示すような重畳表示（１００１）とするか、または全
画面表示（図示せず）とすることができる。
【０２４７】
　それと同じデータオブジェクト表現のセットをテレビで提示するには、データセットを
映像ストリームに編成することができ、各フレームは１つのテレビ画面で見ることができ
る、データオブジェクト表現の定義されたセットである。これを図（１１）（ａ）～（ｃ
）に示し、利用可能なデータオブジェクト表現のセットがこの場合は１フレーム（例えば
フレーム１（１１０１）、フレーム２（１１０２）、フレーム３（１１０３）、およびフ
レーム４（１１０４））当たり６つのデータオブジェクト表現として編成され、無限にあ
る可能性のあるフレームのセット各々がいくつかのデータオブジェクト表現を含んでいる
。１フレームで見ることができる各データオブジェクト表現をテレビ画面で完全に見るこ
とができ、それにより視聴者に最適な体験をもたらすことは有益である。本システムは、
システムの嗜好および／またはユーザの嗜好に基づいて、データオブジェクト表現の１つ
またはそれ以上の異なるストリームを提供することができる。そのようなストリームは各
々、管轄機関によってシステムに割り当てられたテレビ視聴用の１つまたはそれ以上の特
定の周波数またはチャンネルに放送することができる。システムは、システムが使用され
るのと同時に、データオブジェクト表現の各種ストリームを連続的に放送することができ
る。１つのフレームから次のフレームへの遷移は、システムによって提供される事前にプ
ログラムされた遅延を有することができ、それにより各フレームを十分に見るのに最適な
時間をユーザに与え、例えば１フレーム当たり３秒の場合は、各フレームが３秒間見られ
た後に次のフレームに遷移することを意味する。これは、代表的な遅延時間枠の一例に過
ぎない。「３秒間の遅延」は、ストリーム中で各フレームを連続的に所定回数繰り返して
通常の映像視聴体験を模倣することによって実現することもできる。
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【０２４８】
　データオブジェクト表現の特定のストリームを視聴する際には、デコーダと呼ばれるテ
レビデコーダが、ユーザがどのようにデータオブジェクト表現のストリームと対話できる
かを決定する場合がある。各種のデコーダが、受信されたテレビ放送の伝送、すなわち、
衛星（ＤＶＢ－Ｓ、ＤＶＢ－Ｓ２、ＤＶＢ－ＳＨ）、ケーブル（ＤＶＢ－Ｃ、ＤＶＢ－Ｃ
２）、および他の国際的に認知された伝送機構を介したデジタルビデオ放送（ＤＶＢ）を
デコードして、テレビで視聴可能な形式にすることに対応している。ストリームは、提供
された周波数（例えばチャンネル）でＵＨＦまたはＶＨＦを通じて送信し、デコーダを使
用せずに標準的なアンテナで受信することもでき、デコーダを使用しないということは視
聴者がストリームと対話できないことを意味する。視聴者は、コンテンツがテレビ画面で
ストリーミングされる際にコンテンツの視聴のみが可能となる。
【０２４９】
　特定のストリームをデコーダ、例えば、ケーブルデジタルビデオレコーダ（ＤＶＲ）、
ＴｉＶＯ、Ｒｏｋｕ、ＤｉｒｅｃｔＴＶ、ＧｏｏｇｌｅＴＶ、Ａｐｐｌｅ　ＴＶや、これ
らに限定されないが、ＸＢＯＸ３６０、ＸＢＯＸ１、ＰＳ３、ＰＳ４、および／またはＷ
ｉｉＵ等を含むゲームシステムで視聴する場合、システムは、データオブジェクト表現の
ストリームにおけるより対話性の高い体験をユーザに対して生成することができる。その
ような対話型の体験は、開発環境、例えば、デコーダの商業的な映像アプリケーションを
開発するためのプラットフォームを提供するＤＶＢ　Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｈｏｍｅプ
ラットフォームを使用して、デコーダ上で実現することができる。ストリーム中の独立し
た単位はデータオブジェクト表現のフレームであるため、デコーダの「選択」機能および
／またはその遠隔制御装置を使用することにより、現在見ているフレームをさらに詳細に
見るために特定することができる。データオブジェクト表現のストリームは、特定フレー
ムのデータオブジェクトの詳細を見ている時にはユーザのために一時停止することができ
る。デコーダは、選択されたフレームに含まれるデータオブジェクト表現をシステムに要
求できるようにされる場合がある。システムは、当該フレームの各データオブジェクト表
現に完全なデータセットを返すか、またはデータが大き過ぎてデコーダに１つのメッセー
ジで送ることができない場合には、１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現からな
る小さいセットを返すことができる。そのようにして、デコーダは、ユーザに提示するた
めに１つまたはそれ以上のデータオブジェクト表現の詳細を要求することができる。図１
１（ｂ）および（ｃ）に示すように、第１のデータオブジェクトであるデータオブジェク
ト表現Ａ（１１０５）は、コンピュータ向けの表示（図１０（ａ）～（ｂ）に示す）と同
様に、全詳細事項を表示することができる（１１０６）。また、ユーザは、デコーダおよ
び／またはその遠隔制御装置の「右」および「左」のコントロール（１１０７）を使用し
て、提供されたデータオブジェクト表現のセットをスクロールして移動することができる
。「上」および「下」のコントロール（図示せず）を使用しても同じ機能を得ることがで
きる。図１１には１つのデータオブジェクト表現を見る方式を示すが、すべてのデータオ
ブジェクト表現をフレームのように要約表示で、またはリストとして表示することができ
、ユーザは上／下／左／右および選択のコントロールを使用して、見たいデータオブジェ
クト表現に移動することができる。ユーザは、デコーダおよび／またはその遠隔制御装置
の「終了」のコントロールを押してストリームに戻ることができ、するとストリーミング
が再開される。
【０２５０】
　上記のように、データオブジェクト表現のストリームは１つまたはそれ以上ある可能性
がある。各ストリームを独自の放送周波数に割り当てるか、または図１２に示すような「
オンデマンド」の方式を使用して各種ストリームを提供することができる。視聴者は、デ
コーダ上で所定のチャンネルを選択することができ、それにより、視聴が可能なストリー
ムのリスト（図１２ではそれぞれ主要ストリーム１～３およびｎ（１２０１～１２０４）
と呼ぶ）、代表的なデータオブジェクト表現のセットの要約表示（１２０５）、ならびに
ストリームの説明（１２０６）を得ることができる。利用可能なストリームは、システム
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がデフォルトで提供するストリームである。視聴者は、デコーダおよび／またはその遠隔
制御装置の上／下および選択のコントロールを使用してストリームを選択することができ
る。ストリームが選択されると、ユーザは図１２（ｂ）に示すように視聴を開始し、図１
１で説明したのと同様の対話を行う。
【０２５１】
　「個人」ストリーム（１２０７）を視聴者が利用できる場合もあり、これは選択される
と、ユーザが図１２（ｃ）に示されるようにシステムにログインしてユーザ固有のセッシ
ョンを確立することを要求する。システムは、左下に例として示すように、デコーダを通
じて誰がログインしたのかについての情報を提供することができ、図の例では誰もログイ
ンしていないか、または最終的に誰かがログインする。デコーダはユーザセッションの制
御も提供し、デコーダ自体を表示することもできる。ログインすると、ユーザは、図１２
（ｄ）に示すように、そのユーザだけが利用できる追加的なデータオブジェクト表現スト
リームのセットを見ることができる。そして、ユーザは、図１２（ａ）で説明したように
リストと対話することができる。
【０２５２】
　視聴者がテレビデコーダからシステムにログインする機構は、デコーダがユーザにデコ
ーダ固有の「キー」、すなわち、例えば、場合により１つまたはそれ以上の特殊文字を含
む英数文字列を提供することにより、より効率的にすることができる。デコーダは、当技
術分野で認知されている１つまたはそれ以上の方法（アルゴリズム）を使用して、信号を
復号（および同様に符号化）し、適する方法には、これらに限定されないが、ケーブル用
のＱＡＭ、無線送信用のＡＴＳＣ、インターネットコンテンツ用のＩＰ等が含まれる。キ
ーはその後、ウェブ、モバイル、または他のコンピュータ向けのインターフェースを介し
て視聴者がシステムに入力することができ、それによりユーザのテレビデコーダをシステ
ム上でのユーザのログインに関連付けることができる。そのようにしてデコーダが自動的
に自身をシステムに対して認証することができるので、ユーザは、テレビの電源を入れる
と自動的にシステムにログインすることができる。デコーダのキーを取得する機構は、ユ
ーザが手動でシステムに入力できるようにテレビ画面でユーザに提示することも、または
ユーザが介在せずにデコーダとシステムの間で自動的に行うこともできる。キーは、デコ
ーダから例えばＵＳＢスティックなどの外部の記憶媒体にコピーして、そこからシステム
で提供されるサービスを介してシステムにアップロードすることもできる。キーは、ユー
ザがデコーダから手動でシステムにログインした後にデコーダからシステムに渡すことも
できる。通例は、デコーダとシステム間のこの種の対話をユーザに通知して、デコーダの
キーをシステムに記憶することを選択しない選択肢を与えるのが最良のやり方である。ま
た、システムは、視聴者が複数のデコーダを所有している場合に、視聴者が１つまたはそ
れ以上のテレビデコーダを所有することに対応することができる。
【０２５３】
　収益化
　本システムは任意の適切な方法で収益化することができる。一実施形態では、消費者ユ
ーザがシステムの会員になるために料金を支払うことができ、または一般的なアクセスを
行う会員は無料にするが、システムの特定のサービスまたは特定の部分の利用は料金を徴
収することができる。例えば、一般アクセスの会員は無料にするが、消費者ユーザがブラ
ンドクラブまたはアイテムクラブのメンバになるには料金を支払う場合がある。
【０２５４】
　好ましい実施形態では、消費者ユーザは無料でシステムに無制限にアクセスできるよう
にし、一方、ブランドは上記のようにシステムにアクセスし、システム上でアイテムを販
売促進するために料金を支払う。一実施形態では、ブランドは、システム上で広告を出す
、かつ／またはブランドアイテムを見るためのブランドのウェブサイトのハイパーリンク
をシステム上に含めるには料金を支払う。また、ブランドは登録料を支払う場合もあり、
例えばサイトに一般アクセスするための一回限りの固定料金、または定期的な利用料、例
えば月ごと、隔月、年に１回、半年に１回等の単位で支払うことが可能な、サイトに一般
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アクセスするための固定料金を払う。一実施形態では、ブランドがシステムに一般アクセ
スするのは無料であるのに対し、システム上でのブランドページの作成および表示は、一
回限りの固定料金、定期的な固定料金、インプレッション数単位の固定料金（当分野で「
コストパーインプレッション」またはＣＰＭと呼ばれる）、クリックを通じてブランドの
ウェブサイトに移動するためのクリック数単位の固定料金（「コストパークリック」また
はＣＰＣと呼ばれる）で提供することができる。あるいは、システム上でのアイテム一覧
の追加も、一回限りの固定料金、定期的な固定料金、システム上でのアイテム一覧のイン
プレッション数単位の固定料金、または、アイテムの売り上げの一定割合に基づく料金で
提供することができる。一実施形態では、ブランドは、システム上で定義された数のアイ
テムは無料でリスト化することができ、追加料金を払ってその基本数を超える数のアイテ
ムをリスト化することができる。
【０２５５】
　さらに、ブランドページに特定の機能を含めることに追加料金を徴収することができる
。一実施形態では、ブランドは、定義された数の画像、映像、および他の媒体をブランド
ページに含めることができるが、追加料金を支払うことにより、ブランドは追加的な文書
（例えばアイテムの添付文書、マニュアル等）、画像、映像、および他の媒体を含めるこ
とができる。追加料金は、追加的な画像、映像、もしくは媒体１つ当たりの固定料金、ま
たはその画像、映像、もしくは媒体を見るためのクリックスルーをもたらしたインプレッ
ション数に基づくことができる。また、ブランドまたはそのブランドの小売業者もしくは
販売業者のウェブサイトへのリンクを含めることは、追加的な固定料金、そのウェブサイ
トへのクリックスルー単位の費用、またはアイテムの売り上げの一定割合に基づく料金で
提供することができる。ブランドは、ブランドページに通話ボタンを含めることもでき、
例えばブランドの電話番号（例えばブランドの顧客サービスや営業担当等）へのリンクを
含めて、そのリンクが消費者ユーザによってクリックされるとその電話番号に通話が発信
される。通話ボタンを含めることは、通話ボタン１つ当たりの固定料金、通話ボタンへの
クリックスルーごとのクリック単位の費用、またはアイテム売り上げの一定割合に基づい
て計算される料金で提供することができる。上記のように、宣伝強化アイテムリストにア
イテムを追加すること、および／または宣伝強化ブランドのリストにブランドを追加する
ことにも、宣伝強化リストに表示するためのインプレッション数単位の費用、宣伝強化リ
ストに表示するためのクリック数単位の費用、宣伝強化リストに表示することを競うシス
テム上でのブランド間の競売（入札は固定価格、インプレッション数単位の費用、または
クリック数単位の費用で行われる）の形で追加料金を徴収することができる。
【０２５６】
　収益化は、システムを介して購入されるアイテムに基づくこともできる。例えば、ある
アイテムが直接本システムを通じて、または第三者のウェブサイトを通じて購入された場
合、ブランドは、アイテムの購入がシステムで開始されるたびに（購入が第三者のウェブ
サイトで完了された場合でも）クリック数単位の費用の固定料金、またはアイテムの売り
上げに基づくクリック数単位の費用、または本システムで開始された第三者のウェブサイ
トでのセッション中に購入されたアイテムのすべてもしくは一部の売り上げの一定割合、
を支払う。
【０２５７】
　さらに、システム上でアイテムの広告を出す、例えば検索結果画面および／または推薦
画面で目立つように広告を配置する。そのような各広告方法は、クリック数単位の費用、
インプレッション数単位の費用、または固定料金、および場合によりシステム上の広告ス
ペースを得るためのシステム上で行われるブランド間の競売で提供することができる。
【０２５８】
　この他の収益化方法も企図される。例えば、システムは、各種の対話データを無料でブ
ランドに提供する一方で、特定種類の対話データや、異なる形式もしくは特注形式の対話
データの提示は、追加料金で提供することができる。例えば、人口統計情報は追加料金で
提供することができ、場合により、その人口統計に該当する消費者ユーザの相対的な地理
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的場所も反映するように人口統計情報を提示することにも追加料金を徴収することができ
る。さらに、システムは、スマートフォン、ＧＰＳ、タブレット等で動作して、消費者ユ
ーザが訪れた店舗で購入できるアイテムでシステム上にあるアイテムを表示する付属アプ
リケーションを提供することもできる。付属アプリケーションは、任意の料金で消費者ユ
ーザおよび／またはブランド、小売業者等に提供することができる。付属アプリケーショ
ンは、ブランドや小売業者等によって、任意の料金で消費者ユーザに提供することもでき
る。付属アプリケーションは、ブランド、小売業者等に特化して、消費者ユーザ向けに開
発することもできる。
【０２５９】
　さらに、本システムのバージョンをブランドに提供して、ブランドが上記のようにその
ブランドのアイテムだけに絞ったシステムを作成できるようにしてもよい。そのようなブ
ランドに合わせて作られたバージョンのシステムは、ソフトウェアをカスタマイズするた
めの初期価格や、そのシステムをブランドのプラットフォームとして使用することで得ら
れる売り上げの一定割合、システムサーバを稼働させるためのサービス料等で提供するこ
とができる。
【０２６０】
　特定の実施形態
　（ａ）子供向けのシステム
　好ましい実施形態では、上記のシステムが子供が使用するために設計される。その種の
システムに含まれるアイテムは、例えば子供にとって安全であり、好ましくは、関連する
安全性情報をデータオブジェクトに含み、さらに教育的な評価付けと適切な年齢層および
性別の指示を含む。システムは、好ましくは、子供のプロフィールを親のプロフィールに
リンクすることを必要とし、子供のプロフィールはペアレンタルコントロールの設定を含
み、それにより親がシステム上での子供の活動を観察できると共に、子供がデータオブジ
ェクトで見ることのできるフィールドをカスタマイズすることができ、例えばそのデータ
オブジェクトに関連付けられた価格、広告、年齢的に不適当なコンテンツ、およびコメン
トを削除することができる。親は、システム上での子供の活動の利用を、システム上の他
の消費者ユーザおよびブランドユーザのうち制限されたセットに制限することもできる。
また、システムは、子供向けに作られた要素、例えば年齢に適したジョークやゲーム等を
含むことができる。
【０２６１】
　（ｂ）投票機構
　上記のように、消費者ユーザは、例えば連絡先とアイテムやブランドを共有する、デー
タオブジェクト表現を追加する、かつ／またはデータオブジェクト表現についてコメント
する等により、システム上で１人またはそれ以上の連絡先と対話することができる。特定
の一実施形態では、消費者ユーザはシステムを使用して、自身が関心を持っている１つま
たはそれ以上のアイテムまたはブランドのデータオブジェクトに関して１人またはそれ以
上の連絡先にコメントを要求することができる。例えば、消費者ユーザが２つ以上のアイ
テムの購入を検討している場合、システムを介してそれらのアイテムのページを自分の連
絡先のネットワークにいる１人またはそれ以上の連絡先と共有し、それらの連絡先に、購
入すべきアイテムまたはブランドに投票するか、またはその他の形でコメントするように
求めることができる。一実施形態では、システムは投票機構を提供し、その投票機構がシ
ステムを介して消費者ユーザから１人またはそれ以上の連絡先に送られ、その投票機構で
１人またはそれ以上の連絡先は当該消費者ユーザが購入すべきアイテムまたはブランドを
示すことができる。また、投票機構は、１人またはそれ以上の連絡先がアイテムの提供に
ついてコメントできるフィールドも含む。一実施形態では、消費者ユーザは、自分のネッ
トワークにいる連絡先のサブセット、例えば連絡先や家族のうち選択されたグループだけ
に、上記のようなアイテム／ブランドの比較についての感想を要求することができる。こ
の投票機構に含まれる連絡先や家族は、データオブジェクト表現のコメントフィールドに
コメントを加えることができ、連絡先や家族は、消費者ユーザが代わりに検討する可能性
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のある他のアイテム／ブランドを提案することもできる。場合により、この投票機構に消
費者ユーザによって時間制限を設けるか、または無制限とすることができる。消費者ユー
ザが投票機構に時間制限を設ける場合、データオブジェクト表現は、投票の残り時間を示
すカウントダウンを含むように変更を加えることができる。一実施形態では、そのような
投票機構の会話をブランドが監視することができ、ブランドはアイテムまたはブランドに
関して自由にその会話に参加することができる。投票機構の対象となるデータオブジェク
ト表現は何らかの形で強調表示して、システム内の他のデータオブジェクト表現から区別
することもでき、例えば色分けしてそれが投票機構の対象であることを示す。
【０２６２】
　（ｃ）ブランド対ブランドの挑戦
　本システムを使用して、ブランドが自身のアイテムを競合ブランドのアイテムと比較す
ることもできる。例えば、ブランドが競合ブランドに関する販売促進データオブジェクト
についてコメントするか、またはそのようなオブジェクトを作成することにより、その競
合ブランドがそれに対するコメントを提出するよう挑むと共に、それらのブランド／競合
ブランドアイテムのユーザもその挑戦に参加することができる。特定の一実施形態では、
自動車のメーカーが新車についてのデータオブジェクトを作成し、そのデータオブジェク
ト表現は、その自動車の機能のうち同じ等級の競合社製品よりも優れている機能を強調す
る。自動車メーカーは、競合する自動車メーカーに、その競合社に関連する情報を含むそ
のデータオブジェクトを作成したことを通知し、競合メーカーは、例えば言葉や、または
第１の自動車メーカーの方が優れていることに反論する解説文書を含めることにより、コ
メントフィールドでそのデータオブジェクト表現についてコメントすることができる。こ
の討論はシステム内でその自動車メーカーおよび／または競合自動車メーカーと関係を持
つ消費者ユーザに表示され、それらの消費者ユーザもデータオブジェクト表現で行われる
討論にコメントを提出することができる。上記の投票機構と同様に、ブランド対ブランド
の挑戦も挑戦の一方の関係者によって設定される時間制限を設けることができ、その目的
のために作成されたデータオブジェクト表現は強調表示してシステム内の他のデータオブ
ジェクト表現から区別することができ、例えば色分けしてそれがブランド対ブランドの挑
戦の対象であることを示す。
【０２６３】
　システムアーキテクチャ
　図８は、本発明の各種態様を実装するために使用することができる適切なコンピューテ
ィングシステム環境（８００）の一例を示す。このコンピューティングシステム環境は、
適切なコンピューティング環境の一例に過ぎず、本発明の使用または機能の範囲に関して
何らの制限を示唆するものではない。コンピューティング環境（８００）は、例示的動作
環境（８００）に示す構成要素の１つまたは組み合わせに関する依存性や必要性を有する
ものとも解釈すべきでない。本発明は、多数の他の汎用または特殊目的のコンピューティ
ングシステム環境または構成で機能することができる。本発明に使用するのに適する可能
性のある、よく知られるコンピューティングシステム、環境、および／または構成の例に
は、これらに限定されないが、パーソナルコンピュータ、サーバコンピュータ、手持ち型
機器（例えば「スマートフォン」やタブレット機器等）、ラップトップ機器、マルチプロ
セッサシステム、マイクロプロセッサを利用したシステム、セットトップボックス、プロ
グラム可能な消費者家電製品、ネットワークＰＣ、ミニコンピュータ、メインフレームコ
ンピュータ、上記のシステムまたは機器もしくはそれらの構成要素を含む分散コンピュー
ティング環境等が含まれる。
【０２６４】
　コンピューティング環境は、１つまたはそれ以上のプログラムモジュールなどのコンピ
ュータ実行可能命令を実行することができる。一般に、プログラムモジュールには、特定
の作業を行うか、または特定の抽象データ型を実装する、ルーチン、プログラム、オブジ
ェクト、コンポーネント、データ構造等が含まれる。本発明は、通信ネットワークを通じ
て結ばれた遠隔の処理機器によってタスクが行われる分散コンピューティング環境で実施
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することもできる。分散コンピューティング環境では、プログラムモジュールは、メモリ
記憶装置を含むローカルおよびリモート両方のコンピュータ記憶媒体に置くことができる
。
【０２６５】
　図８は、本発明の態様を実装するためのシステム例を示し、このシステムはコンピュー
タ（８１０）を含む。コンピュータ（８１０）の構成要素は、これらに限定されないが、
処理装置（８２０）、システムメモリ（８３０）、およびシステムメモリを含む各種のシ
ステム構成要素を処理装置（８２０）に結合するシステムバス（８２１）を含む可能性が
ある。システムバス（８２１）は任意の適切なバス構造を備えることができる。
【０２６６】
　コンピュータ（８１０）は、通例、各種のコンピュータ読取り可能媒体を備える。コン
ピュータ読取り可能媒体は、コンピュータ（８１０）からアクセス可能な任意の利用可能
な媒体でよく、揮発性および不揮発性の媒体、ならびに取り外し可能および取り外し不能
媒体の両方を含む。限定ではなく例として、コンピュータ読取り可能媒体はコンピュータ
記憶媒体および通信媒体を含み得る。コンピュータ記憶媒体は、情報を記憶するための任
意の方法または技術で実装された揮発性および不揮発性、取り外し可能および取り外し不
能の媒体を含む。情報には、例えば、コンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモ
ジュール、または他のデータが含まれることがある。コンピュータ記憶媒体には、これら
に限定されないが、ＲＡＭ、ＲＯＭ、ＥＥＰＲＯＭ、フラッシュメモリ、もしくは他のメ
モリ技術、ＣＤ－ＲＯＭ、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、もしくは他の光ディスク
記憶、磁気カセット、磁気テープ、磁気ディスク記憶、もしくは他の磁気記憶装置、また
は所望の情報を記憶するために使用することができ、コンピュータ（８１０）によるアク
セスが可能な他の媒体が含まれる。通信媒体は、通例、コンピュータ可読命令、データ構
造、プログラムモジュール、または他のデータを、搬送波や他の移送機構などの変調デー
タ信号に具現化し、情報伝達媒体を含む。用語「変調データ信号」は、信号中に情報を符
号化するような形で特性の１つまたはそれ以上を設定または変更した信号を意味する。限
定ではなく例として、通信媒体は、有線ネットワークや直接配線接続などの有線媒体、お
よび音響、ＲＦ、赤外線、他のワイヤレス媒体などの無線媒体を含むことができる。上記
媒体の組み合わせもコンピュータ読み取り可能媒体の範囲に含まれる。
【０２６７】
　システムメモリ（８３０）は、読み取り専用メモリ（ＲＯＭ）（８３１）およびランダ
ムアクセスメモリ（ＲＡＭ）（８３２）などの揮発性メモリならびに／または不揮発性メ
モリの形態のコンピュータ記憶媒体を含む。起動時などにコンピュータ（８１０）内の要
素間の情報の転送を助ける基本ルーチンを含んでいる基本入出力システム（８３３）（Ｂ
ＩＯＳ）は通例ＲＯＭ（８３１）に記憶される。ＲＡＭ（８３２）は、通例、処理装置（
８２０）から直ちにアクセスできる、かつ／または処理装置（８２０）によって現在操作
されているデータおよび／またはプログラムモジュールを保持する。限定ではなく例とし
て、図８には、オペレーティングシステム（８３４）、アプリケーションプログラム（８
３５）、他のプログラムモジュール（８３６）、およびプログラムデータ（８３７）を示
す。
【０２６８】
　コンピュータ（８１０）は、他の取り外し可能／取り外し不能、揮発性／不揮発性のコ
ンピュータ記憶媒体も含むことができる。例えば、図８には、取り外し不能、不揮発性の
磁気媒体の読み書きを行うハードディスクドライブ（８４１）、取り外し可能、不揮発性
の磁気ディスク（８５２）の読み書きを行う磁気ディスクドライブ（８５１）、およびＣ
Ｄ　ＲＯＭや他の光学媒体などの取り外し可能、不揮発性の光ディスク（８５６）の読み
書きを行う光ディスクドライブ（８５５）を示す。例示的動作環境で使用することができ
る他の取り外し可能／取り外し不能、揮発性／不揮発性のコンピュータ記憶媒体には、こ
れらに限定されないが、磁気テープカセット、フラッシュメモリカード、デジタル多用途
ディスク、デジタル映像テープ、固体素子ＲＡＭ、固体素子ＲＯＭ等が含まれる。ハード
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ディスクドライブ（８４１）は、通例、インターフェース（８４０）などの取り外し不能
メモリインターフェースを通じてシステムバス（８２１）に接続され、磁気ディスクドラ
イブ（８５１）および光ディスクドライブ（８５５）は、通例、インターフェース（８５
０）などの取り外し可能メモリインターフェースでシステムバス（８２１）に接続される
。
【０２６９】
　これらのドライブとそれに関連付けられた上記のコンピュータ記憶媒体は、コンピュー
タ（８１０）のコンピュータ可読命令、データ構造、プログラムモジュール、および他の
データの記憶を提供する。例えば、図では、ハードディスクドライブ（８４１）に、オペ
レーティングシステム（８４４）、アプリケーションプログラム（８４５）、他のプログ
ラムモジュール（８４６）、およびプログラムデータ（８４７）が記憶されている。これ
らの構成要素は、オペレーティングシステム（８３４）、アプリケーションプログラム（
８３５）、他のプログラムモジュール（８３６）、およびプログラムデータ（８３７）と
同じである場合も異なる場合もある。ここでは、オペレーティングシステム（８４４）、
アプリケーションプログラム（８４５）、他のプログラムモジュール（８４６）、および
プログラムデータ（８４７）には異なる符号を付与して、それらが少なくとも同じ命令セ
ットの異なるコピーであることを示している。
【０２７０】
　ユーザは、キーボード（８６２）、およびタッチ画面、マウス、トラックボール等のポ
インティングデバイス（８６１）などの入力装置を通じてコンピュータ（８１０）にコマ
ンドと情報を入力することができる。他の入力装置（図示せず）には、マイクロフォン、
ジョイスティック、ゲームパッド、衛星受信アンテナ、スキャナ等がある。上記および他
の入力装置はしばしば、多くの場合システムバスに結合されるユーザ入力インターフェー
ス（８６０）を通じて処理装置（８２０）に接続されるが、代わりに、パラレルポート、
ゲームポート、またはユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）等の他のインターフェースお
よびバス構造で接続することもできる。モニタ（８９１）または他の種類の表示装置も、
映像インターフェース（８９０）などのインターフェースを介してシステムバス（８２１
）に接続される。モニタに加えて、コンピュータは、スピーカ（８９７）やプリンタ（８
９６）などの他の周辺出力装置も含むことができ、それらは出力周辺インターフェース（
８９５）を通じて接続することができる。
【０２７１】
　コンピュータ（８１０）は、図の例示的構成のリモートコンピュータ（８８０）などの
１つまたはそれ以上のリモートコンピュータへの論理接続を使用するネットワーク環境で
動作することができる。リモートコンピュータ（８８０）は、サーバ、パーソナルコンピ
ュータ、ルータ、ネットワークＰＣ、ピアデバイス、または他の一般的なネットワークノ
ード等であり、図にはメモリ記憶装置（８８１）のみを示すが、通例は、コンピュータ（
８１０）との関連で上述した要素の多くまたはすべてを含む。図の論理接続はローカルエ
リアネットワーク（ＬＡＮ）（８７１）およびワイドエリアネットワーク（ＷＡＮ）（８
７３）を含むが、他のネットワークを含む場合もある。このようなネットワーキング環境
は、オフィス、企業規模のコンピュータネットワーク、イントラネット、およびインター
ネットで広く見られる。
【０２７２】
　ＬＡＮネットワーキング環境で使用される場合、コンピュータ（８１０）は、ネットワ
ークインターフェースまたはアダプタ（８７０）を通じてＬＡＮ（８７１）に接続される
。ＷＡＮネットワーキング環境で使用される場合、コンピュータ（８１０）は、通例、モ
デム（８７２）、またはインターネットなどのＷＡＮ（８７３）を通じて通信を確立する
ための他の手段を備える。モデム（８７２）は内蔵型である場合も外付け型である場合も
あり、ユーザ入力インターフェース（８６０）または他の適切な機構を介してシステムバ
ス（８２１）に接続することができる。ネットワーク環境では、コンピュータ（８１０）
に関して図示するプログラムモジュールまたはその一部は遠隔のメモリ記憶装置に記憶す
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ることができる。例として、図では、リモートアプリケーションプログラム（８８５）が
メモリ装置（８８１）に存在する。図のネットワーク接続は単なる例であり、コンピュー
タ間に通信リンクを確立する他の手段を使用できることが認識されよう。
【０２７３】
　図９は、一実施形態を示し、ここでは、本発明は、通信ネットワークを通じて結ばれた
遠隔の処理機器によってタスクが行われる分散コンピューティング環境（９００）で実施
することもできる。図９に示す分散環境では、ユーザ入力インターフェースはウェブブラ
ウザ（９０２）を備えるローカルコンピュータ（９０１）に提供され、かつ／または、ユ
ーザ入力インターフェースは、システム（９０５）にアクセスできるアプリケーション（
９０４）を含むスマートフォン（９０３）に提供される。システム（９０５）は、通信ネ
ットワークを通じて結ばれた１つまたはそれ以上の遠隔の処理機器を含み、各遠隔の処理
機器は、１つまたはそれ以上のプログラム、オブジェクト、コンポーネント、データ構造
等を実行する、かつ／またはそれらとインターフェースを取ることにより、１つまたはそ
れ以上のタスクまたはルーチンを行う。図９に示すシステムでは、モジュール（９０６）
によって稼働されるウェブサイトがウェブブラウザ（９０２）とインターフェースを取り
、そのウェブサイトがウェブサービス機器（９０７）とインターフェースを取る。あるい
は、アプリケーション（９０４）が直接ウェブサービス機器（９０７）とインターフェー
スを取ることができる。ウェブサービス機器は、対話データを収集し、かつ／またはデー
タベース（９０８）の対話データを送出する。一実施形態では、システムはさらに、メッ
セージを受信し、そのメッセージをメッセージ待ち行列（９１０）に入れて処理して、シ
ステム上のデータトラフィックを効率的に管理するように構成された１つまたはそれ以上
の作業モジュール（９０９）を備える。例えば、システムがデータオブジェクトを変更す
るための情報を消費者ユーザから受信すると、作業モジュールはそのメッセージを処理し
て例えば派生データオブジェクトを作成し、その派生データオブジェクトをシステム内の
消費者ユーザおよび／またはブランドユーザのサブセットに表示することができる。
【０２７４】
　本発明の少なくとも１つの実施形態のいくつかの態様を説明したが、当業者には各種の
改変、変更、および改良が容易に想到されることを認識されたい。そのような改変、変更
、および改良は本開示の一部をなすことが意図され、本発明の主旨および範囲内にあるこ
とが意図される。さらに、本発明のいくつかの利点を示すが、本発明のすべての実施形態
が本明細書に記載されるすべての利点を含む訳ではなく、記載されない他の利点を実現で
きる可能性があることを認識されたい。さらに、実施形態の中には、本明細書で有利であ
ると述べられる特徴を実装しないものがある可能性がある。したがって、上記の説明およ
び図面は単なる例に過ぎない。
【０２７５】
　上記の本発明の実施形態は多数の方式で実施することができる。例えば、実施形態は、
ハードウェア、ソフトウェア、またはそれらの組み合わせを使用して実施することができ
る。ソフトウェアで実施される場合、ソフトウェアコードは、任意の適切なプロセッサ、
またはプロセッサの集まりで実行することができ、プロセッサの集まりは単一のコンピュ
ータに設けられることも、複数のコンピュータに分散させることもできる。そのようなプ
ロセッサは集積回路として実装することができ、１つまたはそれ以上のプロセッサが１つ
の集積回路構成要素に含まれる。ただし、プロセッサは任意の適切な形式の回路を使用し
て実装することができる。さらに、コンピュータはいくつかの形態で具現化することがで
き、そのうちいくつかを上記に記載したことを認識されたい。
【０２７６】
　上記のように、コンピュータは１つまたはそれ以上の入力装置および出力装置を有する
ことができる。それらの装置を使用して、特にユーザインターフェースを提示することが
できる。ユーザインターフェースを提供するために使用できる出力装置の例には、出力を
視覚的に提示するためのプリンタまたは表示画面、および出力を音声で提示するためのス
ピーカや他の音声生成装置が含まれる。ユーザインターフェースとして使用することがで
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きる入力装置の例には、キーボード、およびマウス、タッチパッド、デジタル化タブレッ
ト等のポインティングデバイスが含まれる。別の例として、コンピュータは、入力情報を
、音声認識または他の可聴形式で受け取ることができる。
【０２７７】
　また、本明細書で概説する各種方法またはプロセスは、各種のオペレーティングシステ
ムまたはプラットフォームの１つを用いる１つまたはそれ以上のプロセッサで実行可能な
ソフトウェアとしてコード化することができる。また、そのようなソフトウェアは、いく
つかの適切なプログラミング言語および／またはプログラミングツールもしくはスクリプ
トツールを使用して書くことができ、また任意のフレームワークまたは仮想機械で実行さ
れる実行可能な機械言語コードまたは中間コードとしてコンパイルすることもできる。
【０２７８】
　この点で、本発明は、１つまたはそれ以上のコンピュータまたは他のプロセッサによっ
て実行されると上記の本発明の各種実施形態を実装する方法を行う１つまたはそれ以上の
プログラムが符号化された、１つのコンピュータ読取り可能記憶媒体（または複数のコン
ピュータ読取り可能媒体）（例えばコンピュータメモリ、１つまたはそれ以上のフロッピ
ー（登録商標）ディスク、コンパクトディスク（ＣＤ）、光ディスク、デジタル映像ディ
スク（ＤＶＤ）、磁気テープ、フラッシュメモリ、半導体装置中の回路構成、または他の
有形のコンピュータ記憶媒体）として具現化することができる。上述の例から明らかなよ
うに、コンピュータ読取り可能記憶媒体は、コンピュータ実行可能命令を非一時的な形態
で提供するのに十分な時間にわたって情報を保持することができる。そのような１つまた
はそれ以上のコンピュータ読取り可能記憶媒体は移送可能とすることができ、媒体に記憶
された１つまたはそれ以上のプログラムを１つまたはそれ以上の異なるコンピュータまた
は他のプロセッサにロードして、上記の本発明の各種態様を実装することができる。本明
細書で使用される場合、用語「コンピュータ読取り可能記憶媒体」は、製造（例えば製造
品）または機械と見なすことができるコンピュータ読取り可能媒体だけを包含する。それ
に代えて、またはそれに加えて、本発明は、伝搬信号など、コンピュータ読取り可能記憶
媒体以外のコンピュータ読取り可能媒体として具現化することもできる。
【０２７９】
　用語「プログラム」または「ソフトウェア」は本明細書では、上記の本発明の各種態様
を実装するようにコンピュータまたは他のプロセッサをプログラムするために用いること
ができる任意種のコンピュータコードまたはコンピュータ実行可能命令のセットを指す一
般的な意味で使用される。また、この実施形態の一態様によると、実行されると本発明の
方法を行う１つまたはそれ以上のコンピュータプログラムは、単一のコンピュータまたは
プロセッサに存在する必要はなく、いくつかの異なるコンピュータまたはプロセッサにモ
ジュール式に分散させて本発明の各種態様を実装できることを認識されたい。
【０２８０】
　コンピュータ実行可能命令は、１つまたはそれ以上のコンピュータまたは他の装置によ
って実行される、プログラムモジュールなどの多数の形態を取ることができる。一般に、
プログラムモジュールには、特定の作業を行うか、または特定の抽象データ型を実装する
、ルーチン、プログラム、オブジェクト、コンポーネント、およびデータ構造が含まれる
。通例、プログラムモジュールの機能は、各種の実施形態で適宜組み合わせることも、分
散させることもできる。
【０２８１】
　また、データ構造は、適切な形態でコンピュータ読み取り可能媒体に記憶することがで
きる。説明を簡潔にするために、データ構造は、データ構造中の場所を通じて関係付けら
れたフィールドを持つものと説明することができる。そのような関係は、同様に、フィー
ルド間の関係を伝えるコンピュータ読取り可能媒体中の位置を、フィールドのための記憶
域に割り当てることによって実現することもできる。ただし、任意の適切な機構を使用し
てデータ構造のフィールドの情報間の関係を確立することができ、ポインタ、タグ、また
はデータ要素間の関係を確立する他の機構を使用することができる。
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【０２８２】
　本発明の範囲は本明細書に記載される特定の実施形態によって限定されるものではない
。本明細書に記載される変更以外の方法の各種変更が、上述の説明および添付図面から当
業者に明らかになろう。そのような変更は特許請求の範囲内にあることが意図される。本
明細書では各種文献を引用したが、それらの開示内容は参照により全体が本明細書に組み
入れられる。
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